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はじめに ロシアの司法制度は愛わったか?

ソ逮・ロシアの体制転換により，経済・社会・政治体制が根本的に変わーた

ことは言うまでもない。箇家諸制度についても、権力集中のソピヱト体制体解

体して自民会制度と大統領制度が場入され、立法権執行権の檎盗とその栢互関

係出線本的に変化したゐでは三権の残るーっ、司法制度はどうなのか。この点

については、一千言で語るのは難しい。

20ω年10月の第5回金ロシア裁期'11'<大会において、レペジェフ畿高裁長官は

司法改革について、「全〈行われていないj脱、 f改革は後れてい<J説、『改

革は行き過ぎたJ説という矛盾した三つの評価が存在すると&を指摘している

"ロシア司法J2∞1年1号5買〉。ずィッツイン大統領付属裁判梅盤情問題評議会

副議長も、司法説草について、「いか怠る改革も行われていない」、「それは完

了した、または隠とんど完了した」という両極の意見があると語っている

"ロシア司法J2∞1年4号2頁).ζのように、司法制度改革の実状については、

評価が分かれる傾向が強い。それは司法制度の種々の側面において、改革の進

展度に大きな肢行性が見られるからである。

次のような側面において俗、司法制度改革は大いに進展している。まず司法

権の独立という近代的原則が承臨された。憲法裁判所の設立によって、違憲審

査カ噛震に行われている。仲裁委員会の仲裁畿割所への改組によって、企業闘

の紛争の解決も貌剃所の管轄とな勺たa行政訴訟も提起できるようにな qた。

他方で次のような側面については、 l自制度は残存してい.。 般監督権なと強

大な権限を有する検察俄度怯健在である.弁護士制度については、来"新しい

弁護士法が制定されていない。また制度函では大きな変化のみられる裁布所に

ついても、訴訟制度のソフトの面では、当事者主義的伝対審構造の擁立にはほ

ど速い状況である。法律家の法意噛も、旧態依然としたものがある。

では「改孝弘行き過ぎた」というのは何治、これは、主としで、裁判官の身

分保障が進みすぎ、終身制度になうているととを指す。そのため裁判官の腐歎
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が進んでいるという批判の声も強い。皮肉なことに、司法権が独立し、裁判官

の身分が保障されたために、齢、体質の裁剰j官が温存されてしま川改革の障

害になってい.という問題もある.

このように司法自民度改革の進み具合に怯殴待性が見られるが、全体として、

他の傾峻に比べれば、転換の遅れが感じら，，"，そこで羽∞年にプーチン政権

岬世して以来、あらためて司法制度改革が急がれることになった。プーチン

大統領は、これまで立法権、行政権の改革に従事してきたが、今後は改革の

「第二隊jとして、司法嗣度改革に取り組むと語っている。ペレストロイカの

時期にも、司法制度の改革は、『第二陣」と位置づけられていたのを思い出す

〈拙稿「ゾビヱト園家システム¢改革J、『神芦法学雑誌』第鈴巻第3号6a賀多照λ 立

法・行可愛績に辻ぺて、司法制度は第二ランクの極力とみなされているようでお

る。

こうして2001年6月、プ チン大瀧績の指示の下に、ョーザック大統領府副

長官舎チ フとする司法制度改革の作業グル プが発足し、司法制度の改革に

関わる新しい法案の作成が進んでいる。この改2容の動向について、大統領を怯

じめとする執行権力、および左右両派を含む議会は、積極的な姿勢を示してい

る。それに対して司法界には、かなりの戸惑いが見られる.裁判暗と検察官臥

共に改革に対して消極的な対応を示していあのである。両者は既得権益を守ろ

うとしている点において共通しているが、その方向性はむしろ正反対であると

もいえる。検察官は社会主義時代以来の強大な権限を維持したい左考えている

のであるが、裁判官は逆に、社会全議の騎主義によって獲得した新しい地位を守

ろうとしているのである.

以下本稿では、社会杢義下の司法制度の転換のプロセスと、ロシア司法司節度

の現状を明らかにしたいと君、う.当初は、現状の問題点と今後の展望について

も論じる予定であったが、そこまで及ぶことができはかった.なおロシアの裁

判所システムt率、憲法裁割冊、普通裁半所、仲裁裁剰所の三本立てでおるが、
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" 
本稿が対象とするのは、主として普遍裁判所でおる。また裁判所制度と裸く関

わ勺ている検察制度・弁護士億度についても、こ ζでは取り上げない.その他

陪審制度や、刑事手続上の人権問題なども重要な論点をはらんでいるが、 jjl，臓

の楳題としたい。

鮪-，・司法権の独立原則

第ー節ソビエト傷力時代の旬滋権

ソピエト権力下の司法制度について、 ζこで全面的に倫じることはできない

ので、根略を示すに留まる固

111司濠権の独立原真相否定

社会主義持代に俗、人民権力の統一牲の名の下に、権力分立論が一般的に批

刺されていたのであるから、そのヨロラリ としての『司法権の独立」原則が

否定されていたのも当然であ q た.司法権は人民権力のー部として人民に従属

すぺきあり、その独立は問題外であった.司法権の独立は、司法権を「人民か

句独立」させることになると批判されたのである〈拙著『ソピエト憲法湿省の研

究』制文社、 1樋4年、.3<頁以下容照λ

社会主畿時代には、立法権、執行権、司法権(議判権〉という縦念そのもの

が基本的隠は存在しなかった。そのため憲桧典の編集上の裁判所の位置づげも

独特のものとなっていたo.1977年のソ違憲法では、第5編が「ソ逮邦における

国家梅力および管理白最高鰭機関jと題されているが、このうち「国家権力の

最高機関」とは援高金識を、「管理の最高機籾Jとは政府を愈味した.前者が

立法相関こ、後者が執行機関に一応対応しているかにみえるが、社会主義神代

はそのような表現は用いられていないし、また実際対応してもいなかった。

199'隼に大統領制が導入されたときは、それに関する条項弘己の第5編に編入
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された。そして第6編「加盟共和国の国家権力および管理の諸機闘の構鎮の基

本原則Jを侠んで、第7編が「裁字、仲裁および検察監督Jと題されていた。

司法権は地方誇織関の規定の後に位置づけられていたのであるo 197~年のロシ

ア共和国憲法の頃合は、第6編「ロシア共和国におけ.国家権力および管理の

最高諸検閲」の後、第6繍「ロシア共和圏内の共和国における園家権力および

菅塑の最高諸機鯛」、第7編「ロシア共和国における地方の国家権力および管

理@諸働羽ムさらに第8編「ロシア共和国の経済・社会発展国家計薗および

ロシ7共和国の園家予算」を挟んで、やっと第9編が『裁期4、仲裁および検察

監管Jと包っている。このように当時は、裁判権が立法・執行権と並ぷ位置に

あるとは考えられていなかったのである。

また、今見たように、社会主義時代の憲法で俗、裁判機能と行政的な仲裁機

能、検察官の機能が統的に把握されている。初年12月のソ違憲法改正、 91年

5月のロシア憲法改正で、仲裁委員会は仲裁裁判開に改組されたので、先の表

題は[裁判および検察監督」に変わった。法令集の類でも、裁判所に闘する法

令破、憲法とは別に、治安閣係の部分に収録されるのが普通であった。今手元

にある1975年編纂の『ソ連邦法律集』金4巻などもそうである。ペレス bロイ

カの時期(1989年以降〉に編纂された11巻からなるソ連邦法律集成 (C801l

3aKOHOB CCCP)では、第"島「社会・国家体制JIと、憲法を中心とした

圏家機構に関する法令が収録されていあのに対して、最終第10巻〈第11巻は索

引等〉俗、「裁判 e検察監督・仲稜・法孜序緩持jと題され、裁判制度に関す

る法令、民事・知事訴訟法典の外、~法典、行政的遣法行為法典、矯正労働法

奥、内務機目関訟などが収噂されている.飲酒との闘いに関する法令などもここ

に収められている。裁事所が、治安機関として位置づけられていあという印象

が強いのであ20同時期に刊行された目?期日園の法俸制〈金時川、

(t):fP-穫土クチ易レーナは、ソ逮・ロシアの裁判所の特徴を、次のように説明している.
レー品y時代は『掬圧者に対するT"の温具J.スタ y y時代l左「旧政治的反対ノ
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同じ編成方式を採ってい'0
プーチン政権下の司惜改革に関連して、ヴイヲツイン大統領付属裁判権撃情

問題訴犠会面崎長は、今司法衛度のいかなる「改革Jも悶緬"ならずょいという。

なぜ恕ら「それ以前のいかなる時期tるも、わが固にはいかな忍裁判権も存在せ

ず、いかなる法律 この語の正確な意味で@ も存在しなかヲたのだからん

したが弓て問題になあのは、司法制度の「改革Jで怯な〈、新たな「形成Jな

のであった"ロシア司法』初伯母4号2頁λ

(21 苛量権の従属性

社会主義時代の司法権の従属的地位は、次のような諸制度および誇現象に表

現されていた。

②裁判官の還準制・りコ ル制・報告義務制

末端の人民ゑ判所判事ば人民による直捜選挙、上織の裁判所卒事は各レペル

のソピエトによる選挙〈任命といった方がよいと恩うが、金公務員の選挙制と

いったコミ晶 ン原則に忠実で忘るように袋うためか、ソピエト法ではほ薯挙J

と呼ばれていた〉であった。例えば、ゾ速朔閣高裁判事はソ連邦最高ソピエト

〈最高会議)による遜挙、州裁判所判事は州ゾピエト民よる選挙であq た。もっ

とも当時は選挙といq ても、ソピエト自体¢選挙問機、候健省は共感党によづ

て予めー人に絞られていた.裁判官の任期は5竿であった.貌判官は、それを

選出した有催者 ソピエトに対して責任を負い、報告義務を負勺た。例えばソ

蝉向最高裁は、毎年1困ソ連邦最高会議にお"て活動報告を行い、後者はそれ

を確認する決定を採択していた。末端の人民裁判所の車摩の樋合陥、任期の終

了の際に、一度行うだけといラのが普遍だ勺たようでめる。裁判官@りコール

、者をあぶわ出して登録する制度J、フルシチ zフかbチ墨ルネンコまで@時代肱「犯
罪との鶴争織網Jo彼女は、これらは本来ゆ級戦聞の機能で隊なく、裁判官の役割は
「仲裁者』、『レ7五りーJであると檎じているのである σ冒シア新聞"鮮手12.月16日)。
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は、件数は少なかったようであるが、年間10ヰ近くはあったようである。

②最高会議〈鮮部会)の旗法統制権・法律解釈権

社会主義時代の裁判所は法律を解釈するのではなく、法微を適用する機関と

されていた。このことは具体的には、次のことを事味した.下位の法令が上位

の法令に矛盾する傷合〈法律が憲法に、政令・省令方法律に違反する傷合なと〉、

裁判所は、下位の法令の効力を失わせる穐曜がないばかりでなく、違憲違法

の下位法令を適悶せざるを得ないということであ2.
憲法の順子守を保証する憲法統制権はソ濯邦最高会議幹部会が有し、具体的に

は、加盟共和国の法令がソ連邦の訟令に違反する場合、前者を破棄することが

できた(197'i竿ソ違憲法第121条第4項〉。実際には、社会主義神代は、共産党

による支配が徹底していたから、ソ連邦と'"温共和国の法令が矛盾することは

なかったし、仮にあったとしてもそれは政治尚に解決されたであろうから、ソ

連邦最高会議のこの権限が実際に行使されること弘なかョたら必要がなかうた〉。

しかし共産党の統制隅鎗が衰えたペレストロイカ期には、 6件実例がある〈拙

稿「社会主義的法治国家輸の検討(下〉ム『神戸法学雑誌』第"巻第4号、 1鈎9年703頁

以下、「現代ソ速の法律駿争』、『神戸根持噌誌』第41巻第2号、 1自治1年鍵時阻下.. 冊。

法「範解釈複を有するのも、最高会議事宇都会であヲたCl97?年ソ連憲法第121

条第5項"'1剛O年の憲法措Eで、法律解釈権は最高会議そのものへ移った〉。

この権限もほとんど行使されることはなかったが、ゾ連時代の後期に若干実例

がある〈拙稿開会主義的法制壇家酋の険肘〈下3ム『神戸法学峰出第鑓巻第4管、

1'"年"1頁参照)。そのほかソ連邦最高会議事宇都会は、 ソ連邦および加盟共和
国の政府の決定・処分について、ぞれがソ連邦同法律に違反すると戦断した場

合は、破棄することができた(1971年ソ遠慮法第121条第7項〉。このようにソ

{日ただし、後でも酋じるが、 1鑓2年のソ連邦最高裁の決定は、法俸に違反する省庁の
訓令については、それを適周しないよう下級蓄に指示していた〈拙萄「社会主a底的法
治国家諭の検討〈下〉ム『神戸法学神舘』第38巻携4号、 19図年伺2頁、「務代ソ速の法
鐸喝争ム『神戸法学雑誌』第41巻第2号、 1鈎1年>11夏以下多照'0
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連邦においては、合憲性・合法性を保証するのは裁靭所ではなく、最高会議幹

郎会であった.裁事訴はζの最高会織に従関する存在にすぎなか勺たのでああ。

なおゾ連邦検事総長はソ連邦最高裁絡会に必ず出席しなければならず 0979

年ソ連邦検察庁法第鵠条入また最高銭総会の決定〈判決を含むと解される〉

が法律に適合しないと判断したときは、その見解をソ速邦最高会館幹部会に提

出する義奮を負う(同第ω条)ことになっている。最高会議斡部会は検事総長

の毘解を検討し、しかるべく最高裁を指噂することになo.

③裁判所の位置づけ

祉会主義時代には、裁判所は犯罪・法違反との市野争機関」と位置づけられ

ていた。裁判官は中立の審判者で怯なく、当事者そのものであったh フォコフ

法務省付属法偉アカデミー主任研究員は、これまで裁判所の益本的繊維は抑圧

的なそれであり、「裁半所ほ車実上何よりも弾圧を促進する国家麓置の 環J

であ q た【『冨家と法J2001年1号"むと語。ていo.裁判断の治安線開的な理

解が、憲法や法令集の編思構成ミも表現されていたことは、前項で見たとおり

である。ソ連・ロシアで怯「法保護機関jという曾議がよく周いられる。 ζれ

は裁物折、倹察機関ミ警察機凪保安機関(趨密警察〉、税関、税務警察など

を 指する表現である(スハレヲ他繍「大法簿静民』筑阻年九裁判所がこれら諸

機聞と共に「法保積機関jのーっとされることも、その治安機関的な担鐘を示

していた。

またソ連邦最高裁判所法 (1979年)は、最高裁の使命の っとして、市民を

rm園と共産主義の事業への忠訟の精神Jで教育することをあげている(第1
条第S項。 1981与のロシア共和国裁判所椀成法第3条第5項も同じ〉。このよう

に裁戦所は、社会主義のための闘争機潤であり、教育機関とされていたのであ

る。裁判所のこのような位置づけが、その強出性を妨げる要因の一つであうた

ことは言うまでもない。

@濃察官の裁判監督・裁判官の有罪宕府
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ソ連・ロシアの検察官陰、裁半の当事者になるが、しかしむしろ当事者以上

の存在であり、より高次の立場から裁判を監督する機能を有している。このζ

とを検察官による「裁判監督」と呼ぶが、詳細は、別に検察官について論じる

際に譲りたい.またー般に、裁判官よりも検察官の万が高い権威をもっており、

前者は後者に頭が上がらない傾向がある。特に社会主義時代は、ほとんどのー

般市民は最高裁長官の名前を知らなかったが、検事総長の知名度は強かに高かっ

た也大学時代に成積の優秀だった学生が検察官になり、そうでない学生が裁判

官になる。検察官の提出する起訴状がそのまま判決になるとか、検察庁におけ

る取調が裁判の本番であり、公式の裁判はその補足にすぎないなとと雪われて

いた。このような傾向拡裁割所の「有罪志司Jと呼ばれる。

⑤党欄倒への従属・電話法

社会主義の時代に倍、銭判所・党機関 検察機関の三己者は、銭判断の運営を

めぐって定期的に会合を重ねていた.また党・国家の有力者は、しばしば畿判

官に電話をかけて圧力を加えた。このこと位、電話が法を作るという意味で、

電話措企呼ばれた〈拙稿「ソピヱト剤事司法のペレストロイカ』い『クーりスト』鈴4

号、 l'樋年)。

第二節 ペレストロイカと司遺制度改革

(1) 19飽年ソ違憲法の改正

1085年にプルパチョフ書記長が誕生し、以後暗革運動が屡掬され6が、特に

19腿年に怯ゾ違憲法が改正され σソ退却最高会議週報J88年.，号727番〉、以後急
進的忽政治改革が推進されることになる。この憲法改正により、裁判所制度に

ついて位、裁判官の身分保障を強める方向で次の三点の改正がなされ、司沿権

の独立に向けて第歩が踏み出された。

cr裁判官選出(任命〉機関の格上げ。末端の人民裁割所除、従来の市民によ
る直接選考長から、一つ上級のソピエト(例えば州人民代議員ソピエト)による
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選出へ変わ勺た。州裁1同所の裁判官は、州ソピエトではな〈、 つ上級の加盟

共和国最高会議同選出することに低る。これは、裁判所に対する権力の介入を

遂げるための措置である。従来は、例えば州裁半冊4同事は州ソビエトが選出L、

前者は後者に責任を負っていたため、後者(州ソビヱトおよびそれによーて任

命され忍州行政鎗関)の干渉を排除することが困難であった自選出権が級上

のソピエトに移行すれば、今度は畿上のゾピエトの干捗が懸念されるが、同

レベルのソピエ卜の方が、より直接に裁判の結果に利害調印系を有するζとが多

いため、 ζのような改正〉がなされたのである。

ソ連多曙高裁判事はソ連邦最高会議が選出する以外にu、し、加盟共和国間

高裁判事人自治共和国最高裁期持久自治州裁事所判事、自治区裁判所執事も、

それぞれその主体性を尊重して、 級上で怯伝く、同じレペルのソピエトが選

出したから、これらほ従来どおりということになる。軍事法廷の判事も、従来

どおりソ迫多掴商会議幹部会が選任した。

人民書審員倍、従来どおり、末端のA民裁執所の場合低市民の直接選挙で、

上級裁平日目訴の人民参審員は、同νペルのソピエトが選出したロ

このように裁事情の選挙制〈周閣に疑問はあるが)自体は維持され、それに

とも怠って裁判官の責任源則も維持されたa ソ違憲法第152集第7項は、「裁訓

官およびノ民参審員俗、それを選出した機関または有権者に対して責任を負い、

それらに報告義務を負い、法律の定める手続に従勺てリコ ルすることができ

る」と定めているが、この規定はそのまま維持されたのである。

②任期の延長。従来は裁判官¢任期は5年、人民参審員は2年半でめ勺たが、

これがそれぞれ10年、 5年と 2倦に延長された。裁判官の身分保障を-;j噛め、

その独立牲を強ヒするためである。

@瑞判官の独立。もともと197η年のソ連日憲法に位「裁判官および人民参審員

低独玄であり、法律にのみ従うJ(第155条)という規定があ q たが、関竿の改

正で、この条文に、次の第2項、第8項が追加された。第2項「裁判官および
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人民事審審員には、その権制および義捕の陣容なき効果的実現のため@諸条件が

保証される。裁判官および人民多審員の裁判権限行使の活動に対すあいかなる

干渉も併されず、それは法律により責任を追及されるJ，第3項「裁判官およ

び人民参審員の不可侵性、およびその独立性のその他の保証は、ソ逮邦裁事官

地位法およびソ連邦・加盟共和園のその他の法令によ勺て定められるん

その他1988年の改箪では、憲法監管委員会の新設が決まヲた〈ソ連蜜法第125

条)。これほ裁戦所ではなし人民代議員大会に従属する特別の機閣でおり、

憲法の裁半所の章(第蜘君主〉ではなく、人民代議員大会・最高会識の章〈第15

重量〉に位置づけられている。この第125条は1999年12月23自にさらに改正され

σソ連邦人民代幾員大会・最高金際通削お年"号'"番〉、同日憲法監管委員会法
も制定書れている σソ連邦人民代館員大会・緩育会由民趨寝』凶年29号幻S番。拙日開
「神戸法学年報J6号、 19初年1.

1978年のロシア共和国憲法の司法権に関する規定陪、連邦と加盟共和国の相

違に基づ〈技術的栢逮を除けば、 1977年ソ違憲楼のそれと基本的に同じである。

このロシア共和国憲法は196俳句匹10月27自に改正された"ロシア共和国録商会蟻

週明"年"号1ぬ描)。その改正内容は、腕述の1988年12月のソ連蜜桧の改正

と同じであり、裁事官の選出方法の一部変更、任鋼の延長、裁4判官の不可侵性

の強調などであ率。つまりこの改憲は、ロシア共和国が約ー平後れてソ連邦の

改亙に従ったものである。また89年のロシア共和国の改畿は、"年のソ逮糧法

の改憲に応じて、ロシア共和国にも憲法監管委員会を設置することを規定して

いた(ロシア共和国憲法第119条)。しかし実績にはこの機関は設置きれないま

ま 割年に再び改憲されることになる。すなわち1鉛O竿12月15目のロシア共和

国憲法の改正 crロシア尖和国人民代最良大会最高会繊通報』初年鈴号お5番〉によ
旬、憲法蓋笹餐員会繕想は放棄され それに代わって憲法裁判所が設置される

ことになった(同第119.条)。憲法裁釈所の兎成 活動手続は、憲法裁執所法に

ようで定められることにな弓ている.
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位I1的附年ソ連憲法の改E

199。年12月26日、再びゾ違憲法が改正された crソ連邦人民代議員大会・最高会
議遇制J91年1"，番λ これは主として大統領制の強化を図ったものである

〈紬満「ソピエト大統榎制同強化J作申戸法学雄総』第"巻第1号、 1991年)が、可法

制度についても裁判官の責任原則を緩和する改正がなされた。既述のように、

ゾ違憲法第152条第7項俗、『裁和J富および人民参審員は、それを遅出した機関

または有権者に対して責任を負い、それらに報告義務を負い、法律の定める手

続に従勺てリコ ルするととができるjと規定していた。今回の改正で、選出

機関(有権者〉に対する費任制、報告義務自闘が廃止され、リコ ル刺だけが残

された。また仲鈴委員会が廃止され、仲裁裁判所に改組された〈ソ違憲法第16

3条〉。つまり経済紛争を解決する機関としてソ連邦勾最高仲裁君主戦所および加

盟共和国の同様の機関が設置されることを定め、また裁.官の活動に対するい

かなる干渉も許されないことを規定している。

1991年5月24目、ロシア共和国窓法が改正されたげロシア共和国メ民代議員大

会・最高会織道線J91寧η号776番).司法関係の主たる改正点は、 9町年12月のソ

違憲法の改豆に対応して、仲裁委員会を仲裁裁判所に改組するととであった。

ロシア共和直暗法の第"君主のタイトルは、「裁判所および仲裁委員会」から

「ロシ7共和国同裁判システムjに変わり、憲法裁判断、普通裁判所、仲裁裁

阜閣の3系列の裁判所システムが規定された。他方で仲裁委員会の規定〈ロシ

ア共和国憲法第175条)は、削除された。仲裁裁判所制度のその後の展開につ

いて弘、別項で詳し〈論じたとおりでああ〈拙稿「市栂経済移行下回シアの経済

紛争j 仲稜裁判所法の邦訳、休話訴訟法典の抄訳を含む 、『神戸法学年報』第)3号、

1銅7"-rソ連邦における計画契駒と経済紛争」、『術戸法学雑誌』第42巻第2号、 II業2

年)。

91年5月24日の改憲では、もう カ所、第168条の「ロシア共和国における
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裁判権誕阪は、法律および裁半所の前におけ.市民の平等原則に基づいて実現さ

れる」の f市民」の語が、「当事者』に変更された.つまり市民一般ではな〈、

裁剰の当事者の平等原別である。これは些畑な言葉の問題ではなく、重要な裁

判原則を表現したものである。それまでのソ速の裁判は職権主義的、糾問主義

的性格が強〈、また検察官は裁判を監督する独特の立絹にあった。これを当事

者主義的な対審構造に転換し、裁判官は公平なアシパイアに徹するという、そ

の後明確になる方針の務芽がここにみられる。

既述のように、日明年四月のソ違憲法話改正は、裁判官の選出働関(有権者)

への責任制、報告義務制を劃止していたが、 9[年5月のロシア葱法@改正は、

拡ぜかこの点』こは及んでいない匂

矧 "ω年ソ連邦裁判所構成革本法・歳半官地位法
社会主義時代の[97'7年ソ連薫桧のもとでの、裁判所信度に関す6基本法令は

次のようであ勺h ソ連邦では、 1979年のソ連邦表高説執師法 σソ連邦般商会
議遍制』河年.，号臨審〕、 1醐年の裁判所構威湿諸法 [rソ連邦軍高会議通報』関年

釘号捕番〕、ロシア共和国では、 [9陥1年のロシア共和匡蛾戦既得暗法 crロシア
共和国援高会議通報JB[年，.号."番〕、 1981年のロヨn共和国の地区(市)人

民裁判所還掌法と地区(市)人民裁戦闘メ戻裁判官・人民参審員リコール手続

法"回シア共和胃優商会随意報J81年2暗号併7，97e番)などである。

ペレストロイカの時期}日立、 1倒。隼のソ連郊の裁判所構成基本法に代わり、

1鵠9年に新しいゾ連邦裁判所有健感湛本法とソ連邦裁判官地位法が~J定された.

!日裁判所構成基本法をニつの法律に分割して、伊定し直したかたちになってい

る。二つの新法の内容は、既述の印刷年のソ追憲法の改正tこ対応するものであ

る〈こわ時携には、対応するロシアの法棒の方は改正されていないl.80年の

l百誌と89年の新法の抱途出次の趨りである。

「裁判所の任理事」についてゆ規定(共に第3条〉を比厳すると、旧法では
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「社会主義的合法性および秩序の全面的強化、怒らびに犯罪および法違反の予

防jとなっていた部分が、「社会主畿的法治国家、合法性および法秩宰の全面

的強化、社会的正義の原買の確臨、民主化および人民自治の一層の発展の保証、

法違反の予防、ならびに市民の教育」に代米つっていあ。前者は秩序定府が極め

て強いが、後者は法治国家化、民主化を志珂してい.。また前者では‘「裁判

所はそのすべての活動によって、市民を、祖国および共産主義への献身の精神

で、またソ速筆法およびソビエトの法俸の正確かっ不屈の執行、社会主義的所

有を大切にする態度、労働規律の遵守、国家的・社会的義務への餓実な趨夜、

市民の権利、名管および尊厳、ならびに社会主義的共同体のルールへの敬意の

精怖で教育する」となっている都分 (1979年のソ連邦援高裁判所法揚1条にも、

類似の表現が見りれる)が、後者でほ、「ソ連君臨法、加盟共和国窓法、自治共

和司憲法およびソビエトの酎樟の豆確かっ不屈の執行、ならびに市民の極利、

名誉および尊銀、社会主義的共同体のルールへの敬意の精神で教育1するに代

わ9てい<.つまり共産主越的・国家主義的イデオロギーの漉厚な表現が、削

除されてい6のであ<.

また検察官の役創に関する規定@表現も、大きく変わったロ旧法第15条は、

「ソ通費噛事総長およびそれに服属する検察官は、ソ連邦および加盟共和国の

定める法令の板拠と手続に基づき、裁割所における事件の審理に際して、法律

の執iTを監督する。検察官ほ、裁判官の独立およびその法律のみへの従属の原

員の厳格な遵守に際して、裁判所の任務の実現を促進するJと規定していた.

検察官のこの機絡を「裁判監笹」と呼ぶことがめる。このように社会主義時代

の検察官は裁判所よりも高い立場にあり、裁字官の活動を監督していたのであ

る。この点は新法第四条では、「ソ連邦検事総長およびそれに服属す<検察官

肱、ソ連邦および加盟共和国の法令の定める根拠および手続に従い、裁刷所に

おけ各事件の審理に参加する」という一般的な表現に変わった。

次に19刷年のソ連邦裁判断構成革本法から、 19咽年のソ連邦裁判官地位法へ
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の変化をみてみよう。「裁戦官およびメ民参審員は、その選出機関または有権

者に対して責任を負い、それらに対して報告書義務を負うJ点で両者は共還して

いる〈旧法第"'条、新法第 1条第2項)。既述のように、 1990年[，月のソ違憲

法改正は、裁判官の選出機関(有権者〉への責任嗣 報告義務制を晶止したが、

紛年制定のソ連邦裁判官地位法ではまだ維持されていたのである。裁判官およ

び人民多審員のリコール制も、両者共に鏡定している O日法第35条、新法第17

条〉。

社会主義時代には「司法権の独立jという原則jは認められなか弔たが、個々

の裁判に際して外部からの平渉は許きれむいという怠晴で、「裁牢官の独立J

という概念は周いられいていた。新旧両法は、共に「裁判官および人民参審員

は独立であり、法律にのみ従う」という規定をおいてい蚤〈日法第10'帳、新法
第3条第1項)。ただ新法ほ、この裁判官の独立性を保障するための措置をよ

り詳細に規定している。

この措置には二つある。 つ怯裁判への介入を処銅することである。第二は、

裁判官の不可侵性の保障である。具体的には、 89年のソ遥邦裁判官地位法は、

半決作成のための訟判官会箪の非公開側、裁判所の活動に必要な組織的・技術

的条件の創出、裁判官の物質的・社会的保隊怒とを列挙している(第8条第2

項)ーさらに裁判所に対す.不敬低感度や裁戦所を無視す.ような行為は責任

を関われること(第4条)、裁半官.}民参審員の活動への介入を禁止し、客

観的な審理を妨害したり違法な戦決を得る目的で裁執官争人民参審員に影響力

を行使することは刑事責任を追及されること、マスメヂィアは裁引の結果を予

想したり、裁判所に.響を与えては忽らないことを規定している〈第5条)。

これらは旧法にはなか勺た新しい規定である。それは、既述のように、 [9飽年

のソ連豪商改iE(第15月条第2項〉で、裁判官の荷動への干渉禁止が規定きれ

たことの反映である。

ペレストロイカ期にほ「グラースノスチJ(公開制〉のスローガンのもとに、
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それまで隠されていた情報が公にされ始めた。そしてソ速において党・国家の

宮僚による裁判への介入が多いことも明らかにされた〈拙稿「ソビエト知事司法

のペレスト冒イカム fジふりスリ 904号、 19鉛年、多照〉。このような現象を示す

ために、「電話法J(官僚などが電話で裁判官に圧力を加える)という言繋がよ

〈用いられた.このような状況の下で、当時は、裁判への介入を阻止すること

が、司法改革の最重要課題と考えられていたのである.

そこで裁判官地位訟の上記の規定を具体化するために、 19"年には、ソ遠邦
裁判所不敬責任法という法律も制定された"ソ遠邦人民代議員大会・最高金調民連盟

幸削船年詔号.418番λζの法律は、裁判への干渉裁半官・人民参審員に対する

脅迫や侮辱、判隅の執行拒否・妨害、裁靭所への不敬な繊度(証人・被害者・

原告・被舎の悪質な出廷拒否、裁訓長の指示に対する不服従、審理中の劉亨侵

害、裁判所またほその規則に対する明らかな環視を証明する行為〉、人民参審

員の出廷妨害、裁2何所の特別協喧または裁判官の提案の放置といった行為に対

する芳胴や行政調を定めている.このソ連邦の裁事所不敬責伝法の制定を受げ

て、 1989年12月11日にはロジア共和国矧法典が改Eされ""シア共和国最高会

議通報』飽年閃号1477番)、裁判干渉罪はど同じ犯罪頬型がi曲目されている。

裁判所の権威を高めるためには、長期的な戦略として、司疲文化を向上させ、

法治国家を築き上げていく以外にない。この銭判所不敬責任法は、刑罰や行政

罰の力によって裁判所の権威を高めようとしている点において、伝統的なソビ

エト的思考の抑内の産物であった」

さて、裁判官の独立性を保障するためのもう一つの方法は、裁判官の不可侵

位の保障であ4らこの点について邸年の裁判所構成基本准は、裁判官・人民奮

審員の.1事責任D追及、勾留、裁判手続による行政罰の賦課には、加盟共和圏

またはソ連邦の最高会議幹部会の同意が必要としていた(第36条)。的年のソ

連邦裁戦宮地位法は、このルールを基本的に継承すると共に、刑事蹄這権者を

ソ連邦検事総長または加盟共和国検事長に限定し 菅槍裁判所をソ連邦また怯
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加盟共和国の最高裁判聞のみとした。また裁刑]官・人民参審員の逮捕、拘号l、

行政罰賦課は許されないと定めた(第6条)。こうして裁半惜は、行政責任を免

除されることになうた。その後、規律責任も免除されることになり、その点が

批判を浴びて、再融正論の対象とな.ことにYよる。

19関年のソ連判噛引所構成基本法に対応するロシア共和国の法律は、 1981竿

のロシア共和"裁字I所構成法 crロシ?共和国軍高会議通報JBl年.，号肝6番)であ
る。 198~竿にソ連郊の新しい裁判所構成基本法が制定された後も、ロシア共和

園の方怯新しい裁判開構成法を制定していなし'.したがって、今日でも81年の

己の法律(ソ連邦崩埠後部分的改正あり〉が、現行法なのであ'.

以上のように、ぺレストロイカ期の司法改革は、中強半塘なものであーた.

「司法権の独立」原則が、明確に筒られ.ことは忽か弓た。裁判官の任期はS年

から10年に延びたが、なお任期付きであり、その人事権は依然としてソピエト

が握っていた。他方で裁判官位行政罰を科せられ江い低ど、その後批判を浴ぴ

るよう怒行き過ぎもあーた。

館三節 ソ連邦の崩披と「司治権の独立J原則の確立

(11 1鈎1隼司議改革コνセプト・旬間年ロシア共和国税判官地位指長

「司法権の独立」原則が公式に宣言された最初の文書は、ソ連総月問題産直前の

1991年10月24自にロνァ共和園最高会騒が採択した「ロシア共和国における司

法改革のコンセプトについてjの決定 σロシア共和国人民代酪員大会最高会議
通報J91隼41号.1435'番〉である。この「コンセプト』は、大統領の提案を最高会

議が家認したものである。以後この文奮は司法常度改革の出発点となる基本文

書として、しばしば言及されることになる。

この決定でl弘司法改革が民主的法治国家の必要条件であり、また経済活動

の発展のための優先的暗黒題の っとされている.そして司法説草の主要課題の

ーっとして、「裁判唱を、国家メカニズムにおいて、立法・執行権から独立で、
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自主的な影響力める力として確認することjが掲げられている固その他、人権

保降、裁判手続における民主的諸原則同確立、法維持機関の物質的・技術的保

証なとがあげられている。ここでは 方で司法梅の独立原則が明記されると

同時に、他方で「法維持機関Jという言葉が反復され、裁判問、司法省、検察

制側、内務複関、予審機関が同列に般われているのが気になる。この文書は、

さらに今後の改草の方向性として、陪審裁判を求める権利回矛認、稜職者の違

法ぽ為を訴える可能性の拡大、勾留等の裁判統制の確立、当事者主義的な対審

制幅則や無罪推定原則の確立などを列挙している。

1991年末にソ連邦が崩壊した後、 1鈎2年間には、ロシア連邦の裁期j官地位

法が制定された"回シァ連邦人民代積員大会・章受高金書畿通報』留年初号1792番〉。こ

の法律は、『裁判権は自主的であり、立法権および執行権から独立に作周する」

〈第1条第2項)と、法得の上で初めて司法権の独立原則を明記した。また裁

牢官怯独立で法律のみに従い、誰にも報告義務を負わないという原則も掲げら

れてい忍〈第1条第4項入裁半帽の報告義務制俗、ソ違憲法では廃止されて

いたが、ロシア憲法の方は、形式淵には残 qていたのである。裁1判所・裁判官

に対する不敬な態度の責任に関する規定もあ.(第1条第5項)0

92年の裁判官地位法の最も重要伝改iE.~誌は、裁~宮の任期制を廃止したとと

である。その第11条は、「ロシア連邦における裁判官の権限は、 定の期間に

よって制限されない」と規定し、また第12条は、「教主事官は更迭され」ず、本

人の阿意なしに配置転換もされないことを定めている。こうして裁剰官は、終

身制となったのである。しかしこ@乙とは、当時の憲法(裁判官の任期を10年

と規定)に抵触していた。そこでこの法律の施行規則"ロシア連邦人民代強風

大会 a最高金嫌週制 92年以号1793呑〕は、この第11条は、憲法が改正されるまで

施行されないと定め、最高会議立法委員会に憲法改正案の準備を指示している。

なおこの憲法改正以前に遺伝された裁判官には、従来の任期 (10年〉が適用さ

れることになる(同胞行規則第1条).1拠8年品川省に選出された裁判官の任期
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は 5年であったから、 87~，凶年?と遇出寄れた裁判官の任期は92年、"俸に切

れるのであるが、とれらのま酔惜の多くについては、憲法改正まで任期を延長

する措置がとられた σロシア湛邦人民代織員大会・景膚会識週報J91障担号l岨溝、
02年の裁期官地位法位、さらに載判官の独立牲を保証するために、その不可

侵位、物質的・社会的保障について詳細な規定をおいているが、それについて

は後述する。

さて、裁判官の任期制廃止に関するロシア憲法の改正は、 1992年12月に行わ

れた"ロシア連邦人民代被員大会・最高金提還報』鈎年2号55番λ 槽法第164条第6

項は、的年の改正で「すぺての裁判所の裁判官¢任期ほ"年である』と定めて

いたが、 9凶年の改正で、 fロシア連邦における裁判官の権隈位、ロ γγ連邦の

憲法および法俸によ。て別段の定めがない限り、一定の期聞によって制限され

ない。裁判官は更迭されないJ(第1“条第8項)と変更された。こうして裁判

官の任期制厄廃止され、終身制に変わったのである。なお人民参審員の任期は

5年のままでおる。

またロシア憲法では、裁半官の選挙機関(有権者)に対する責任制、報告義

務制の規定が残っていたがk今回の改正で廃止された〈倶164条第9項)。 ζれ

ら肱90年のソ違憲法改正で廃止されていた。ソ違憲法に違反するロシア君臨法問

条項は無効であるから、ロシア憲法の関係条項は、実質的には失効していたの

であるが。さらにソ連窟法では厳後まで残っていた裁判官のりコール制も、今

回のロシア憲法改正で廃止された.ただし人民多審員の還挙機関(有権者)に

対する責任制、報告義務制ミリコール制ほ維持されている。こうして裁事官の

身分保電車カ咽団関的に強化されたのである。

司法制度に関する1992年のロシア憲法:i&正は、もうー点ある。「法律および

裁判所の簡における当事者の平等」という原則に、「対審制」が追加され、「法

律および裁判所の前におけ.当事者の平等および対審制の原則Jに基づいて裁

判他行われることにな qた〈第168 条~)o 既述のように、この条項は、 91年5 月
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の改Eで、「市民』の語が「当事者」に改められたのであったが、今回の改正

は、当事者主義の方向性を一層明確にしたものでおる。

19岨年4月14司、先のロシア連邦裁剰官地位法第11条が改正された""シ

ア迫邦人民代議員大会通告商会離通報』舗年17号ω6.1。第11条は、連邦憲法また

は連邦の法律が「別段の定めをしない限り」、裁判官に任期の制限はないとし

ていた。この"惜の定めをしない限り」の部分が、『本条第2項および第3

項に定める頃合を除いて」に改められた.つまり第11条に第2項と第s項が追
加され、終身制の例外が2つ定められたのである。第2項は、「治安判事は、

その管絡の及ぶ管区の住民によって、 s年の任期で選挙されるJ、第3項は、
「池田〈市)人民裁判阿の裁判官、および部隊(陸軍、艦隊、統合軍)の軍事

裁判所の裁判官は、最初6年聞の任期で任命し、その後その任期の帝隈なしに

任命することができるjと規定している。後者は試周期間ということになる。

この6年間の試周期間は、さらに1995年6月21日の法改正で、 ra年間Jに改め
られた"ロシア連邦法令集J95年初号2399苔)0

(2) 1鈎3ロシア進邦憲法

社会主議の働規過程で、ロνアでは各種の憲法案が発表されるが、その多〈

は権力分立原剣を明確にし、由法権、制す握、裁判権を並列する編集方式を係

周していた。 1鈎3年12月にはロシア連邦2新憲法が制定されたが、それ怯社会

主義の崩墳と新体制の成立を法的に宣言する文嘗となヲた。この新憲法で跡、

第4主主「大統制、第5ま「議会」、第6君主「政府」、第7章「裁判権Jという

編君構成をとヲているぐ地方自治はその後の第8章にくる〉。

1993年新糧法第7章は『裁判権」と題されている巴権力分立鳳則の否定され

ていたロシアでほ、「裁朝権」という概念自体珍しいことであった(立法権、

執行権慨念も同じであるλ司法衡の独立に測する直後の規定はないが、総則

的規定(第1章〉の第四条は、「ロシア連邦における園家権力は、立法権、観
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行権およびゑ判権の分立に基づく。立法纏、執仔権および裁判権は自主的であ

るJと定めている。「裁判官は独立であり、 E シア連邦種法および逮邦法にの

み従うJ(第120条入「裁判官は不可侵であるJ(第122条)といった原則兎幌く。

その他殺剰の公開原則l、裁判の対審制、陪審制値などが定められている(第12

a条〉。義軟所の財政怯、連邦財政によって賄われる(第124条〉。
恵噛第121条第I項は、「裁判官は更迭されない」と規定しているが、銭判官

地位訟が定めるような f任期によって制限されない」という規定はないa 同第

2項は、「裁判官の権限は、逮郊の法僚の定める手続および根拠によ.調合を

除いて、終了または停止されるこ主はない』と規定している。したがH て法簿

によ勺て任期制や定年制を導J入することは可飽と解せられる。現在ば裁判官地

位法によヲて、基本的には終身制であるが、厩述のように、治安判事など例外

がある.

裁判官は任命制であり、ロシア連邦憲法裁期所、ロシア連邦最高裁学所 お

よびロシア速歩曙高仲裁裁字所の裁判官は、冒シア連邦大統領の提案に基づい

て機会の漣罪障は院〉が任命し、その他の迎劃噌平所裁，.官は、ロシア連邦

大統領が任命する.従来位、裁判官の人事は『ソピエト』によ.事実上の任命

制であったが、その権限の→奇慣を上院が継承したことに怠る。ロシア迫邦大統

領は、憲法裁判所や最上級の裁判所の裁判官の鍵集権と、下級の遁邦裁判官の

任命権を有するから、にの点で大統領の権限は強ま勺た。

1鈎8年ロシア連邦箪訟には、第2編として、移行鋼闘の過渡的規定がおかれて

いる。その策5項によれば、「ロシア漣邦におげる裁判官位、この憲法の定め

.権限に従い、裁判権を行使する。ロシ7連邦のすべての銭判閣の裁判官弘、

憲法¢発効後、その選出された任期が満了するまで、自らの権閣を維持す否。

欠員位、この筆法の定める手続によって補充される」ことになっている。つま

り旧憲法下で裁判官とな qた者は、引き続き裁判官であり続ザるわけである治久

当初の任期が満了となれば、裁判官の地位を失うことになる。 1992年12月の憲
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法改正で、裁判官の任期制怯磨止おれたが、それ以前に選出された裁半惜は、

10年(1988年以前は5年〉の任期がくれば、失職することになる。例えぽロシ

ア連邦曇高裁の現曜の長官のレペジzフ氏は、 1989年に最高会議によって任命

きれた。当時i主任期10年であ q たから、レベジェフ長官の任期は1999年に満了

した。その後再任されたが、その際政局に閣遣して駆け引きがあったといわれ

ている α酌縞陪晃代σシア憲法体制の展開』信山社、 2∞1年、鈴4頁多奪O.
なお旧憲法にあった最高会議槽明会)の憲法統伽梅、法4惨解釈権のような

ものは、主主然"がら、 199，1年のロ :/7連邦憲法には存在しな的。

さて1996年に除、憲法的法律の一つであるE シア連邦裁判システム法σ百
円連融制僻1号1番)が制定され足。団法律哨1条第2制、「裁

*'権は自主的であり、立法権および執行指から独立に作用する」と、司法権の

独立原則を定めた。その第5条は、「裁判所の自主性と裁判官の独立性」と題

され、裁判官(陪審員、人民参審員)は連邦憲法と法律にのみ従い、いかなる

者の劃恩からも独立に裁朝権を行使すること、裁判官の独立性を侵害するよう

な法令の公布は許されないとと、裁判への介入は責任を問われることなどを規

定している。

裁判官の佳命手続は筆法の規定す.とおりであるが、裁判システム法跡、さ

111 末端の省主釈肪は、社会主華民時代にほ、公式的には『地区〈市)人属議字新」、略称
としては「人民議滞所Jと呼ばれていた。その後「人民Jという桂会主義的品畠?シ
スの言務は回避されるようになり、地区裁判所と称吉れるように'ょうた。 19"年の裁
判システム法以後陰、「地区裁判所」の表現が公式のものとなーたが、他の法律では
古い表現が残っており、そのためロシアの文献の表現もさまざまであ..本請でも厳
密に肱使い分けていはい。また本摘では 「州レベルの現判断」という言棄を鯛繁侭

周いている。『州レベルJとは、『共和国」、『道J，1:州u自治州U、「自治区」を意隠
しているが、これらすべてを列記するの低領積だからであ..ロシア連邦が発足した

11関与以後は、これらはすべてロ;，>7迫郷の「道修5偶成主体Jになヲたから、それ以
後は「連邦構成主体の裁判斎」と呼ぶ方が好都合かもしれない。しかしこの表現は、
「連第浦成主体が篭絡する裁判所」と誠解されるおそれがあ昌司「州レベル』の裁判所

隊、連邦管暢の蛾判所であるから、そ@ような誤解を避けるため、本務では「州レペ
ルの義制阿Jといヲ表現を使い続けることにする。
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らに裁判官資絡協議会の関与について規定している。 ζのことは後過するe 談

半リ官は更迭されない噴出条第1項〉。連邦裁判所の裁事官は、ロシア逮邦憲

法または連郊の憲法的法律問曜の定めがない限り、任期iまない(第14条)。

裁1判官地位法が、治安事事について5年の任期を定めていることは既述のとお

りでめるが、治安判事は唱邦の裁判官ではない(連邦構成主体の裁判官)から

構わないわけである。ただ裁判官地位法は、地区人民裁判所の裁判官なども最

初は3停の任期付き(いわば試周期間)で任命すAることができると定めており

(第11条第3項)、裁判システム訟に違反している疑いが強い。

第二車現代ロシアにおける銭判官の地位

第ー節裁判官の怪命

11)社会主議時代の裁判官の人事

繰り返しになるが、社会主義時代λ末端の人民裁判噺判事は人民の直筆選挙、

それ以外の判事は、各レペルのゾピエトによる任命制であ。た。

1"'1年のロジア共和圃の「ロシア共和国地区(市)人民裁判所選者世法Jcrロ
ν7共和国最高会指通報』例年お号~9T/番〉で、この制度の顕要各見ておこう。人

民裁字所の裁半官および人民参審員の選挙は、普遜・平等 禽接選挙である。

人民裁判官の選挙は秘密投票制であるが、人民安審員の方は公関投票制である。

人民裁半惜の選挙は、小選挙区で行われ、選挙委員会がそれを管理する。問題

なのは候補者選披梅である。人民裁判官の候補者を提案すきるのは、ソ連邦共

産党、労働組合、コムソモ ル、飽同間合およびその他の栓金団体の地方組肱

ならびに勤労集団、軍部隊の軍勤務員集会である(第35条)。実際にはこれら

諸宙体がそれぞれ候補者を出すわけで怯なく、共産党の地方組織の指導のもと

に、各選考詳区毎に独りの候繍者が選抜されるわけであるe現実には裁判官は再

選されることが多かったが、「選挙前の1年前、半年前になると、当局の気に
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" 
入られるように、狂気のようにうろたえ、そわそわした」ものだという cr独
立新聞鈎制月16目。

人民参審員の方は、選挙区毎の選者長では江〈、地域・職場⑤軍部隊など1∞
人以上の有梅者が単位と匂り、その集会で選出され00 この集会を招集するの

は選挙委員会ではな〈、共産党その他の社会団体でああ。候補者を抜擢するの

も、共産党その他の社会団体である。候補者に対す.貨否の役禦拡公開役票で

行われる(第58条)。公閣僚票の理由は明らかでないが、集会で選出するので

あるから、ロシア革命直後のソピエト選挙がそうであづたように、挙手等のよ

開投票で行うのが自然であるのかもしれない.共産党の動宣な支配体制のもと

で、公開投票によって反対意見の封殺を狙ったとは考えにくいが、集会による

選撃は、福当たり的になりがちだから、偶発的事件が起こりうる。それを阻止

する政治渦怠味はあるかもしれない。

いずれにしても、ソ速の選挙一般がそうであうたように、予め能が当選する

か決まっている遷績でしかないorロシア共和園地区(市〉人長期判断選者世法」
は、選挙についての鮮細な規定をおいているが、それが空しくなるよっな実態

であった。同日「地区(市〉人民裁判所人民裁半官および人民参審員リコール

手続法Jも制定されている。裁判官や人民参考員を選出した選挙母体命久リコ

ルもできるというものであ吾が、詳細は省略す'0
1988年の憲法改正や、 1鈎鮮手のソ連邦の裁判官地位誌により、末端の裁判官

もソビエトによる任命制に変わ勺たことは既述のとおりである。この裁執宮地

位誌によれば、裁判官には.ための資格は次のようでめった(第8条〉。①末

端の人民裁判官は、 25蛾此上のソ迫市民で、最高齢学教育を受け、 2年山上の

法律専門職の経歴を有し、資格低験に合格した者。②上級裁判所裁判官倍、ソ

連市民で、最高法学教育を受け、 5年以上の法措専門職の経歴(通常は2竿以

上の裁判官としての経歴を含む)を有する者。@軍法会議裁判官怯、兵役に就

いている25歳Jijょのソ迫市民で、最高法学教育を受け、士宮の階級位を有する
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者。初めて箪法会訟の裁判官に選出される者は、資格試験に合格していなけれ

ばならない固@週常の人民参審員は、 25歳以上のソ連市民、軍法会議の人民多

審員は、兵役に就いているソ連市民La

裁判官の候補者の選抜は、かつては共産党を中心とした祉会団体が行ってい

た。州レベル以上の犠判官や、人民裁判所長など倍、いわゆるノメンクラトゥー

ラ〈公式¢週伝手続とは別に、共産t党機縁が背後で直接任免権を箪握していた

ポスト〉に属していたのではないかと恩われる."年の裁半惜地位法では、候

補者の週抜は、候補者の所属する労働集団の推薦と盈録、裁判官資絡協議会の

結論に基ついて、法務機関(法務省や地方の対応す.機関〉が行うことになー

でいる。初めで候補者になった者位、ツ連邦法務省の定める専門教習を受けな

ければならない，さらに具体的な候補者の提示位、地区(市)人民裁判所から

自治共和園賞受高義までの裁判官については、加盟共枇国の法務省と最寄裁が共

同で行い、加盟共和国最高裁の鴇合はソ連邦の法務省と鰻高裁の意見を考慮に

入れて、加圃共制国の法令の定める手続で行われる(第9条)。ソ連邦最高裁

や軍法会揺の裁判官、人民多審員の候格者選抜について肱、なぜか鏡定がない。

"年の裁判官地位立法によれば、裁判官を任命する機関は、地区〈市〉 λ民貌

判所、州道市制断の裁判官については、 級上の対応する人民代臨員ソ

ピエトである。これら裁判所の人民診審員除、地域・職場の市民集会で、公開

投票で選出される。それ以外の裁事所の裁判官は、それぞれ対応するソピエト

が選出する。ソ速報最高裁はソ連邦最高金識が、自治区裁剰所は自治区人民代

能員ソピエトというように.これらの裁半所の人民参審員も、同じ〈対応する

ソビエトが選出する。軍法会館の裁判官はソ連邦最高会議斡郁会が、メ民参審

員は軍勤閣員集会が選出する〔後者は公開投票).任期は既述のように、この

時期は、載判官はすべて10字、人民参審員はすべて5年であった.ただしある

事件の審理中に任期が揃7した場合は、その事件の審理が終わるまで任期は継

続する。人民参審員は交替で職閣に従事するが原則としてl年同に2週間以
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内とす.(第10条)。

ω裁判官の自治機関と議判官資絡協鴫会
ロシア革命後のネップの時期には、全国の裁判官の大会が関かれていた。そ

の後スターリ ν時代以降、この種の組織は姿を消した固 19曲年のソ連邦の裁判

官地位法は、州レベルなどの「裁平惜代表者会鎗Jについての甥定をおいてい

るが、全国的抵ものではない。この裁字官代表者会議俗毎年開かれ、裁和実務

の諸問題について審議し、ソ連邦や加盟共和毘の最高裁に、指導的解釈を求め

たり、餐家を行ったりす否。また哉剰官資格協議会を選出する〈第14条〉。ロ

シア共和H国でも、'"年12月に、「裁判官代表者協儀会招集・実施手続規程J

σロνア共和国最高会議通報J8瞬間旧号1479番〉が制定されている巴
このうち特伝重要なのは、裁判官資格飽議会である(凶年ソ連邦裁判官地位

法第15条)。裁判官資格協議会俗、裁判官の候補者の選抜と、裁判官の独立性

を保証することをその自前とする.ソ連邦最高裁の裁判官資格箇議会と、加盟

共和国最高裁の裁宇官資絡協議会は、それぞれの最高裁がその内部から選出す

る。自治共和園・道・州・自治州 自治区の裁判官飽援会は、それぞれのレベ

ルの裁判所裁判官および末舗の人民裁判断裁車憎から伝る裁判官会議で選出さ

れる。地区(市)メ民裁判所レベルでは、資格協議会は般置されないe 裁主幹!IJ'宮

資格協議会は、初めて人民鎗判官に選抜される候補者の資格を審査し、また資

格試験を実施する...割官候補者の選抜可能性について意見を述ぺ、裁判官の

リヨールの問題について意況を述べる。裁判官の規律責任の問題を審理する。

その他ソ連邦最高裁と加盟共和国優高裁の叡烈陪資格協議会は、裁字引曜の'Jコ

ルや続得責任に関する下級の裁判官飽訟会の決定に対する訴S舗を審理す.(第

16条1.

t9Sg笠宮11月、ソ連邦最高会識によ勺て「ソ連邦裁判所資格協議会規程Jcrソ
連邦人民代鎗員大会最高会議週間宮時盟号必1番)と「裁制官資格審査続曜jが
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定められ"ソ連邦人民代指員大会最高金書酒報J89lf-22号422番)、これらの制度

についてきりに詳細に規定されている.またこれらソ連邦法の展開を受.，て、

ロシア共和国守も、 19'同年12月に、最高会績は「ロシア共和国裁判所裁判官資

格協越会遺挙活動組織化手続鎮定jを繁択している"0シア共和閏最高会鎗
道線』鈎照時号1必8審〉。

199四年のロジア共和国同裁判官地位訟は、 r裁判官団体J(CY.IleIlCKOe 
coo6weCTBO)という磁念を周いて、裁判所の内部自治の制度を墜備した

(第17条)。裁執官金員が構成する裁判官図体は、「裁判権の担い手としての裁

執官の事益を表現するためにj、以下の諸儀羽を組織する。

②金ロシア裁判官大会とその選出する裁判官評議会

②ロシア連邦長高裁判所.最高仲裁裁判所教判官集会

③ロシア連邦内共和国・道・州・毛スクワ市・サンクトペテルプルク布・自

治附・問治区・軍管区・部隊艦隊第団および仲裁裁布所裁判官大会〈代表者会

議)とその選出す.裁卒官評造会

裁判官団体のこれら諸機関は、裁判実務や立法の整備の諮問題を審議し、裁

判所関係の法案を検肘し、裁執戸野の仕事の現実的脅問題を審議し、国家機関.

社会団体において裁刺盲の利益を代表し、対応する裁納富資格臨機会を選出す

ιロシアに怯舗の連邦鋼同主体があり、各連邦構成主体に2つ(普通裁判所
と仲象裁宿所)の裁判官資格協議会が設展されるから、金園で俗178の裁判官

資協協議会があるはずである。しかし現実には174しか存在しない〔チ£チz

ン共和園江どは欠如。『ロシ?司法』醐1刷号11頁).

さて第1回の会ロゾア薮判官大会位、 1卵1年9-10月に聞かれた。大会は以

後ほほ隔年で聞かれ、司法改革について提言を行っている。初閃年10JJには、

第5回全ロ γア裁判官大会が開催された.6，1，人の代議員が出席したが、その

内訳は、普趨裁判所哉判官508入、仲裁政事所裁判官96入、軍事裁釈所銭戦官4

5人、憲法裁判所裁判官3人で、それ以外に舗の退手醐成主体の治安判事も参
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加した σロシア司法"ω1年l号2買〉。

裁判官資格闘師、特に裁判官の人事について重要な四時d。裁判
官資格協議会は、裁判官候補者の選伎の外、裁字官の権限の停止終了、裁判

官の強立牲の保障等の問題を審議する。裁判官資格協説会の纏圏、組織化と活

動の手続は、ロ γア連邦般商会識の京湿する裁羽官資格協館会煩曜によ q て定

めるととになqている (92年議判官地位法第18条。ここでの「最高会議J!;l:， 

1羽5年の改正で国家院〈下院)に改められた入この裁判官資格協議会規程は、

199'年5月に制定された σ司シア連邦人民代議員大会優高会蛾趨報J"年24号笛6
番〉。

この規穫によれば、裁和J官資格協議会は、全国の裁判官会員によ勺で犠設さ

れる「裁期官団体」の梅測であo.それは 最高裁割官資格協議会の外、末端

の地直(市)裁判所を除く各裁判所に設けられる。そのメシパーの選出方訟は

次のようである。ロシア連邦最高裁判官資格擁護会は、全ロシア裁制官大会に

おいて秘密投票で選出される。ロシγ連邦最高裁期民庁裁判官資絡協融会(各裁

判官資格協議会の上級欄凶であるロシア連邦最高裁判官資格協議会とはB咽織

である)は、ロνア連邦最高裁判所の畿靭富集会で、州裁*'断切裁判官資格協

議会は、州の毅判官大会(代表者会議)で、秘密投票で選出される。メンパー

は、当然全員諸島判官である。仲裁裁半冊、軍事裁判所も、問様にして裁半官資

格協議会を進出する。これら裁判官資格協儀会のメンバーの任期は、 8年であ

る。

裁判官資格協識会の権限憾次のようである。法務機腐の長の提議に基づき法

務織関付属の資格試麟委員会の委員を承認すo.貌判官希望者の申請書を審査

111裁判官資絡協議会には、人事制題以外にも様々低訴えが敵喝していあょうであるa
1.猫年には約4，000件、 96年同約7，500/'1'..例年約10.SOOf!I:...犯年約14，400件、蝉言17，564
件である・"年の場合、その内訳は、訴訟の遅延7，紛7件、訴訟法建皮5ρ68件、訴訟
"'"者への粗野な鹿島臣、日常の不品行汁材木その他3，647件である。これらの訴えのう
ち、実際に審題されたの"、側年の場合1，5四件だという""シア司法』鋭拝e引買、
同2009年5塁手官買〉。
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し、対応する裁判聞の長に推薦状を書き、あるいはそれを拒否する(これ砿初

採用の槍舎と思われる)。裁執官の選出の可能性について結論を裁判聞の長に

提出する〈ζれは上級裁判所@場合であろう。例えばロシア連邦最高裁判所裁

判官資格協議会は、ロシア連邦最高裁判所裁判官の選出について、最高裁長官

に結論を提出すo)。識判所の長ぽ受高裁淵所および最高仲義裁判所の長官は

除く)、その代題、裁判合議総長の選出についても問機に結論を提出する。裁

半曹の資格評価を行い、司法官伎を授与する。

(釦現代ロシアの議判官人事

さて既述のとおり、 1992年 6~ には、ロシア共和国の裁判官地位法が制定さ

れた。これによれば、裁判官の資格は、 89年のソ速歩噛判官地位法よりも、や

や厳格になヲラている(第4朱).裁判官になりうるのは、 25歳以上のロシア連

邦市民であり、最高法学教育を受砂、資格試験に合格し、「非行」歴がない者

であるa この最後の「非行」匿は、ソ連邦に憾ない条件であ名。また上級審め

制官の場合怯、 8暗以上で、 5年以上の法律専門職の経屋地戸、さらに員長寓裁

事新および厳滴仲裁裁判闘の裁判官の場合は、"歳以上で10年以上の法律専門

職の経歴が必要である。軍事裁判所や嶋君腸梓耐の裁判躍の樋合は、法律によー

てさらに別の条件を追加するζとができる。

裁割問の候繍者の選綾俗、「楚争原理」で行われる、と基本精神が定められ

ている.包設に達し、最商法学検宵を受けた者低、裁判官の資格試品を受刊

ことができる.院験を実施するのは地被の法務跡調〈中央の法濁省に対応〉に

付置され.試験委員会でおるが、試験委員を承認するのは載剥富資絡協議会で

111毅判官になるための資絡鼠載の実鎗については、今明らかにする周怠がない。いず
れにしろこの砿験階、それ依ど重要な愈味はもゥてい訟いようである。蹴験というて
も、ロシ?の多くの院験〈大学入蹴、期末誌験等〉がそうで.るように、口頭試問だ
"で、厳格認テストにはなっていないと恩われる。蹴験民合格したのに、法知識が著
しく欠けているといヲた例がす旨鏑されている。
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ある。試験に合格した者は、裁判官資格協議会に、裁判官の職務への推薦状を

申請することができる。裁刑官資格悔議会ほ推薦を決定し、またはそれを拒否

する。裁字官資格協議会は、裁判聞の長に推鱒状を提出する〈第E条1.

裁判官の選出手続怯次の通りである〈第6条)。裁判官は、候補者の中から、

法律の定める手続で選出される。ロシア連邦最高裁判聞、道・州の裁判所、モ

スクワ市とサンクト・ペテルプルク市の裁判所、および軍事裁剤師の識判官iまん

ロシア連邦最高裁判所長官の提案に基づいて、ロシア連邦最高会議にようで選

出される。自治州・自治区の裁事情の裁割官は、それぞれ自治省・自治置の裁

判所長の提案に基づいて、自治州・自治時区の人民代繊員ソピエトによって選出

される。地区〈市)裁判所の滋1相官は、道・州、号スクワ市、サンタト・ペテ

ルプルク市、自治州・自治区の裁4判所長の提案に基づき、道以下のそれぞれの

人民代議員ソビエトによ qて選出される。

1鈎1年末のソ連邦のJIj俸と、即時12月のロシア逮邦日憲法時肥後、即時

6月に、ロジア連邦の裁判官地位法怯改正された。さらに19鋪年には、ロシア

連邦裁判システム法(蜜法的法律〉が制定された。これらの法律により、裁判

官の資格は多少厳格にな勺た。つまり末端の地区〈市〉裁判所の裁判官も5年

の法律専門職の経歴が必要となり、上級裁判所の裁判官は、すべて10年の法律

専門職の経歴が必要とな令た〈裁字官地位法第4条)01993年窓法により、最

高裁判所および最高仲裁裁判所の裁判官は、大統領の提案に基づき、上院が任

命することになづた。その他の連邦裁戦所の裁判官".法律の定める手続に従

b¥大統領が任命する (19鈎年憲法第128，条)。

裁判官の任命手続は、裁判システム法第13条によって、次のようにさらに詳

し〈規定されていL

ωそれは銭.官地位法第"臨め規定と多少異なってい.が、憲法的割以律である義判シ
ステム法の方が優先するa しかも務当阿システム法第13織は 裁判官の佳命手続は、憲
法および憲法的法樽によヲて定められ.としているから、通常の訟停である槍判官地
位法でほ規定できないζとになる。他方で憲法第".条は、最高訟判所、最高伸哉貌
判所以外の裁判所判事の任命について、『連郊の法律」の定める手続によると定めノ
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①ロシア連邦畿高裁和師・ロシア連邦最高仲裁政判所¢長官。それぞれロシ

ア連邦最高裁判所・ロシア連邦最高仲裁裁判所の裁判官資格協議会の「結論』

に基づいたロ γ7連邦大統領の提案によって、ロシア連邦議会連邦院〈上院〉

が任命する。

②ロシア連邦銀高裁判J芳・ロシア連邦最高仲裁ゑ判所の裁判官。それぞれロ

νア連邦最高裁判所長官およびロシア連邦最高仲裁裁判所長官の提案、怒らび

にロシア連邦最高畿判所およびロシア連参院最高K事裁書記判所のそれぞれの裁判官

資格協議会の「結論Jに基づいたロシア連邦大統領の提案によって、ロシア連

邦織会連邦院〈上院)が任命する。

⑥軍事裁.所裁判官。当核軍事観剃所の裁判官資格箇議会〈軍事裁半所の所

長・面房長の場合は、最高裁判官資格協議会)の「結論jに基づいたロシア速

邦憲高裁半開長官の提案によって、ロ γ7連邦大統領が任命する。

③連邦管区仲裁裁判断の裁判官。当該仲裁裁半所の裁判官資格凶議会(管区

仲裁殺事周の所長面所長の場合は、最高裁字情資格協議会〉の『結論Jに基

づき、当骸逮邦樽成主体の立法(代表)機悶の提案を考慮に入れたロシア連邦

最高仲裁裁剰所長官の提案により、ロシγ連邦大統領が佳命する。

⑤その他の連邦の普通裁戦所(州レぺルおよび地区レペル〉の裁事官。当該

裁判断の裁布富資格協瞳会(州レベルの裁判所の所長・副所長の場合は、最高

裁判官資格協議会〉の「結論」に基づき、当該裁事所@対応する逮邦権威主体

の立法(代表〉機関と合意したロシア連邦最高裁や胴長官の提案により、ロシ

ア連邦大統領が任命する巴

@唖邦構成主体の仲裁裁半所の裁期官。当該裁判所の裁判官資格協強会(連

邦構戚三主体の裁事所の所長・面所長の場合は、最高裁判官資格協議会)の「結

、ている。憲法は、憲法的法待と週明信の「湛邦の法律Jを厳格に区別しており、競判官
の任命手続は後者で定めるとしている@であるから それを憲法的出律でしか規定し

得ないとする先の緩判システム法の規定は凝閣である。いずれにしろ、「連邦の法錦』
で規定しつるもの俗、当然恵法的法織でも規定しうるから、後者が任命手続を定めて

いることはb官麗ないであろうe
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論」に基づき、当該裁靭所の対応する連邦構成主体の立法(代表〉倒閣と合量

したロシア連邦最高仲裁裁判示長官の提案により、日ジア連邦大統領が任命す

る。

cr治安物事、連邦構成主体の憲法(憲章〉裁判所¢裁判官。当該連邦醐威主
体の桧律の定める手続に従勺て任命〈選出〉される@

ロシ?連邦大統領は、直要な資料を受け取ヲてから1ヶ月以内に、裁判官を

任命し、最高裁軒噺・最高仲裁裁判所の裁判官候補者をよ院に提案し、または

提案された候補者を極苔する(裁判官地位法第6条第6項〉。このように、 f裁

事官の任命は、対応する裁戦官資格協議会の肯定的結論がある場合にのみ行う

ことができるJ(同第6項〕のが特徴的である。かつて共産党が行っていた裁

判官の候補者の還抜植を、現在では、裁判官資格協議会が行使しているわけで

ある。

2∞岬10月の第S園金ロシア裁判官大会におげるジ品レプツォフ最高裁字幅

資格協議会議長¢報告によれば、印刷年1月から2000年9月までの4年弱の期

聞に、普通・仲裁・軍事裁，~所合計で、 11 ，272人の裁~'"佳官希望者の申請を

審理したという。 2刷。年の9ク月だけでは5，590人の申請(その内2.218人は旧

法下で期間付きで任命された現職裁判官の再任申講)を審理し、そのうち5，1ω

人 (1，7ω人は現職〉については肯定的解価を与え、 484人(70人は現政〉につ

いて肱否定的評価を与えたという σロシア司法"∞1年号1号12頁〉。否定的鎗
輸が出された塑闘としては、知識不足、過去の仕事の欠陥、非行、実務的・道

徳的資質の欠如、本人・その家旗の否定的資料、無規律な家族関係 健康状燈

。) この⑥置こ"匂れる「進邦栂成主体の立法仔号表ヨ舗醐との合意」という条件は、
現在の改革の対象のザっと"，ている。この規定のため、州レベル以下の象判所判事
の人事は、事実上述郷楊成主体が握っているともいう。特にイングーシ共和国は、
貫して「岡倉ヰを与えるととを拒否しているため、間'"になってい昼"ロシナ新潤』
8畔 8月7目、『コメルサント・デイリー』加01年1月初日1.
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などが指摘されていZh門司法』師同明。
「裁判官の職務の候補者の遍銭は、競争原理に基づいて行われるjことになっ

ている〈裁判システム法第13条第g項、裁期官地位法第 E条第1項)。還常の

裁判官位、文字どおりの意味での鼠争選抜はされていないが、州レペルの議判

所の所長・副所長の人事については、 つのポストにつき 2-5人の候補者が

審査される楊合があ4るという。先のジ品レプツオフ報告によれば、 1991年1月

から2∞0年9月までの4年弱の椴h習に、これらのポストに'"人が佳宮中楕し、
350人が肯定調結論、 86人が否定的結論であったという σロシ7司法J2001年号
1号12頁)。

このようにして、レペヅa フ最高裁長官によれば、 1悌4年から20閲年 9月ま

でに、 14，784人の地区裁蜘制裁判官と、 2，858人のよ級裁判同裁判官が任命さ

れたとい号。裁判官の任期制が廃止されたのは、 1992年D耕間地位法でめっ

た。それ厄前に10年の任期付きで佳命された裁判官は恕お差是qているはずであ

るが、レペジヱフ長官によれば、既に事実上すべての裁判官が、新制度下の裁

判官に移行したという σロシア司出制坪1号""，

第ニ節裁判官の「特材置」

[11裁剥官の「解任」

."丞のよう民、社会主義時代には普判官のリコール制があり、それは1醐年

(掛普遜義孝所のみについてみれば、 1岬6隼は1，457人が佳富申請L、115人が否定的評
価であった前年は1，701入、調年は2，106人(1，632人は再任)が申請a後者のうち、
2醐人 0，5細川岨萄むについて肱肯定的評価 w人帥人t岬場〉は否定的評価
であ勺た， 99年1;1.5.367人(4侃5人ほ現職〉が申輔、 5，100人 (4，010人は現職)怯肯
定的評価、 2~人〈晴人は現聡〉は否定的苦手価であった~園家と法』創平6号104賀、
「司ジア司法』叩年6号2頁、同200"年5号2頁"
ゆ量最高鍛判事の怪命" 大統領の提案に基づいて上院が行う.大統領が提案した候補
者について、上院が任命を恒否したケース1;1.， 2件確認できる。最高議判事の任命に
ついて位、拙著『現代Pシア書法体制の毘闘J(信山唯、 2001年)258-259.. 3.お"""
買.. 肌
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のロシア憲法の改正によって廃立されるまで続いた。その経過は次のようであ

る。

既述の1鈎畔のソ連邦裁字富地位法、周年の「ソ連邦裁柵首相値規律責任、

裁判盲人民参審員リコール・任期尚了前退職規程」、および以年の「ロシア

共品国裁判所裁判官親樟責任、裁判官.)民参審員リコ ル・任期尚了前退喰

規程」は、裁判官の鏡橡責任の問題に関回して、裁半官のリコ ル制について

も規定している。ここでは従来からの伝溝で「リヲール」という冨請が使われ

ているが、この期には人民裁判所戦樺の直接遇挙制も廃止され、事実上すぺて

の裁判官は「任命」制に変わっていたから、「解任」の語を使勺た方が適切で

あろう(直接選挙で選ばれる末端の人民参審員は別であるが〉。住民段扇によっ

て解職するのではな〈、それを任命した つ上のレベルのソピエドが「りヨー

ル」するのだからであるorリコール」の鮮伽な手続については省略す'0な
お先の法令の定める「任期満了間退職jとは、健日康状態から職務が継続できな

い場合、本人の同意した転職の場合、自発的辞職の場合などである。この揖合

も、それぞれ裁判官・人民参審員を選出したソピzト・有権者が、退職の決定

を行うことになる。健康状態を理由とした退磁の場合は、本人の意曹に反する

返事館があり得るわけである。

さて1992年のロシア共和国の裁，~官地位法(現行法)では、裁判官の身分保

障は徹底し、任期がな〈なると同時に、 'Jコ ル制も廃止された(ただしこの

改Eは、 1992年末のロシア憲法改正によゥて正式に発効〉。先の90年の Id '" 

γ共和国裁割所裁朝倉規偉責任、裁判官.)民参審員リコール・任期前了前週

職規程」は、 E式には、 20ω年1月告定の「ロシア連邦一般管職連邦裁判所人

民参審員法』の中で、その失効が確認されている(第四条)。

こうして裁判官は終身剰となったのである均三、静めさせられるととが無くなっ

たのかといえばそうで俗ない。そこで"年裁判官地位法〈および95年の改正〉

の定め.裁判官の楢限の「停止」と「終TJについてみておこう(第13条)。
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まず権限の「停止Jとは、問題解哨まで一時的に権自碩を仔使させえない状態を

いう。裁卒官の権限の停止を決定するのは、裁判官資格協議会であるa停止措

置がとられる事由は、 92年法とその95年改正では若干異な.が、ここでは95年

改正〈現行法)の定める四つの事自を示しておこう。①裁判所の確定判決によ

り失除宣告を受けた場合。@噛釈富の刑事責任追及勾留に裁李官資格協議会

が同意した栂合。③ロシア連邦または連邦携成主体の立法縄闘のメンパーの候

補者として選挙運動に参加した楊合図④ロシア連邦または連邦構同誼体の立法

線聞のメシパーとして選出された桶合。上記の②と③を理由とした権限停止ま

たはその拒否決定については、震高裁判官責務協議会に不服申立ができる。後

者の決定は、さらにロシア連邦最高裁判所に訴えることができる。

次に、裁判官の磯要警の「終了」であるが、 ζれも裁判官資格協調民会が決定す

る。その事由怯92年法とその95年改Eで若干異なるが、ここでも後者を示せば

次のようである揮14条第1冊。②本人の文書によ.静職申摘。②健康状態

また怯その他の毒事重すぺ審理由により長携関裁判官の職務を遂行するζとが不

可能であること。③転織またはその他の彊自による自らの権限終了の文書によ

る期情固 G主任期付きの裁判官の場合はその任期の満T.⑤軍事裁半戸野裁湘富の

定年による兵役解除。⑥国籍の喪失。¢灘判官の職務と両立しない活動への従

事。⑧裁月前官に対する有罪判決、または強制医彼処分を適用した半換の確定。

⑨熱戦官の名誉と‘尊厳司長損なうような、または裁判権の権威を失墜させ.よう

な過ちを犯すこと.⑩裁判所による裁戦官の行為能力の骨腕隈または行為無能カ

の魁定に関する判決の確定。@曙判官の死亡また依識字所によあ死亡宣告の確

定。@訟判所の廃止また院改造Eの場合の他の裁判閣への転勤の帽否。裁戦官の

権限悠了決定は、最高裁判官資;格協繊会に不服申立するζとができる。後者の

決定は、さらにロシア連邦般高裁判所に訴えることができる。

上記の裁判官の縄県終了の12の専自の内、@噛④⑥⑩⑫は不名誉なものでは

なL也、事備が変われば裁判惜として復帰しうるものである。そこで歳戦宮地
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位法俗、これらの事砲による裁判官の権限の終了の場合を、裁相官の司雅清U

と呼ぴ、様々の特典安定めている〈第16条)固

先の12の権限終了事由のうち、特に問題にはるのは、鮮⑨号@桝切である。

この事由による裁靭官の権限後了は、事実上『解任」と言うべきであろう。既

述のように、憲法や裁判官地位法位、「裁噺官は更迭されないJという原則を

定めているため、裁靭宮地位訟は「解任Jの語を用いず、自発的辞職の場合や

死亡などの燭合&一指して、「権限終了Jという一般的表現を使用しているの

である。ここで位便宜的に、第⑧号によ6裁判官の権限終了を、裁相官の「解

任」と呼ぶことにする.

さで裁判官地位法第1.条第1項に基づいて、実際にどれくらいの数の裁字官

民その檎務を解かれているのであろうか。珊7年の場合726，入、 S時同"入、

99年は741人の裁判官が、その職務を絡了している。鉛年の場合民ついてその

内訳を見ると、自発的務職泊。入、臨康状態によるものお入、転職54人、任期

満了2同人、死亡.. 人、 m首5人で畠る。この f権限終了」となヮた裁判官の
うち、 98年の鳩合は118人が最高裁判官資格協唱会に不:ß~を申し立て、その錨泉

72人t噸掘調認、 10人は破棄、 6人は変更とほった。鈎年民ついては、 91人

が不服申立、 71人は陳決定率認、 10人は破棄、 10人は決定変更となった仔司

νァ司法J9障6引頁、同2醐年5号3頁。

なお裁判官の相関終了のイユシアチプをとり、裁戦官資格協援会に提案した

のは、次の人々であった(1997年1月-20∞年9月〉。①州レベルの裁判所長

関%、@地区裁割所長10%、③最高裁付属裁判事務局管理局長7%、@検察官

，%、⑤市民5%、⑥裁判官静穏会.%σロジア司法』別01年1号13頁}。

次に、裁判官地位法第1.条第1項鍬⑨号によって、事実上「解任jされた裁

判官¢教はどれくらいであろうか。 2000年10月の第5回全ロシア裁車官大会に

おげるジ&レプツ看フ最高訟判官資格協議会噂長の報告によれば、過去4年間

で342人の裁判官が「解任Jされたとい1.同議長"，これは裁判官資格飽議



68 神戸法学年報第17号〈却01)

会が有効に機能しτいる証拠であり、跨るべきことであ.と語勺てい忍"書簡

会新聞』別01年5月318)。社会主義湾代の毅判官のリコールは、年間7-8人

であったといわれるから、それに比べると10倍以ょに増えたことになる。州レ

ベルの裁戦闘の所長・面所長クラスマ、「解任Jが提案されたの肱49人である

が、裁判官資格倫議会は、そのうち18人を f解任ム 4人は自発的辞職扱い、

5人位協警告を与えた。裁判官資格協議会が『解任Jを拒否したケースのうち

17人につき、レペジェフ最高裁長官が最高裁半盲資格協融会位異議を申し立て、

その結果!o人11f解任ム s人は元の裁判官資格協議会で管理のやり直し、残
る1人は別の理由晴職)による噂輔の終了とな勺た"ロシア司法』醐1年1

号12頁)。

この「非行J(第②号〉によ色裁判官の「解任Jの場合、その内容はどのよ

うなもので&ろうか。先のジ品レプツオフ報告によれば、 1鈎7年1月かり20ω

年9月までの約4年間について、①副島な訴訟法違反::10%、@曙理期間違反に

よる櫨利侵害31)%、③欠勤・飲酒出動15%、④日常生搭上の不品行5%、⑤そ

の他の倫理主ード違反8%であラJI〈『ロシア司法』筑01年1号[3頁)。
このうち①の乱暴弘警措法違反としτほ、被告人を勝手に釈放した後で有罪
判娩を害き、その後恩赦で釈放されたように装勺たといった例が上げられてい

る。この種の文書偽造が多いようである[，ロシヲ司法』弱年6号4頁〉。②の審

盛期間違反は、その深刻さがしばしば指摘されている。特に議期の後れのため

m 9勝手の f解佳』数，，，.入、鈴年鰯入、例年除80.人 (75.人、 96人鋭的、総年は1111入、
鈎俸は85Aとし、う。近草は年同1∞人前後がf!.径Jされていることになる"園家
と法』念碑6号1也 110買、'0門司法』鈴制号1I頁、同鈎刷号S頁、駒施。
年5号3JC。銃掃すに普通裁判所以外の穆制官を加えているかどうかで、数字に相違
がでて〈る。いずれにしろ仲義裁判所、軍事費t!M:;;肝@割事が「解径』されるケース臥
かな旬少ないようであ手。
(2)， '11年の場合、①"'..、②34.6%⑧と⑥21.8%、残りはその他e錦年の場合、②
37%， (%湖%、⑧王，.、③ 8%、⑤8%、錦年の調合録、，，~%、②26 婦、 @10%、
.，，%⑥8%である cr園駅法J9畔岡山賞、'0門司副"判号s夏、
同舗ω寧s号 3頁).
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に、裁判調胎前の未決勾留期間(最大限 l竿判が違法二長〈なっている。プ←

チン大統領によれば、 1年以上2年未満の未決勾留者が3，226入、 2年以上s
年未満州∞人、 3年以上が41人もいるというロマガダン仲惜判断では、 5年

間も裁剰なしで未決勾留者を放置していたといーた例も指摘されている"ロ

シア苛法』酬昨 1号S頁、『ヨメルサント・デイりァ，.四年11月'"臼〉。

⑤の倫理コードというのは、印刷年の第 2 回全"'ぜア裁.~富大会で採択され

た「ロシア連邦裁制官名誉ヨ ドJを指す.そとでは、裁判官は「良心」に.. 

づいて裁判を行う ζと、人関関係において高い文化水調停を維持する乙と、裁判

係属中の事件についてのコメントは控え.こと、政治活動に響力ロしないこと等

樋われてい~ (rソビエト司法」醐耐~7昆ただし軸醐のコザし
か参照できなかった)。

{到裁判官の不可慢性

まず識判官の刑事上の不可侵特権について.19的年のソ連邦議半間地位法ま

での展開については、司法権の独立との関係で、先に簡単に見たとおりである。

その後1992のロシア逮郊の裁判官地位法 (1995年改正)では、議判官の不可侵

間比較闘い柏崎楠で、「解任Jされた僻示そう。タタ司ルスタン畑出
高裁判事のア マトペーエフ氏健、遊んでいた11織の子供が明氏の自慢の車を有制鉄
線で傷つけたため、子供を康qり、'"メートル引きずってゴミλりのユンチナに投
げ鎗てた..クラスノヤルスク湿器刺防長のエル・フレプ":'~7氏は、裁判所の建物の

修理予算を使ョて、自分の快適抵住宅と別陪を取得した。いずれも「解任J(rヨメル
サY ト デイリー』筑醐年2月17日).掃海道仲裁訟判所畏除、裁判所の建物を失の
法律事費断として使用し、他人の負担専で海外銀行した.その他収賄〈チップを裁判官

に渡す習慣入住宅の不正取得等々、裁判官民よる様々の不正以あるという"コ〆ル
サシト・デイリ日』副知隼11月29日).他方で人纏派の議判官が、不当に『解任」さ
れることもあるという。バ νン刑事隊、殺人犯の売春婦に10年の愈役刑を科したが、
執"を猶予して、身柄を釈放した。実刑を科さなかq たのは、ロシアの常識から烹れ
ば狂気の沙きたであり、毛スクヮ市毅判官資格協議会によ勺て U実を綬げられて f解
任j吉れた.人権活E動家のエス・コウ明書フ氏、サハW ヲ夫人のボシ永ル女史など治久

岡氏を~観しでいる"コ〆ルサントーデイリーHが手8月~日).
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性がさらに強化されている〈第16条).それによれば裁手官の人身は不可侵で

あり、それ怯その住j居、勤務室、裁割官に属する財産や文書等に及ぷ。具体的

には、次のようである。

まずro.判官に対する刑事事件の開始は、対応する裁蜘j官資格協儀会の同愈
がある場合に、検事総長またはその代行によ勺てのみ可能であるJ(同条第3

冊。裁判官に対する費目事告発、勾留、剛lも、対応する裁判官資格協語会の

同意が必要である.裁判官を逮捕す忍ことはできない。犯罪実行の嫌疑で逮捕

した者が裁判官であ墨と分かつた時は、直ちに釈放しなければならないa 裁判

官、その住宅、勤務室、財産、文書等も不可侵であるとされているが、しかし

当該裁判官に対す名神障専停の擾査との関連で、糧法・法律を遵守して箆索・

押収等を行うことはできるa 裁判官に対する刑事事件について、事前に当該裁

判官が要求した場合は、ロシア連邦最高裁2容所のみが審理することができる。

なお裁判官は 申請すれば、武器を所持できることになヲていあ〈第9条第2

事D。

このうち、先に引用した裁判官地位法第16条第S項〈裁字官の知事事件の開

始には、裁判官資格協議会の向圃ヵ岨要と規定)<合憲性が争われ、憲法貌判

所が合憲判決を下した事例がある。この裁判の概要は次のようである(，憲法

制問題削 1醐制号21-25頁.なお岡K削年2号10-1垣にも関連する憲法裁判所

の決定が掲載されている)。

検事総畏代行Mは、ウ Vゥムルト共和国議判官資格也議会1<:，イ"ふ7スク市10月地

区銀判所長Gの刑事事件の開始に対する同窓を求めたが、同協犠舎は、 1994年8月12目、

同窓を与えることを銀杏した。そこでMは、裁判官地位法第16条第3宅震は、憲法第19条

の定める平等原則に違反すると平断し、.，ま犠判所にその合密性の審査を求めて提訴し

たのである。しかし憲法醐所は、 199昨日 7日の李鵬で、当積条項を合志と認めた.

裁判官の刑局場件の開始のために視判官資格也議会の同意を義務づけているのは 裁判

官の不可侵性@保田一つである。それは訟判官に個人的な欄を与えるもので憾なく、
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公的手益、裁判権の利益を擁穫する手段である。それ仁よ勺て裁判権の独立が保証され

るのであるo [なおとの判決他、貌判官貧絡協議会の決定自体の合法性について、通常

の厳字李総で争う ζとができることも指衝している。 森下1

この間実際に刑事費伝を関われた裁布官は、どれくらいいるのであろうかa

先から紹介しているダ孟レプツオフ報告によれば、 1鈎T竿1月から2旧00年10月

までの約4年閣に、裁刑官資格協議会は、刑事事件の開始について52件の稀求

を受げ、そのうち36件に同意を与えた (12件不阿窓、 4件審理中)。この司意

を与えた36件のうち"件については、さらに検事総長が被告人として告発す.

ことについて同意を求めた。数半官資格協議会は、そのうち18件につき司憲を

与えた"件不同窓、 4件審理中)0

さらにこのうち刑事事件として起訴されたのが17件であり、そのうち8件

〈人〉は有且 1件(人〉は無罪、 8件〈人〉帽摩中に恩赦となった。裁判

官の刑事責任の追及は、このように厳格になきれていると報告者は主張してい

る"ロシア司法J2切1年1号13頁)。

次に裁判官の行政責任規律責任について.社会主義時代の1976年5月、ロ

シア共和図録高会繊幹部会は、「ロシア共和閏裁卒所議申官規律責任規程Jを

制定していた""シア提和国最高会議逮報J7が手"号77l番)..82年5月にー部改

正された"ロνア共和局最高会最週間担金'"号70曙〉時点での内容は、次のよ

うである。「ソビエト裁判官ほ、他此を裁き、教育する道徳的権利をもち得る

ように、祖国への誠実怠る奉仕、ソピヱト法律の厳格な.遊守、道徳的純粋さ

および非の打ち所のない行動の見本となるべきであるJ(第1項)。

裁判官は次の傷合規律責任を問われる.①木注怠または無嘩律の結果による

裁判活動のミス、②労働規律途反、③ソピヱ卜裁判宮にふさわしく低い非行

〈第2項入規律問題を審査するために、末織のメ民裁判所を除き、上級の畿判

所には規律問題部が、各レペルのソピエト執行委員会によ勺て組織される。ロ
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シア共和匝E陵高観戦所の規律問題都は、ロνア共和国最高会議酔郁会によって

組織されることになる〈第5項〉。規律問題を提起しうるのは、末端の人民裁

判所を除くよ級の裁判所の長や、ロシア共和月国や自治共和国の法務大臣、州執

行委員会法務部長などでおる〈第6項)。規律明題部は、事件を審理して、馴

告、戒告、重戒告の捕の規律罰を科すことができる〈第14項〕。斑常事醐加、

当人が裁判官の職務にふさわしくないと認めた犠合は、当人の 'Jコールの向趨

を晶起するように、規律問題を提起した者に週知する〈第15項)。規律罰を科

せられた裁判官は、ロシア共和国最高裁判所付属の規律問題部に控訴できる

(第19冊。後者の決定怯最終的である揮21項)，

ペレストロイカ期の1989停のソ連邦噛判官地位法は、裁判官の規律責任につ

いて簡単な規定をおいているだけで、詳細を特別法に委ねている(行政析の賦

課は廃止〉。それを受けて同年11月には「ソ連邦裁判所裁判官規律責任、裁判

官・人民参審員リコール 任務満了前週犠規程J(ソ連邦量高会議決定、『ソ連郷

A民代議員大会・最高会話遜報』邸年盟号4，"番)が、鈎年2月には、「ロシア共和

国裁執所裁事官規律責任、裁判官・人民参審員リコ日ル・任殿前了前退職規程」

(0シア共和重媛高会績決定、『ロ $'7共和国賞者会議週報』銅孝l'号2腿暑)が制定さ

れた。これらの規程によれば、規律違反専件を審理するのは、基本的には級

上のレベルの裁判断の裁判官資格協蟻会である。規律責任を追及されるのは、

事件の審理におげる合法性の違反、その他の職務よの過ち、信頼毅損行為の三

つである。裁判官の関与した裁判聞の4可決が上級審で破棄または変更されたこ

と自体は、それが『意図的な法違反や重大江結果を招いた非良心的讐度」によ

るものではい隈り、責任は褐われない(それぞれ第l項〉とわざわざ規定され

ているのが興味深い。科せられる縁待罰は、割舎、戒告、重戒告の孟種であるa

下級の裁判官資格協議会の決定は、よ級の裁字官資絡協議会(ソ連邦またはロ

シア共和国の最高裁の裁半官資格協議会〉に不服申立しうるa後者の決定は最

終的である。
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1992年のロシア連邦の裁学官地位法は、「裁判官の行政実任および規律責任

は問うことができない」と明記した(第16条第 2項)。この点拡、その後の司

法改革運動で批判されることになるa また同項の第2文隊、「裁1同官が裁判権

限の行使に際して表明した意見および採択した綱決に対して、その喰権置賄罪

についての有貫性が裁判所の確定割決によ勺て確認されない隈り、裁判官のい

かなる責任も問うことはできない」と定めている。このことに関連して、民法

典第1070条第2項の合憲性が争われたことがあ各。

民法典第107(条は、国家灘債の一形態としての裁判所・検察庁・警察機調等

による加害に対する賠償義識を定めている。その第2項には、「裁判権限の行

使に際して生むた揖害は、裁判官の有貫性が裁判明の判決によって確定さオ

その判闘が発効した場合に賠償される」と定めている。裁.曹の行為が犯罪と

して有罪を宣告された場合にのみ、損害怯賠償されるというのである。おる市

民が、この組定は憲法第53条の園家賠償を求める権利を制限していZるとして憲

桧裁判所に提訴したが、後者は 2001竿 1月"日に、合憲判決を下している

〈市泌識判断遇制問n年時11-2摘。'"回関連する轡法議事所の決定が、法令集諮問1

年15号1関1番に掲駁されている)。

{割裁判官の特典

裁判官の物質的・社会的保障はなかなかのものである。 9金年のE シア連邦裁

判官地地法第19条、第2C条は、給与有給休眠、死亡・病気などの場合の保障

の外、住宅保町彦、医療サーピス保障、家庭問電闇・学齢前児童施設の保障、受

遡機関の熊桝利用権、ホテルの優先予約権などを裁判官に与えてい否。

やや襲時漂いの怯、週常の毒事織とは異なる裁判官の『線機」の制度である

(92年裁判官地位法第15条〉。これは、先に列挙した裁キ官の権限終了事闘のう

ち、名誉ある事由とされる第q入②、④、⑤、@入⑫号に該当する鳩合(自発

的返事境、健康状態による退毅等〉は、日罷破」銀いにするというものであL
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市筒町中は荷量職手当が支給され不可侵特権、物質的社会的保障権江どを

維持する。裁期官不足を考慮に入れた制度である。間前町した事由がな〈な

れば、復職が認められる。

第三節人民多審員

ソ連・ロシアの第ー審裁判所は、職業裁判官1人と人民多審員2人で構成さ

れる.これは最高裁が第一容として審理する場合も同じでるり、最高裁にも人

民参審員がプールされている。人民参審員の蜘J度は、 1917年のロシア革命直後

の『銭訓所に関す.布告J第 号以来新しく採用されたものである。その当初

の意義位、岡支配鴻描のー部であ勺た職業裁判官を、労働者が人民安審員とし

て監督することにあった。革命前からの専門裁判官の活用なしに怯裁判所は成

り立たなかーたが、人民から遊離し、貴族的・プルゾョア的精神に侵されてい

る彼らに、単独で裁判を任せるわげにはいかないと考えられていたのである。

しかし革命後時閣が経ち、輪家裁判官も共産党員が占めるように"るにつれ、

人民参審員の当初の役創は不要となヲでいq た。そLてその後は、人民参審員

待値の役割は、主として人民の法待教育にあるとされるようになった。人民は

察審員として裁判に多加することによ qて、法律を学ぶことを期待されている

わけであ'0一方では「人民の司法権への奮加」といった積極的な捉え方がさ
れ怨がら、実質的には無細な人民の法棒教育と位置づけられていたのである。

社会主義時代の憲法では、人民参審員制度i字社会主義的な制度として高い位

置づ付を与えられていた。 1977年のソ連蜜法では、人民参審員ほ職業裁字庖と

並べて規定される例が多い。例えば、「裁判官および人民参審員怯独立であり、

法律にのみ従うJ(第15応条〉というように.また人民参審員は、「裁判官と同

じすべての縄県を行使するJ(第154条〉という規定もある。ところが1993年の

現行口 n 憲法では、 A民参君臨員という言葉は霊場しない〈他方で陪審員の語

怯5霊場する〉。裁判システム法でも、この語は断片的にでてく忍だけである。
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それだけλ民参審員の意義は、低下してきているのである。なお裁判システム

法には、^民語審審員と並らで n中裁"審員」の籍も登場する。これは仲裁裁判
所への民衆の参加芳鰭であるが、まだ制度としては具体化されてい忽い。

"必のように、末端の人民裁桐l所の人民多審員は直接選挙で選ばれ、上級裁

.所のそれは対応するレベルのソビエトによ勺て怪命されていた白ソピヱト時

代の人民参審員の震後の選挙・任命は、印刷年に行われたはずであるが、今そ

の詳細を確認できなiteともか(90年2月釘目のロシア共和司最高会識調幹部会
令は、地区(市)人民裁判所の人民参審員の定例選挙の実施を決定している

"司シア遇制 9畔 10月2i日)，人民怠審員の任期比 l拠8年のソ違憲法改正で

5年となっていたから、次の定.選挙は95年ということに江る。

しかしその後、人民安審員の統ー的な選挙が行われることはなかった， 1鈎5

年3月22日の「地区(市)議鞠所人民多審員の任期の延長について」 σロシア
連邦議令集j鰐年13号1124番)の大統領令は、しかるべき遮邦訟が制定書れるま

で、現在の地区哉判所の人民著書審員の任期を延長すると定めると同時に、必要

誌編合は、連邦機貌主体の執待権力機関が、労働集団の総会や地域住民の集会

で選挙を実錯するよう指示している。さらに1997年1月"日の「共和国最高裁

李所、道・州裁判所、モスクワおよびサ Yクト・ペテルプルク市裁判所、自治

州総半師、自治区裁和l所、地区裁判所、ならびに軍事裁判所の人民参審員の任

期の延長についてJの大統領令は、よ級の裁判所を含め、改めて、メ民参審員

選掌(任命)法が制定されあまで、 18人民参審員の任期を延長することを定め

た".ジア連邦法令集』釘年4号5~番)。さらに19，.年12月 12日の「ロシア連邦

最高裁半訴人民参審員の任期の延長についてjの大統領令は、段高裁の人民診

審員についても、人民多審員法の制定されるまで、旧人民参審員の任期を延長

111社会主義時代の人民移審員の遍撃は、や陪り共産党の推薦する1人の候補者に対す
る信佳枝葉であうた。しかし"包射事のソ連摩法の改正により、 γピエトの選挙の方は
機微候縛者によ.畿争当限掌に転換していたa したがって人民参審員の週挙も、単独候
補者制は維持し種かったと恩われ.が、現実にどのように行われたのか、今のところ
明らか位できない。
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「魅蛾』中は雛職手当が支日給され、不可侵特権、物質的 社会的保陣権などを

維持する.裁判官不足を考慮巴入れた衛度である。「離摘むした事由がなくな

れば、復職が認められる。

第三筋人民語審審員

ゾ逮・ロ γアの第一審裁判所は、職業裁判官1人と人民番審員2人で権威さ

れる。これは優高裁が第ー審として審盤する鳩合も同じであり、最高裁にも人

民参審員がプ ルされている。人民参審員の伽度怯、 1917年のロシア革命直後

の「裁判所に関する布告j第ー号以来新しく採用されたものである。その当初

の意義は、旧支阻階級@一郎であった喰業裁判官を、労働者が人民参君臨員とし

て監督することにあーた。革命前からの専門裁判官の活周なしには裁判所は成

り立たえみかったが、人民から道離し、貴族的・ブルジョア約精神に6愛されてい

る彼らに、単独で裁判を任せるわけにはいかないと考えられていたのであるー

しかし革命後時聞が経ち、職業裁判官も共産党員が占めるようになるにつれ、

人民参審員の当初の役割は不要となうてい勺た.そしてその後俗、人民多審員

制度の役割は、主として人民の法律教育にあるとされるようになゥた。人民は

参審員として裁判に参加するζとによ勺て、法律を学ぶことを期待されている

わげである。 方では f人民の司法権への参加」といった積極的な捉え方がさ

れながら、実質的には無知な人民の法律教育と位置づけられていたのである。

社会主続時代の憲法で怯、人民多審員制度は社会主義的な制度として高い位

置づけを与えられていた。 1977年のソ迫憲訟では、人民参審員は職業裁判官と

並べて続定される例が多い。例えば、「裁判官および人民参審員怯独立であり、

法律にのみ従うJ(第1関条)というように.また人民参審員は、「裁判官と同

じすぺての間限を行使するJ(第154条)という規定もある.ととろが199'年の

現行ロシア憲法では、人民多審員という言葉は登湖し低い(他方で糟審員の奮

は登場する)。裁判システム法でも、この語は断片的にでて〈るだけである園
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それだけ人民参審員の意義は、低下してきているのである。なお裁判システム

法には、人民参響員と並んで「仲裁多審員Jの語も笠場する。 ζれは仲裁議判

所への民衆の参加形態であるが、まだ制度としては具体化されていない。

阪迩のように、末端のメ民裁ヰ判所の人民参審員は直接選挙で選ばれ、上級義

判所のそれは対応するレベルのソビエトによって任命されていた。ソビエト時

代の人民参審員の最後の選挙・任命は、 1900年に行われたはずであるが、今そ

のE孝司闘を確昭できなft。ともか<90年2月幻自のロシア共和国母高会議幹部会

令は、地区怖)人民裁判断のメ民参考員の定例選挙の実施を決定している

(r" 'V"T週削筑洋10月28日〉。人民参審員の任期は、 19ω年のソ違憲法改正で

5年となっていたから、次の定倒産準依95年ということになる。

しかしその後、人民参審員の統ー的な遇挙が行われることはなかーた。 1995

年3月"日の「地区(市)裁剤所人民参審員の任期の延長についてJcr司シγ
連邦法令集J95年"号1124番〉の大統領令は、しかるべき連邦法が制定されるま

で、現在の地区裁剰所の人民多審員の任期を延長すると定めると関闘に、必要

な傷合は、連邦構成主体の執行権出機関が、労働集団の総会予地境住民の集会

で選挙を実施するよう指示している。さらに印刷年1月"日の「共和国問委高裁

戦所、道・州銭1問所、モスクヮおよびサンタト・ペテルプルタ市裁判j所、自治

州裁1判所、自治区裁.所、地区裁判所、ならびに軍事裁駒周の人民，，#審員の低

調闘の延長について」の大統領令は、上級の裁1判所を含め、改めて、 A民参審員

選挙(任命〉法が自民定されるまで、旧人民多審員の任期を延長することを定め

た cr司シア連邦法令割前年4号5笥喬〉。さりに1醐年12月12日の「ロ νア連邦
最高裁半何人民参審員の任期の延長について」の大統領令は、最高裁の人民参

審員についても、メ民参審員法の制定されるまで、旧人民診審員の伝期を延長

111社会主畿時代の人民書審員の選挙は、やはり共産議@推隠する1人の候補者に対す
る信任主史家であ勺た。しかし1錨8年のソ連事法.改正により、ソビエトの適挙の方拡
複数候補者による続争選挙に転設していたa したがって人民世惨事署員の量移も、単独候
補者悔I)!;t維持し難かったと恩われるが、現実にどのように行われたのか、今のところ
明らかにできない.
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することを定めている σロシア連邦法令集J98年初号6129番〉。このように選挙
聞

をしないまま、旧メ民多審員の任期が延長されていうたのである。

人民参審員の実態は、かなり悲惨なもののようである。企業は、 A民参審員

を出す乙とに消極的である。企業め仕事に穴が空くよに、そのための休職中の

賃金も負担しなければならないからである巴そのため実際にλ良彦容員として

選出されているの位、年金生活者、障害者、失業者が多いといわれあ.また人

民参審員弘、本来は順番で事件の審理に参加する(1年に2週間程度)はずで

あるが、実際には重参加を絞る者が多いため、参加者は特定の参審員に傭うてお

り、彼らは職業化しているといわれる。人民参審員の多刷犬況が惑いため、地

方行政府が報酬を支払っており、それを目当てに職業ヒした人民参審員もいる

わけである crロシア司法』鉛制号5買、『ロ円新聞"畔12月16目)0なお19嗣
年@裁判システム法では、人民参審員への報酬支払いは、遅滞予算の負担とさ

れているく第8条第5項〉。

とのような状況の下で、モスクワ市では、人民参審員が出廷しないため法廷

が開げないといヮた事例が増えてきた。 19四年には、岡市の裁判官が、人民参

審員の参加を保鉦する措置をとるよう要求して、遂にストライキを決行すると

いう異例の事態となった。そこで次のように、人民怠審員の参加を重要な事牛

に隈定する方向で、訴事弘可去の改正が行われるととになる。一方で陪審制度の導

入が園られてい.が、他聞で人民参審員制度信後退している.両者の聞に直接

の因果関係はないが、間接的にはや依り相互に影響していよう。

ω地区書記駅聞のλB穆審員以外除、任期の延長が凋時にはされていないかり、径期の
関げ占ができていたことになるs また大統領がとのような織置をとる梅限があるのかど
うか、疑わしい。佳濁延長の大鏡領令は、憲法第鈎条に依拠しでい.のであるが、ぞ
れ怯 r"yア連邦ホ議棄領は、決或語領令および大統修"'"舎を発する」と規定してい.だ
けである。このような形式的規定を使ョτ実質院内権調を行箆するのは、ソ連・ロシ
アの伝続でもある。筆記局「立法の空白』を根拠。己、大統傾が窟法統淵措置をとヲたと
いうことになろう.このような実務を霊地裁判所も承認しτいることについては、捕
者『さ晃代Eシア憲法体制の展開J(信山社、，.，，，め 114-117買多照a
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さて1992年5月@民事訴訟法典の改正で、次のよう忽比較的軽微な事件は、

人民裁半所において、人民参審員の参加なしに、職業裁判官が単独で審理する

己とになヲた(第113条)。①僻額が巌低賃金の30倍叫下の訴訟、②家族潤係か

ら主主じた事件〈ただし親権彦事、養子縁組の取摘、認知、子をめぐる紛争を伴

う離婚訴訟を除<J、③労働倒閣から生じる紛争(ただし復眠訴訟を除<J、@

差押え解除訴船。

知事事件については、同じく92年E月の知事訴訟法典の改正で、人民参審員

の参加なしに、職業裁判官が単独で審理する相対的に軽い犯罪のリストと、被

告人が同意すれば職業犠判官が単独で警理しうるそれよりはやや重b、犯罪のリ

ストが掲げられた(刑事訴訟法典第35条'0しかし同条は、さらに96年12月に
改正され、次のようt己整置された。つまり刑法典の定め6最高刑が5年以下の

懲役であるような犯罪は、職業裁判官が単独で審理するのである。それより重

い最寓刑が定められている犯罪や未或卒者による犯軍事は、職業裁判官l人と2人

の人民陪審員による合議制である(ただし最高刑がお年を超える犯罪は、州レ

ベルの裁判所が第一審管瞥となる〉。ちなみに磁豪奮は震専 刑事共に3人の

職業裁判官によって審理され、監督審も3人の職業裁判官によって審理剖時四

さて懸案のλ民参審員法ほ、2JJω年1月2日に成立した"議会新聞J20倒年
1月6目。その主要な内容は、次の通りである。

人民参審員の資格は、 25歳以上のロシア連邦市民であり、前科者、行為醐包

力者、検察官等々の欠格事闘に該当しない者である C第a条)。地区裁劇研の
人民参審員一般名簿は、対応する地方自治の代表機関によ勺て作成され、連邦

鱒成主体の立法〈代表)機関の承認を得、当該地区裁判所に提出され.。その

人数は、地区裁車所の裁判官1人につき156人として計算されるa人民参審員の

任期は5年である〈第2条〉。連邦最高裁も含め、上級裁判所の人民参審員も、

この人民参審員ー般名簿から還後される。具体的な事件@審理に参加する人民

参審員の速鉄は、倒還の方法で行われる(第6条〉。人民参審員の訴訟参加は、
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明日回 その調腕閣は原則として14日間である(第9条〉。

第三章裁判所νステム

第節裁判所制度

(1) 歴史的贋閣

ソ連邦燦蟻直後の1鈎1年12月"白、ロシア共三和国最高会臨幹部会は、「ソ逮

邦最高裁判所、ソ迫邦最高仲裁観判所およびソ連剣惜察庁の廃止について」の

幹部会令 crロシア共和臣最高会議遍制 9時 2号14番〉を公布した。それは、こ
の三つのソ連邦の機闘を92年1月1日隈りで廃止するζと、ロνア共和国の最

高裁事所、最高仲裁裁判所、検察庁が、それぞれの継承機闘となり、 92年1月

初固までに、建物、施設、設備その他の動産・不動産を援収するという内容で

あーヲた。

体制転換の前後の時期に、「ロシア共凋国最高裁判所の構造・定員についてj

の長高会蟻幹部会令が、相次いで4困公布され(91年10月8目、 91年12月16目、

昭年3月16日、 92年6月29日)、定員の拡充が恕された。その録後の幹部会令

crロシア共和国最高会舗通報J92与語号1.. 香〉によれば、ロシア共和国最寓裁の
総定員は795人で、最高裁長官、最高裁第一副長官1入、副長官5人、観判官

1ω入、軍司房合離部長1人、同冨嶋巨長l人、軍事郎裁*'官6人、主任劇ヨ品4人、

上級鳳・111153人を含む.裁判官だげで115人か匂なる大所帯である。

社会主義時代には、最高裁の裁判官は、新しい最満会議カ噴足するに際して、

その最高会議によって一斉に任命されていた。最高会議代議員の任期も、最高

裁判事の任期も、ともに5年であった。ロジア共和習最高裁の裁判官が、ロシ

ア共和圃費量高会議によって最後に 斉に任命されたのは、ゴルパチョフ氏が共

産党曾紀畏に選出された1985年のことであった。このときは、マリシャコフ長

官、 4人の副長官¢外に、 88人の最高裁卒事、 90人の最高畿λ民多審艮が任命
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されている。その後ロシア共和国最高裁ジ絡会は、 88人の裁事官を、刑事議判部

73人と民事裁判部15人に分けている('ロシア共和国最高銭還報J1船石年6号1-5

買〉。刑事裁1阿部の方が圧倒的に多いところにも、ソピエト時代の刑法中山主

義が表れている。

1985年に任命されたロシア共和国母高裁の裁判官の任期は、 2000年までであ

る。しかし現実には、それ以前から五月爾式に最高裁判事の人事が行われたた

めに、それらを 斉に任命すると従来のやり方はみられなく託った。 19地S年7

""目、ロシア共和国最高会富良鉾部会は、レペジ品フ氏を最高裁判所長官に選

出した crロシア共和国最高会議選tlIJ8!:砕31号制凶番〉。しかし憲法民よれば最高
裁長官を選出するのは最高金畿であり、幹部会がそれを代行するのは疑主主5でお

る。この時期はまだペレストロイカを反映したロシア共和国産法¢改iE(駒年

10月)が行われる前であり、それ必前のように幹部会が最高会識を代行するの

が当然視されていたのである.駒年11月には、レペジ昆フ長官、ラッチzンコ

第一副長官、ジ品イコ7等5人の副長官、 6人の歳判官から怠る最高裁幹部会

が最高会議幹郎会によって組織されているげロシア共和国最高会議通報』ω年47
号130晴)。この態勢が、ソ連邦噛壊後も維持されてい〈己とになる。

。)裁判所の種類

現行ロシア連邦憲法怯、「司νア速邦において裁判権を行使するのは裁判所

のみであるム「ロシア連邦の裁判システムは、ロシア連邦窟法および連邦の憲

法的法律によって定められる。非常裁判所の創設は許され包い」と規定してい

る〈第118条)。

「裁事権の行使は裁判所だけJとされているから、例えば社会主義時代の仲

裁蚕員会のような機関は許きれないということにむろう〈社会主義神代の1978

年のロνア共和国療法も、同じ規定をおいていたのであるがλ仲裁委員会は

強制力を有する紛争解決機関であ勺たが、裁判所ではなかったから、週常近代
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司法が有する肱ずの特徴を有していなかうたe仲裁委員会は行政機関から独立

していなかったし、当事者は上訴権を有しておらず、審理は公開で怯なかった。

現代ではこのような機関の存在俗許されない。

この点で、やや問題にされたことがあるのは、ロシア連邦大統領付属の情報

紛争裁判院である〈拙稿「現代ロシアにおける言耐の自由H神戸法学纏誌』圃9巻

第2号、日明年、必-44頁〉。この機関は、マスメディアをめぐる紛争を解決し

ているが、しかしそれは勧告権を有するだけで、強制力のある決定を行うこと

はできない。したがって同機関怯裁判聞とはいえず、その存在は合法というこ

とになる。しかしそれなら、機関名に「裁判jという言議を周いるべきではな

いという批判もある.人権オンプズ?ンの機背弘検察監督も、教半機能ではな

L、。

さて蜜法は、非常裁1同所 CQpe3園町可altllhZll cy.!Uの陵置は許きれないと

い10これ怯いわゆる棚隅判所ー伎では怒しロシ7軸後の軸師、非
常委員会 スターリン時代の内務省特Z会議江ど、非常時を想定した抑圧機関

を意味する (0シア連邦政府付属立法・比鮫法研究所信 r"~y連邦憲法ヨメ y タ

ルj[剛弘 371頁)。ロシ7迫郊には、普通裁判所の外に憲法裁判所や仲裁裁

戦所その他がある。憲法裁判所は別格とも言えるが、仲義裁半所tま特別裁半刷所

のはずである。仲裁裁期所は悶仲裁委員会を改組したものであるが、現在で怯

普通裁割所と共描の原則で組織され、機管している。それは憲法の定める特別

の裁戦所であるから、当然合憲であo.先の筆法第118.条第3項では、ロv7

遠郊の裁判システムは、ロシ7連邦葱弦およびロシア連邦初憲法的法律によっ

て定められるとされており、とれら基本法が認めておれば、特別裁判所は容官

されるのである。

この点で窟法調128条第3項の鏡定が興味をひく。そこでは「ロシア連邦憲

IU 抱訳 cr現代ロシア筆法体制の展開』の付鍋資料、信山位、~叫年〉では、この

『非常設字所』を『特別裁判所」と訳している。しかし後述のように、議判νステふ
法 ζは特別裁剥所が別の扇語で量場するので、こちらは『非常務判所」と訳してお<.
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法裁靭所、ロシア連邦俊高裁網所、ロシア連邦最高仲裁裁期L所およびその他の

連邦の裁字所の権限、組織手続および活動手続，"，連邦の憲法的法律によって

定められる』と規定されている。ここで「その他の逮邦国裁判所jとは何を意

味するのであるうか。それ砿下級裁判所と同時に、後述の特別裁平引所を意味す

るのであろう。飢えば1醐年に軍事翁判所法が制院されているが、これも憲法

的法律とされている。特別裁，*所としての軍事裁判断も、「その他の連邦の裁

執M冗』に含まれるわけである。

既述の憲法第118条第8項のいうロ γア迎邦の裁判システムに関する憲法的

法律に相当するのは、 1鈎6明暗暗された「ロシア連邦裁判システム法」であ

.σ回νァ連邦立法集J1997年l号l番〉。その第4条第 1項は、rロジア連邦に
おける裁和J権隈は、ロシア連邦軍医法および速郊のこの憲法的法律に従って設置

された裁半所によってのみ行使される。非常裁執所および達郊のこの憲法的法

律に規定されていない裁1個所の創設は許されない」と規定してい各。そしてこ

の法律の同条第3項、第5項が列挙する裁判所は、以下の通りである〈資料。

参.00)。

①ロシア速邦憲法裁判所

②ロシア連邦普遍裁判所システム

ロシア連邦最高銭判断

共和周忌高検;-'fI.済、道州裁判所、追邦機馬主市裁割所、自治州裁判問、自

治区裁判所

地区裁判所

軍事裁判所

特別殺剰所 (crre~KanK3KpOBau脳血 'Yi!

③ロ γア連邦仲裁裁和所システム

ロシア連邦最高仲裁観戦所

ロソア速邦管区仲識裁判所
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このうち①舗は闘の裁判冊、③は酎醐成主体の醐所とされてい2.
さてこれりのうち、@の中に、特思裁判所が規定されている。特別蛾制所が

何を意味す6かについては、との法律は何も定めてい"ぃ。この法律に規定さ

れていない援戦闘の創闘は許されないとしながら、ここに抜け温が予め矧憲さ

れているように見える園ただこ¢特別強制所が、⑨の普遍裁判所νスチムの一

翼とされていることが重要であ..特思噸判所としての軍事者主判所も普通裁判

所システムに組み込まれているが、これは次のことを意味している.下級の軍

事裁判所怯、普通裁判所とは別の組織として設置されているのであるが、その

最上級容は、ロシア連邦長高裁判所の軍事部に統合されているのである.した

がーでもし新たに嗣欄判所が吸置されでも、その最上級事障はロシア漣邦最高

銭判所に統合されなければならないので怠る。筆法が認めている仲裁観判所の

ような、普通裁判所の体系外¢特別裁判所は、新たに設置することはできない

ことになる。

特別裁判所として今後設置の構想があるのは、行事掛字所、未成年者裁判所、

家庭裁半所、労働裁戦所、財政裁判所などであ忍〈ロシア連邦政川町付属立法 比

(勧進邦栂峨注体のうち21存在する「共和国J1;1. r憲法」を有し、他の州"どの連邦機
成主体は「窟霊堂(I'CTaB)Jを有する。そこで糧法〈憲章)援判所をもっ根拠がああ
ととになる，パグライ憲法裁判所長官によれば叡加伊芋10月@寂潜で、憲章裁判所を
有するのは、 11の掛目構成主体だという"吋ア司法』醐昨 1号9買:.r独立新聞
加価隼10月初日〉。
制裁判システム法によれば、憲法(憲章)裁判所と治安判恵を除いて、連邦構成主体

は独自の薮判断を設置するζとはできない。このこと怯通醐附威注体における権力分
立体制の確立を妨げることになるとして、一越の遺訓到構成主体の高官が、酒屋法裁判所
の判断を求めて提訴した。しかし憲法裁判所除、連邦帯電波主体強.c裁判所を倹置す
るためには、現行のロVア逓捗5窓拾を改正しない限り不可能として、審理時求を却下
する決定を下している"ロn 迫師法令集』鎗年18号会002番〉。
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絞法務究所編'0シア迫邦憲法ヨメンタ ルJ1994年、町7買)。このうち行政裁判所
については、既に最高裁半輔の準備した草案が、 20ω年11月、下院の第説会

を超過している。行政裁半冊については、憲法の策止している「非常執事情j

に該当するという批判の声もある cr独立新聞J，.，0年"月20日)。

(別軍事隷判所

社会主議時代の最後の「軍法会議 (aoeHIII>I目 Tpu6yuaIU緩程J(法律〉

は、 19氾昨のものである crソ連邦般商会畿通報J80年27号制"，それによれば、

軍法会議は、部隊、艦獄、統合郡隊、守備開票レベル(下級軍法会態とここでは

呼ぷ〉と、園防軍種、軍管区、部隊・艦隊集団レベル〈上級軍法会議とここで

は呼ぶ)で設置され、そのよにソ連邦最高裁判所〈軍事郎、総会うが位墨す.，

例えぽ軍隊内部の犯罪について、下級軍法会離が第一審として審理し、上ゴ級掌

法会議が破棄審を行い、ソ連邦最高銭軍事郎副監管容を行うことになる(上級

軍法会議や最高裁庫事部が第一審を担当することもある"

軍法会譜の裁判官は、 5年の任期でソ連邦般高会議幹部会によって選出さ才以

後者に対して責任を負，"報告義務がある。ソ逮邦最高会滋幹部会は、軍港会

議の裁判官をリコ ルす.ことができる。軍法会蟻にも人民多審員は番参加す.

が、それは兵役に従事している市民によって、 2年半の佳期で選挙される。

悶噛なのは、この軍法会議の管"である。先の軍法会議録湿によれば、軍法

会議の主たる管輪対象は、軍隊内部の犯罪である。ところがその第四条は、次

のように規定している。「特別の事情のために普通裁判所が機能しない地域に

おいては、軍法会議はすべての民事および刑専事件を審理するJ，ここで「特

別のJ(直駅的に怯「例外的なD事情とは、戒厳令が施ほされたような状況を

想定したものと恩われるが、実際には、極めて広く解釈されている。ソ速には、

軍事地域として特別の警備体制が敷かれている地域が広範に存在した。そのよ

うな地域は外国人は立ち入る乙とができず、ソ連市民も許可なしには出入りで
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きなかった。日本に近いところでは軍捲都市ウラジオストッタなどもそうであっ

た。 lなかには地図にも掲哉されていない秘密都市もあったゐ

これらの軍事地舗では、国家線密の漏洩を恐れて、通常の民事事件・刑車事

件も、普通裁判所ではな〈、軍唱会君臨で審理されていたのであ答。社会主義時

代の判例集には、ー部軍法会議〈最高裁軍事部)の判例も登場するが、そこで

は地名など固有名詞は伏せられている。その中にはありきたりの穣婚紛争や住

宅紛争も含まれており、軍法会議で審理するの怯奇異に感じられる〈実例は、

拙稿『ゴルパチaヲ政権下旬刑事機判H神戸法学雑誌』第41巻篇4号、 1ω2年1似H

ω1頁参照〉。このような軍事地域は、数は滅ったが、現在でもロシアに残雪て

いるはずである.レペグぷフ最高裁長官も、「軍事裁事所以外にはいかなる裁

判所も存在しむい地績がわが国民存在す.ことは脇密ではない」と語っている

(，ロシア新聞J9牌3月7日)。

とのように軍法会書iま、普通銭戦所の外にありながら、最上級警のみソ連邦

最高裁に組み込まれていた。しかし1991年12月ソ迫邦が鰯協し、ソ連邦最高裁

判聞も消誠したため、軍港会議は普遍裁判所から切り離された存在となってし

まった。 Lたがって安れを普通裁割所のシステムに組み込むことが必要となる。

そこで91年12月28日、ロジア共乾留最高会鰻は、「ロシ7共和国領土上に配置

されている軍事裁判圃関についてjの決定σロシナ共和園人民代議員大会・最高
会議遜削 9埠 2号'"劃を採択し、筆法会舗をロシアの裁鞍所システムに編入

する決定を行うたo1992年4月のロシア憲法の改正 crロシア共和国人民代鶴見

大会厳粛金檎湿報J9陥年2号""番〉は、この点にも関わっており、当時の憲法

第163条の裁判所の列挙のなかに、『軍事裁李所J(BoeHH闘賞 oy~ を追加し

た。ソ連憲法には軍港会署員の規定はあヲたが、ロシア憲法にはなかった(必要

なか勺た〉のでおる。なお箪告書会識の名称も軍事裁判所に改称され、「裁判所J

でああ己とを明確にした。 92年7月3目には、裁判所檎成法、民事訴訟法、刑

事篠宮公法が改正され、軍事裁判所がこれらの法律にも組み込まれた('ロシア共
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和国人民代議員大会量高会磁週報』砲年32号17似者).

1994年12月「軍事裁判所および軍事司法機U関の組織および活動の若干の諸何

題についてJの法律が制定された"ロVT迫邦雄令集』例年32号S部5番〉。これ

によれば、新しい憲法的法律「ロシア連邦裁判システム法」と、逮邦の法棒

「ロシア連邦軍窃裁字所法」が制定されるまでは、 198G年のソ連邦の旧 f軍法

会議規程」が、現行誌に矛盾しない限りで適用されることになっている。この

法律でほ、予定されている軍事裁半所法俗「憲法的法律』ではなく、ただの法

律とされている。しかし後に1999年に制定される軍事裁判断法は、憲法的法律

とされている。何が憲法的百法律であるかは憲法自身が決めているのであるが、

これはロシア逮邦憲法第12&条の「その他の逮邦の裁判所」の権限等に関する

法律に該当す.わけであo.

きて19'"手8月、「ロシア連邦軍事裁判所法J"ロνナ連邦法令制関年"号31

70番〉が制定された。それによれば、最末舗の軍事裁割高圧は、駐屯軍軍事裁判

所であり、次いで一つまた依複数の連邦構成主体にまたがる規模の管江区軍事裁

判所が存在する。その上に最上級のロシア連邦最高裁，~所(軍事普氏幹部会〉

が位置する園軍事裁判所の管轄は、軍人・兵役中の市民が行った犯罪や行政的

法違反事件、軍指導部等による軍人・兵役中の市民の権利侵害こ関する民事事

件・行致事件である(第7条)。このように、軍事裁判所の管結対象は、当然

ながら軍白内部の事件に限定されている。以前の主うに、広施な軍事地域におい

てすべての民刑彦事件を管館とすることはな〈なったのでおる。ただ軍事動員

中や戦時中については、別の憲法的法律。戎厳令法、非常事態桧)の定めると

ころによることになっている.なお軍事裁判所はいろんな意味で国U妨省に依存

しており、特にロシアにおいて深刻な判事用の住宅の間保は、国防省予算によっ

て賄われているという σコメルサント・ヂイリ ，"8隼3月12日九

(制治安判事
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体制月転換後に新たに段けられた制度として、治安判事制がある。己れは帝政

時代の1864年D司法働1度改革で、イギ')スにならって設けられていた。それは

1917年のロシア革命によ勺て廃止されたが、 1992竿12月のロシア憲法改正によ

り量産えるのであo.この改正により、 l臼憲法第163条の裁半所の列挙のなかに、

先の軍事裁半所に続いて、「治安判事」の語が追加された。そして第16地条の第

3項として、「治安判事は、その管轄の及ふ管区の住民により、 5年の伝期で

選出されるJという条文が導入された。それにとも包い、救半富地位法にも、

治安判事に関する条項が追加された〈第11条第2項、 19明年4月〉。しかし199

8年憲法には、治安判事の鱈怯盈場しない。治安判事は連邦の裁判官ではない

ため、連邦憲法には規定は不要と解されたのであろうか。 l鈎6年の訟判システ

ム法には、治安判事についての規定がおかれていo.

roジア連邦治安判事法」は、 19剖年12月に制定された。この治安判事制を
めぐって位、連邦と連釘E構成主体の関係が面倒である。現行憲法によれば、裁

引所命度に闘する立法は連邦管織となっており〈第71条)、連邦と連邦構成主

体の共凋管轄となっているのは、裁判要員の養成鴻題などである(錦72条〉。

したがって治安判事制度なども、連邦法によ弔て全面的に規制し得る怯ずであ

る。しかし現実にはそうなっていない。裁判γステム法第鈎条によれば、治安

判事の権限や活動手続は、連邦と連邦櫛j成主体の双方の法律によ勺て'"制され

ることになっており、共同管鰭であるかのような扱いである。治安朝事法第 1

条で除、治安宇崎は連邦構成主体の裁判官であるが、「ロシア連邦の統 裁判

システム」に入るとされてお旬、また治安串j事陪「ロ γア連邦の名において」

訟判を行うことにな勺ている。

治安判事が連邦構成主体の訟判官であるとされることの具体的都味は、連邦

構成主体がその財政を負担しなければならないということにああ.しかしこの

ことは、ロシア連邦憲法に途庚している。同第124条は、「裁判所の財政ほ、連

邦予算によって賄われる・・・」と去量定しているからであ答。 1999年の「ロシ
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ア連邦裁和則財政法」第1条も、『ロシア連邦の教判所は、連邦予算の負担に

よってのみ断われるjと明犯しているのであ20ところが治安判事法第10条に
よれば、裁判官の給与や社会保障費は迫邦の負担、その活動の物質的，技術的

保証(建物・設備・事務機器・消耗品の外、事務職員の給与も含まれるであろ

う〉は、連多曙成主体の負担とされている。 ζれは憲法適度といわざるをえな

いα磁立漸蘭」鉛例年8月却冒)。
裁やj官地位法第11条第2項では C98年4月改正〉、治安判事はその管区の住

民によってr5年」の任期で f進学」されるとなっているのに、治安半事法第
8条、第7条では、任期lir 5.1:手以下」の範囲で当該調現噛憾正体が法律で定
めるとなっており、また f選挙」制とは別に逮邦構成主体の立法機関による

「任命J制も可能とされている。との場合任命するの倍、連邦構成主体の立法

(代表う機関とされている。再任(再選〉も可である。

治安判事の資格俗、一般の裁判官と阿じであり、やはり対応する連邦機成主

体の裁判官資格協議会の推鴎が必要である O含安湘序法第5条)。治安平事の

不可侵特権、物質的・社会的保障も、ー般の裁判官と同じである〈岡第2条)。

治安判事の権限の終了・停止についても、同様である(同第8条〕。治安判事

は、単訟で事件の審理を行う〈同第3条第S冊。

治安判事が活動するための裁判区が新たに段けられ、その範圏内が治安判事

の地紙管糖となる。裁事区は、住民人口1万5千人から8万人につき つ設置

される〈同第4条1.1鈎9年12月に肱「ロジア漣邦構成主体の治安刺事の総数

および裁事区の教についてJの法律が制定されたσロシア連邦法令制醐畔1
号1番)0この法律は、 ωの連邦構成主体のうち64について、裁判区の数〈治
安判事の教に等しい〉を定めている。残るおの連邦構成主体は、未定なのであ

ろうか.一番多いの体、モスクヮ市の紛弘一番少ないのは、アギン プリャー

111 この褐合「司シナ週醐ゆ寝具判所J(Cya~ POÇCKtc~o量供aepS Il DII) とは、文法

的に見て、回シアor迫捗E設.脇町を意味しているのでtまなく、ロシア連邦のすべて
の裁判所を意味しているのは明白である。
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ト自治区の3で、合計は5463である固

治安判事の権限、管路事項については、次節で紹介する。

治安判事制は、地区裁判所の負担を寝誠するために導入されたのであ忍が、

レベジ忌ヲ最高裁長官によれば、民事事件の60-70%、刑事事件2(1%の第一審

管轄になることが予想されるという σィズペスチ吋槻年 1 月~日 1.

ζうして治安判事制は導入されたのであるが、実際にはどの程度機能し始め

ているのであろうか.2∞0年10月のプーチン大統領の挨拶〈第5困金ロシア裁

判宮大会)によれば、"の連邦構成主体で治安判事制ほ動きだし、その定員の

19. 5%に当たる1、066人の治安判事が既に活動しているという。同じ大会で

のレペジエフ最高裁長官の挨拶によれば、既にこの数少月間に、治安判事は1、

間件の刑事事件と24、148件の民事事件を処理したという"ロシア司法』醐1

年1号3.5貰J.2凶"手8月の段階では、既に治安判事制度が題提能しているの

は44の連邦構成主体で、チ品チ品シ共和園の外、カレリア共和園、ネネツ自治

区では同信度を導入する予定がなく、残る42の速邦構成主体では、法的基礎は

できたが、資金不足のため 来九守動き出していないという"独立新聞J2∞1年

8月10包〉。

なお200年8月改正の刑庫訴隆法典第4総条によれば、治安判事に対しては、

刑事事件の被害者やその法定代理人、本人が死亡している鳩合はその近親者が

私的告訴を行うととができ、その場合は検察官は事件に関与しないことになる。

第二節智雄と審級

111裁判所の内節機造

1981年のロシア共和国裁判所構成法、 1960俸のロシア共和圃知摩訴訟法典、

1964俸のロジア共和国民事訴訟法典〈いずれも多くの修正をともないつつも現

行法である)の下での裁判所の内部構造について墜狸しておこう。

まず裁判制度低、ゾ連邦の最高裁判所(1979年ソ連邦最高裁割所法)を含め



て、次の四つの段階をもっ

①ソ連邦最高裁判所
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②ロシア共和国最寓裁判所
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③州(道・自治州・自治区〉裁.所(なお自治共和国は「国家Jであり、

「劃商」裁宇田を有し、州裁判断などとは形式的にやや区別されるが、実質的

には自治共和国最高裁判所もこのレペルである〉

④地区(市)人民裁判所

まずソ連邦康高裁判所には、総会、民事合謀部、知庫合議部軍事合議部が

置かれる αI下1979年最寓裁判所法〉。

総会怯4ヶ月にl回以上聞かれ、法務大臣と検事総長も出席するが、特に後

者は必ず出庸Lなければならない。総会は、具体的事件の審理としては、蒋審

のみを行う。湾審には、監督審と、新しく発見された事情に基づく再審(以下

通常の再審と呼ぶ)の三置がある。監督署野の対象と江るのは、ソ連邦最高裁合

蟻部の判決・決定、加盟共花園最高裁の総会・幹部会の判決・決定である。監

督審院崎の根拠となるのは、これらの戦決・決定がソ連邦の法令に違反し、ま

たは他の加盟共和国の利益を侵害している場合である。監督審の開始を請求

(異議申立)しうるのは、ソ迫調唖高裁剰所長官およびソ連邦検事総長だけで

おる。遍常の再審の対象となるのは、ソ連邦最高裁合議邸が判決・決定を下し

た事件、およびソ連邦量高裁総会自身が準決を下した事件である.この鳩合再

審を鍵察するのは、ソ連邦検事総長だけである。

ソ連邦最高裁給会は、具体的事件の審理の外に、法令の適用について下級審

に指示を与える「指導的解釈Jを決定したり、加盟共待問逼最寓哉の指導的解釈

の合法性を審理する。法案発議権を行使する。加盟共和国最高裁長官から、下

級審の活動について報告を関心ソ連邦景高裁には、ソ逮全体の裁平冊の活動

の監督権がああから、法律には明記されていないが、下経理容の具体的な判決に

ついて批判的訟評価を与え9r:裁執慨括」という文書がしばしば採択されてい
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た.また具体的事件の審理に関連して、法違反の原因・背策等を解明し、再発

を予防するように関係者の注意を喚起する「特Z決定jを採択する。注意を喚

起された側は、どのような措置をと勺たかについて、 1ク月以内に最高畿に通

知しなければならない。この特別決定も、実際に時々採択されてい.。その他

ソ連邦最高裁の裁判合議却の編成等の組織的情動を行う。

次にソ逮邦最高裁の合言頭部(民事・刑事・軍事の三つの合繊慨があるが、軍

事部はここで砿省略する)はどうか.合議郁は、第審および監督審を行う。

プ連調理高裁の合議僚が第一審として審理するのは、極めて重要な事件に隈ら

れるが、後述のように、それは予め法定されているわけで怯なく、ソ連邦最高

裁自体がその都度判断することになる。監督審は、加盟共和ヨ最高裁が第一審

として下した判決・決定がソ連邦の法令に違反し、また怯他の加盟共和園の利

益を侵害していると疑われる情合に行われる。監督審を請求〈異瞳申立)しう

るのは、ソ連邦最高裁の長官・画幅官、ゾ連邦検事総長・検事次長である。

次にロシ?共和国最浦裁には、総会、幹部会、民事合自民部、刑事合蟻香容が置

かれo.その後ソ連邦の崩噂に伴い、 1991年に軍事合議部が設置され、 1999年

の改Eで、骸察合議部も設置された。 1981年のロシア共和国務相扇構成法以来、

恨本的な変化は少ないから、以下1981訟を基礎に、必要な改正を加えつつ説明

することにする。

ロシア共和国最高裁の総会は、具体的事件。審理は行わない.総会の織成員

は約lOCl.人に上るから、とのよう恕審理には馴染まない。しかし他の加盟共和

国の最高裁総会は具体的事件の審理も行ヲていたから、 ζの点ではロシア怯独

自のやり方をしていたことになる.同総会除、裁判実務の研究・総括を行い、

裁判実費について州レペルの裁判断長の報告を聴取し、下級審こ『指噂的鳥羽町

を与え、「裁執帽括」を発表すo.法案発議権を行使する。ロシア共和国最高

裁の裁判合議部の結成等の組織拘活動を行う。ロシ7共和園最高裁総会にも、

ロシア共和国法務大臣とロシア共手り軍検事長が出席するが、特に後者は必ず出
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席しなければfよらない。

次にロシア共和圏最高裁幹部会である。 ζの斡部会のメンパーは総会が選出

するのではなく、ロシア共和圃a最高裁長官の提案に基づいて、ロシア共和匝湿
高会担幹部会が意認する (93年憲法の下では、大統領が提案して、上院が任命

する)。幹部会の会議には、ロ γア共和国検事長が必ず出席しなければ江らな

い固幹郎会の会議は1タ月に1回以上開催される。幹部会娘、具体的事件の審

理を監督審として行い、また通常の再審を行う。裁判開構成法には監督審につ

いて詳しい規定はな〈、それは訴官会訟に委ねられている。

ロヨYア共和国圃高裁の民事合議部・刑事合議部は、第一響、破棄容 6第三容)、

監督響、通常の再審の四種の具体柿事件の審理を行う。とれらについても、群

制な規定はな1，'D 99年証改正"ロシア連邦法令集J鉛年1号5番〉で設置されたロ
シア最高裁破棄部は、ロシア最高裁の民事・刑事・軍事合員提慨が第審として

審理した事件の破棄審となる(裁判所構成法第"'条の1、第"条の Z)。それ

以前は、ロシア最高識の民事・刑事・軍事合議郁が第審として行った事件の

判決は最終的なものでaらうた(ロシア最高裁幹部会による監督審はある)が、
この改正により、破棄審が可能となった。この破棄部のメンパ は、民事・刑

事合議部メンバ戸の暢合(最高裁総会が決定)と異はり、a最高裁幹部会のメ y
パ と同じように、大統領の提案に基づいて上院が示哩するのであり、他の合

議部とは 段上の位置づげになってい忍。破棄都のメンバー(部長と12人の裁

割官〉は、民事合議郎等のメンパーとだぶっているが、同じ裁判官が同一事件

について、合間買部と破棄都で重ねて審理に曾加することはできない。

次に州レペルの裁*所を見ておこうに以下州書記~所に代表させる。自治共和

国最高裁も基本的に怯同じだが、複雑には6ので省略する).州裁判所には、

幹部会、民事合議郁、刑事合議都が置かれる。斡宮部会の備成員は、州ソピエト

執行委員会が承認する。幹部会の会議は1ヶ月に2回以上開催され、州検事長

は必ず出席しなければならない。幹郁会位、法令の正しい適用について下級審
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に援助を与える。幹部会怯、具体的な事件の審理を、監督審として行い、また

再審を行う.事季節会が第一替、破棄審を行うことははい

州裁判閣の民事合援部・刑事合員良部は、具体的事件を、第一容として、また

破棄審として審理L、通常の再審を行う。

a最後は最末端の地区(甫〉人民裁剰所であι人民裁尊師は、大部分の事件
の第一審として具体的事件を審堕する。人民裁平所または人民裁判暗は、行政

的違法行為事件の一部も審理する。人民裁判所に械、民事合議部、.博合積極部

などはない。 人の裁判官が民事・刑事の双方を担当している.以上は治安判

事制陣入以前のことであり、同制度導入後については後述するとおりである.

叩裁判'寄贈

民事事件怯、基本的には地区(布〉人民裁判聞が第審となる(民事訴訟法

典第113条)。上級裁判所が第ー審となる事例は法定者れていなかったが(後述

のように、 2000年の改正で変化あり〉、しかし上級裁判所は、その地域管糖下

の任意の下級裁判所かb、任意の民事事件を取り上げ、自ら第一審として審理

Lうることに匂っていた(民事訴後法典第114-116条)。

したがって、例えばソ連劃羽陵高裁が自ら第審として裁判を行うケ スはか

なり多〈、それはソ連¢裁判の特設の一つであった。そのようなケースには、

二つのタイプがあ。た.一つは、金連邦的な意義をもっ賃要事件でM.民恵

事件についてはその実例怯少ないが、刑専事件の実例を後で示す。

ソ連邦最高裁が第一容として審理すあもう うのタイプの紛争は、事件その

ものの薫要性によるものでほなく、下級審の活動の不十分さに起因するもので

ある。最高裁が第一審として審理している事件の多くは、事件の内容の点では

量要な事件とは貢い難い日常的な紛争がほとんどなのでおる。どうしてζのよ

うなことになるのであろうか.それは下級審の裁判官の質が十分では伝〈、誤

判や芸能率な裁判涯営が多いからである.下級審の誤q た判決を監督審として
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審理した段高裁が破棄・差し戻し、第一審にやり直しを命じたが、第一審がま

た混乱した状態であるといヲたような繍合、最高裁が業を煮やしてその案件を

最高裁民移送させ、自 b第一轡として審理す.のである。このような状況は、

メ漣 ロνアの裁判の実状を示すものとして興味深いものがある。

しかしこのようなやり方は、当事者の裁判を受ける権利〈法律の定める裁判

所で裁判を受ける権利)を侵害しているという批判があり、 1995年の民事依訟

法奥の改iE~ロシア連邦裕令制銘制問醐晴〉により、連邦最高裁は法定さ

れた事項以外は第一審として審理できず、州レベルの裁割所の揖舎は、「当事

者の同意」がある場合のみ、下級審の管轄する事件を第 審として審理しうる

ことに改められた(第114-116条〉。

既述のとおり、ロシアの民事訴訟法典除、上級審が第一審としで審置する事

項を法定していなかった。その後1996年と20∞俸の民事訴訟法奥の改正により、

次の事件は、州レベルの裁判所が第一審として審題することになうた〈第115

条〉。②国家槍密に関連する事件、②連邦構成主体の国家権力機関・役職者の

規範的法令を争う事件、③地域および池域M同の社会団体の活動の活動の終了ま

た怯停止に関する事件、④連現噂跡直体の選挙委員会等の決定・行為をめぐる

事件、⑤そ¢他連邦誌が管鯖と定めた事件。

また1995年と2ω併李の民事訴訟法典の改正"より、次の事件は、ロシア連邦

最高裁が第ー容として審理するζとにな勺た〈第11毎年的。①ロジ7逮邦大餓

領、連判事議会、連多国政府の規範的法令を争号事件、⑧市民の権利・自由に関同3

6連邦省庁の規範的法令を争う事件、@裁割官の権隈の終了決定を争う専件、

④金ロシア的および国際的な社会団体の活動の活動の終7または停止に関す.

事件、⑤中暁選挙委員会およびそ¢役職者め決定・行為を争う事件、⑥ロシア

連邦の国家権力機嗣と逮劃噛成主体の国家権力機関の聞の紛争、および連邦構

成主体相互伺の紛争の解決(ロシア連邦憲法第85条によ旬、犬統領がその解決

を裁判所に委ねた場合)。
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次に刑事事件であるが、多くの場合、地区(市)人民裁判所が第ー審となる

〈刑事訴訟法典第35条)。しかし刑法第64条〈国家反逆罪)を始め、全部で21の

重要犯罪については、州レベルの議判所が第}審となる(知j摩言脊岱まぬ第-。

ζのリストは1995年の新刑法典によ勺て改められ (1996年〉、 47の犯罪に惰え

た。また国家機密に触れる事件は、連邦情暗主体の裁判所が第審となること

になった。次に『特に複雑な事件jゃ「社会的に特別の意義を有している事件」

は、ロシア共和国最高裁判所の管轄に属するが、刑薄訴訟法典には、例示体さ

れていない(刑事訴訟法典第38条'0特"措が定めている弱含や、ロ γア共和
国検事長が提訴した場合に、最d高裁が第一容として審理するわ砂である。

ソ連邦の最高裁が第一容として審理した例として、 1986年のチ豆ルノプイ 'J

の原子力発電所事故の野リ事事件、 1987年のナヒモフ号事件(豪華客船ナヒモフ

号が黒海で沈没し、 3胴人が死亡した〉、ルスト事件〈西ドイツのルスト青年が

セスナ機でソ速に侵入し、赤の広場返くに不時着した事件〉などがあるo 1991 

年8月の保守派によるクーデタ 専キの哉測は、ロシア共和国晦高裁が第一審

として審理を始めたが、 1鈎4年1月の恩赦によヲラて、裁判怯終了した〔一人の

被告人のみが裁判の継調@望み、後に無罪判決を得た〉。

また刑事訴訟法典第4条によれば、上級裁判所は、下級審の管明書に属する径

怠の事牛を自ら第}審として審理し得た。この点は民事訴訟法典も同じであヲ

たが:~ 19951手の改正で、既逓のように、「当事者の同意Jがある場合という条

件が付げられた。その後も好リ事訴訟法典の方は来改正であったが、この点を憲

法漣反とするロシア逮捕闘の判晶があり (19瞬間 7回、 19岬 12月

111判隅要旨。アストラハン州践判所は、盗品〈二台の軽自動車〉の取得・販完野(悶
.法典第醐条館'00でヲヲァノフに有罪判決を下した.被告人の破棄申立。ーより
事件を審理した司シア湛鰍軍高毅剤事合自民郁は、原判決を破棄し、着陸軍のやり直しを
命じた。その理由の一つ隊、己の事件は、本来は地区裁斬耳訴の菅棺に属するというこ
とであーた.憲法第幻条によれば、各人ほ、『法俸がその管舗と定めている裁執所お
よび裁判官の審理を受ける権利Jを保障されている。したがって上級毅判所怯、/
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の改正で、それは被告人の申請がある場合に限られることになーたぽロシア連

邦法令集」弱年"号5飽主番)。

さて[9刷年の治安判事制の導入により、軽微な事件の第ー審管轄が治安朝事

に移寄れた(第3条)。それによれば、刑事事件については、法定剰の最高知j

が懲役2年以下とされている犯罪である。しかしζの点は、 2∞0年8月の刑事
訴訟法典噂旺で修正が加えられた。それによれば、懲役2年以下の湘周を定め

ている犯罪であq ても、河期訴訟法典第467条に列挙された55の犯罪(例えば

剤法典第[46条の著作権侵害罪〉については例外とされ、従来どおり地区裁判

所が第容として審理することになった。

治安判事の第審管制と恕.民事事件は、訴核が、法定最低賃金の500倍以

下の財産加争である。家族紛争の多く(臨知、競権誕奪、鏡子、子をめぐる紛

争を伴う離婚事件などを除く)、職掲復帰をめぐる紛争を除〈労働事件、不動

産の利周手続に関する事件なども治安執事の管繕である。

131審級制度

革命後のソ速では、当初は一審制であ勺た。それ位、当時は、共産主義の未

来におげる裁判所儀慣の死滅が展望さ九裁'"所に対して否定的な評価がされ

ていたことや、裁半聞の機能は地方的な問題¢処置に限定されると考えられて

いたこと、また裁剥が繰りうることを前提とした審級制度は、共産主義者の世

界観に一致しなかった己となどによる。現実に陥醐断叫活動には誤りが多かっ

たから、当時怯司法人民委員部(司法省)の最高裁半附訓郡が、誤った判決の

やり直しを命じていた固しかし当司医者には最高裁判眠術部に訴える権粛はなく、

後者は職権で上から裁判の監督を行q ていたのであ'0これは、その後の監督
、当事者の申請また肱同窓なLに 下級審の管舗すあ事件を第一審裁判所として審理す
る権利を有しない。本件の婦合そ@ような申筒また"同意を示す資制陪、存在してい
ない(冒シア連邦最高観通縦ω鋤年12月号2頁〉。
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審の制度に繋が.ものであった。

さて1922年の裁判所命度の整備以来、ソ連では二審制が行われてきた園第ー

審と第二審(破棄審〕で、通常の裁判怯完結する。徴棄容は法律容であり、事

案審理は行わない。したが宅て破棄審が第一審の事実認定に誤りがあると平断

した場合は、原判決を破棄したうえで第一ー審に差し戻し、事案審理を"り直さ

せるととにすぶるa そのため破棄自判は比較的少ない。しかし社会主義の鰻拘賠、

1995年のロシア連邦仲銭師訟法典は控訴審制度を導入し、第一審、控訴審、破

棄容の三審制を定めていたぐ椛積「市場経済移行下ロシアの経済紛争」、 r神戸法学

年報j第13号、 1991年、 150'賀多照〉。

普遍裁半所においても、後述のように、治安判事舶の導入により、包ヲ再審制

が導入きれる。控訴審は、破棄審と異芯り、事実審理も行う.したがって、控

訴審において、第審の事案審理が不十分と判断された場合位、第ー審に差し

戻して審理のやり直しを命じるのではなく、自ら事案審理を行うことになる。

つま旬破棄自判の例が多〈なる。

治安判事を除いた還常の裁判の流れを整理すれば、次のようになる。

通常の事件は、まず地区〔市)人民裁判所が第容として審理する。第審

裁判は、民事も知事も、また上級裁幕開の行う第一審も、一人の職業議員判官と

三人の人民参審員によって行われる倒陣訴訟法典第15条、民事訴訟法奥第6

条)。地直(市〉人民裁判断の第ー審判決に不臓がある場合、刑事事件では、

被告人〈その弁護人、法定代理A)、被害者〈その代理人〉は破棄尉立をする

ことができ、検察官位、違法または根飽のない半決に対して異議申立をしなけ

ればならない明]事訴訟法典第:325条〉。民事事件では、当事者およびその他の

裁判拳加者は、破棄申立をすることができ、検事および副検事は、事件に参加

していな〈ても、違法または綴拠のない判決に対して破棄手続で異議申立する

ことができる(民事訴訟法奥第お2条λ こうして第二審〈破棄審〉が開始され

るが、それを行うの依州レベルく道・市・自治州・自治区も閉じだが、州で代
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表させる〉の裁キ所の民事合議部、刑漕合議部である。原半日腕が破棄され、第

一審に差し戻される栂舎を除けば、通常の裁判怯これで終了する.しかしまだ

監督審が残されている(後述)。

州レベルの裁事所〈民事合離部、 7刑事合議都)が第一審として審湿した事件

怯、ロ Yア共和国最高裁判所(民事合議部刑事合議官協)が破棄審を行う。破

棄審位、無罪判決を破棄・差し戻したり、弄肋三種すぎること、より刑の重い犯

罪に関する条項を適用すべきことを理由に、原判決を破棄・差し戻すことがで

きるが、自ら刑を重しまたはより賃い犯罪に関する条項を遣問して、原判闘

を変更することはできない。破棄審は、職業裁判官3人によって審理される

(刑事解除法奥第15条、民事訴訟法典J興事6条〉。

さてロシア共杭圃最高裁(民事舎議部、刑事合島監部)が第一審として審理し

た事件については、元来は破棄審は行われないことに征勺ていた。しかしこの

点について、 199ゆ年に訴訟訟の改正がなされ 最高裁に破棄部が新設されたこ

とは、既述のとおりである.そのきっかげとなったのは、 1998年7月6日の憲

法裁判所の判決である"憲法裁判所理組 1醐年6号ト9m，ζの事件の概要

は次のようである(( )内は蘇下の注釈)。

市民y ・グリー俗、加寓殺人と窃盗の罪で起訴さすk事件はロシア共和国量高裁刑事

合国腹部が第審として審理したゐ同刑事合議都は、 1圃6~9月 23E、被告人を有罪と認

め、懲役15竿を言い渡した。当時の刑事訴訟法奥第3師条第5項は、最高援の判決はよ

訴できないと定めていたeそこでシ.グり は、この規定は憲法に違反していると主張

し、草原法融'"，iに訴えたのである。蛮法裁判所は、刑事訴訟法奥第325条第s項を憲法
適反と認定した.現行憲法男知条第S墳は、「犯罪行為により有男判決を受けた者はす

べて、逮郊の法律の定め名手続zより、上級裁判所による字決の再容を求める権和Jを有
するJe規定しているからである〈ζの置の規定は、事件当時の目憲法に肱なかった〉。

〔ただし、憲法が線定している『寓鴇」の絡は、新鉦拠の発見等による「再審Jo場合

に周いられる言葉で.り、上訴、破棄申立などとは遭うq したが，て刑事訴訟法典の当
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該条項"遁竃ではないという解釈も可能であるJ

この憲法裁半断判決を受けて、刑事訴松法典第踊条第5項と、同様の規定

をおいていた民事訴松法典第お2条が削除・改正され、必要な条項が追加され

たcrロシア醐帥集』出畔1号5番〉。こうして現在では、最高裁が第一容
として審理した事件についても、破棄審を要求するととができるように訟q た。

次は監智容である。監督審俗、本来の審級制度の枠外のものであ畠が、便宜

的にここで取り上げることにする。監督容は、ソ迫・ロシアに独特の制度であ

る。これは、一種の再審制度であるが、新しい証拠¢発見によo通常の再審と

は別の制度である(もちろん通常の再審制度もあo)。それは、判決に鼠りが

あると判断された場合、 定の異国民申立権者(議事聞や検察柵測の指導部)の

申請により、当該裁判所の幹部会や上級裁判所によ勺て行われる。

この場合監督容は、事件の当事者@意思とは無関係に開始される点が特徴的

である.当事者が原判決に納得し、その結果を受け入れている場合でも、監智

審は行われるのである。他方で事件の当事者には、監督署障の開始を要求する権

利はない(実際には、異議申立植を有する検察官に、異議申立するよう請願す

るケ スも多いが、これt主権剰ではない)。この監悟容は、判闘が確定・発効

してら後、民事事件については無期限に隣障されうるし、刑陣事件についても、

受刑者に有利な方向では無甥限に、不利な方向では1年聞に限り(刑事訴訟法

泉第313条入開始されうる.

これ倍、近代法の事不再理の原則に反する制度である。法的安定住よりも、

真実原則を優先するソ連・ロシアの楼意識には適合的な破権主義的な司腕度であ

る。ッ逮 ロシアでは、「監毎」、「統制」が重要な園家機能のーっとみなされ

てきたく立法 行政・司法・統制の四権分立論もある〉こと位、これまでもし

ばしば論じてきたことがあるが、監筆者修の制瞳も、それと共通する精神に塞づ

くものである。監督審は、一つの事件につき、次々に反復されうるので、ソ連
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時代に倍、 .. 高でE回行われていjtoもともと社会主義下では、審級制度は杏

定的に解されていたが、結果的には度対に、屋上屋を架す審級帝度になってい

るわけであZ。
確定し、発効した劇肢について、監督容を随拾すべく異議申立を行うととが

できるのは、耕所・検察庁刊のような糊であ~ (網棚・民事裁判共
通〉。ソ連邦検事総長は、すぺての裁事所の判決について異議申立できる。ソ

111監督署臨が5回行われた例を1件紹句作する， Kが自分刊の車で走行中、受酒警官区に止
められ吋交沼違反で逃走中のTを追跡するよう協力を求めわれた。そζで"まEを霧
せてTを追跡 スピード4きだしすぎて岩に融史、率低大破した， Kは Hの所属する

市内務穆〈法人絡を有す)に、事の修理代を爾求して提訴した。 S人民裁判所肱、車
を逗転していたのはK自身であり、スピ-，のだしすぎも強制されたものではないと

して、輔求を棄却した， Kは破棄申立を行勺たが、破棄審の東カザフスタン州裁判所
民事合繊部も、原判決を承認した。これで通常の裁判怯終わりであるq しかしカザフ

共和国画検事長の奥靖申立により 監督署が始まった.最初の監督審" 東カザフス

タン州歳戦崩幹部会によって行われたが、同幹郎会も異議申立を舞惨事〈原判決支持)

したa同.'，食事長の真櫨申立によ旬、 2固聞の監督箸がカザフ共和国最高裁民事合組
怒で行われたが、ここでも異議ほ棄却された。さらに関雷撤事長の奥竃申立により、

3回Bの監督審が同僚商議斡郎会で行われたが、やはり異議は棄却された。そ乙で今
度ほソ連邦倹事次長治問量高銀総会に異穏を申し立て、後者により 4圃自の監智容が
行われた。しかし結果陪同じで、やはり原朝燥が議認された.そこで最後に、ソ連邦

最高畿長官がソ連邦・高蔵総会に具曹を申し立てた。後者怯、 5国自の監管署告を行い、
その結果それまでの全判決を酸素し、交通嘗官Hの遺跡命令と揖警との因果関係の解

明が木+分であるとし、第一審で審理をやり直すように命じた σソ連邦般寓磁週報J
E鈎8隼1号.)，
ω T1Vアの「諸島簿新聞J紙は、次のよう記述ぺている一理放の人遣はロシアの審級の
多さ巴'聴き、そこに裁期限慣の匠拠を見る.クールスタ州の場合、第一審民事判決の

邸%近〈が磁察審で磁調降きれているa裁判官の貨の低さと時閣の不足がとのような結

果を紹いでいる rr法律噺倒」拠年問号3頁)，
ω ソ連称明党の1袋詰9隼の、ぞれも検察官が異議申立した場合のみの統計であるが、検
察機関" 金民事噂件約'"万件刊のうち"万2千件@判決、金刑事事件約"万件のっ
ち13方1平件の制決舎監督手続で点検し、前宥のうちl万件、後零のうちl万8千件を
監督手畿で異議申立を行勺ている〈監督審飽半"による奥組申立の包容司院は、前者M
94. 9%、後者地処5.砂6である)，検察官の奥議申立による監督審だけでも、これだ
け行われているのである。 ζれに加えて、般事訴の長などの異繍申立に基づく監督審

があるわけである〈鮒稿「ゴルパチヲフ政抱下の刑事裁判ム『神戸法学維能J第41省
第4号、 19~年 HJ6E、 10刷頁参照)，
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通歩防食事次長およびロシア共和国検事長は、ロ円共和国最高裁幹部会の剰決

を除くすべての裁判所の判院について異議申立権を有する。州レベルの検事長

は、地恒〈市)人民裁判所の第一審判決、州レペルの裁判所の民事・刑事合議

都の破棄審判決について異議申立権を有する。ソ連邦是高裁判所長官は、ロシ

7共和習暖高裁の幹部会相1決、同民事・刑事合掻郎の第酔慨について、異

議申立権を有する。ソ連側最高裁判所副長官は、ロシア共和国歳高裁の民高・

刑事合盟都の第ー審判決について、異議申立権を有する。ロシア共紅圏最高裁

長官・副長官は、ロジア共和国最高裁事宇都会の判決を除く、ロシア共和国のす

べて¢裁戦所の戦決について異筆申立権を有する.州レベルの裁判所長は、地

区(同人民裁判所の第…審1判決、州レベルの裁判所の民事・刑事合議部の磁

棄審判決について異議申立穫を有する(刑事訴訟法泉第371条、民事訴訟法奥

第32~冊。

監督審を行う教学所は、次のようであ7.i(:刑障訴訟法典第釘4条、民事訴訟

法典第321条).まず州レベルの裁判所の幹剖会は、州レベルの裁判所の民感・

矧湾合議部が破棄審として下した判決や、地区〈市)人民裁判断の第一奮戦眠

(当事者が破棄申立・異議申立を行わず、確定した場合〉について監督容を行

九次にロシア共和国最高裁の民事・刑事合調陸部i志、州レペルの裁判所幹部会

の判決(監督審割決〉、州レベルの裁戦所の民事・刑事合自民部の判決(破棄審

判決、破棄申立されなかった第審朝決)を、監督審として審理す<.ロシア

共和国最高裁幹部会は、ロγ7共和国最高裁の民事・刑事合自民自協の判決(第一

審半決、被援審執決、監骨審判決)を監管審として審理する.既述のとおり、

ロシナ共和国最高毅総会は、監督審を含め、具体的事件の審理は行わない。

ソ迷邦が存在した時代は、さらにソ退路最高裁判所による監督審が行われた

α979年ソ連邦最高裁判所法第"峰、第26袋入ソ連邦最高裁絡会は、加盟共和

国 4例尤ばロシア共和国)最高裁の総会幹部会の判決〈監督審半決)につい

て、監督審を行う〈異議申立権者は、ソ連匁最高裁長官、ソ連邦検事総長)。
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さりにソ逮邦最高裁総会は、ソ連邦憲高裁民事・刑事・軍事合議部の判決につ

いても、監督審を行う〈異議申立権者は、ソ道夢噛高裁長官、ソ逮邦検事総長弘

またソ連邦般高裁の民事・刑夢合議婦は、加盟共和園最高裁の民事・.障合議

郁の第一審駒田についても、監督審を行う〈呉越申立権者俗、ゾ速邦最高裁長

官・副長官、ソ連邦検事総長・検事次長〉。

なお同一裁判官が、同じ事件の審理に二度関与することは許されない.例え

ば、ロシア共和園長高裁の民事合議部の判事が、同時に司シア共和島最高裁斡

省都会のメンパ である燭合、民事合議部で関与した事件(例えば鱗←容として)

について、再度斡部会で関与す.(例えば監督審として〉ことはできない.ま

た厩述のように、刑事事件の確定判決を監督審で審理する場合、無罪判決を覆

したり、刑を重〈し、また肱より重、河日罪に関する条項を適用する方向でそれ

を行うのは、 1年以内に隈られる(刑事訴訟法典第373条)。監督審は、 s人以

上の職業裁判官によって審狸される(刑事訴訟法典第15条、民事訴訟法典第6

条)。監督審@審理の対象位、異様申立の範囲に同固定されず、判決の内容金体

に及品この点にも監督容の職権主義的特徴が窺える倒雪崩訟法典第醐条、

民事訴訟法典第327;条)，

以上のよう包裁判の流れを整理すれば、次のようになる(ソ連邦最高裁も含

めているが九そ才を除げば、義本的には現在も同じ。ただし現在は、後述のよ

うに、治安判事が付け加わる。資料②も参照)。

①地区〈市〉 λ民訟判所(第ー君臨〉ー，州被判所民事・刑率合強調lC破棄審〉

→州裁判所野郎会〈監智容〉→ロシア共和国最高裁民事・刑事部〈監管審)→

ロシア共和国M陵高裁幹部会(監督審)-ソ連邦最高裁総会(監督審〉

②州裁剰所民事・河湾合議郎(第審)→ロシず共和国最高裁民事・刑事航

。破棄審)→ロシア共和国最高裁幹部会嘩督署-ソ連邦最高裁絡会〈監奮

審)

⑧oγア共和国最高熱民事・刑事部(第ー審)→ロシア共和国最高裁幹部
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会(監督審)-ソ連邦最高裁総会(監督審〉

③ロシア共枇圃最高裁反事・知事部〈第曾り→ゾ連邦最高裁民事・刑事部

(監督審)

⑥ソ逮邦通安高額民事・刑事・軍事合議都〈第一審)→ソ連邦最高裁総会(監

督審)

上のIIと②について位、当事者が策審割決に満足し、第二容が行われない

栂舎もありうる。その場合は、第一審からいきなり監信審に移行することにな

る。①の場合、ロνア共和国で俗、最大で4回の監情書が行われていたことに

なる。ロジア以外の他の加盟共和国では、加盟期'D国最高裁総会も監管奮を行q

ていたので、最大で五回行われていたわけである。ソ連邦の餅壊で、ロシアに

おける監督審は、最大で三固に滅うたe しかし監告審は、しばしば第}審から

審理のやり直しを命じるので、裁判が何回も反復されるケ スも多い。さらに

これに治安判事が加わるのである.

この独特の監督審は、何か補足的な制度といったものではなく、ソ連・ロシ

アの務剰において、まさに中銭的な制度とな勺ているB 従来の二審制の下では、

最高裁州第一審、第二審として具体的な事件を審理することは、例外的にしか

生じなかった。では最高裁は、まれにしか裁判を行わなかヲたのかというと、

そうではない。頻嶋に監督審を行勺ているので&る固最高裁俗主として監智審

議判所として機能しており、公表され、われわれが知ることのできる判例のほ

とんども、この監督審の戦決なのである。

きて1'98年。治安網j事法の制定で審級制度に変化が生じ、おω年8月、民事
訴訟法典および和J事訴訟法典が改正された"ロシア迫邦能令集，"0年飽号お"、

S斜8番)。治安判事の管繍事項については既に触れたので、ここでは審級上の

ι閣のみ取り上げる。治安半事制度の導入により、控訴審という概念が復活し
た〈震述のように、既に仲裁裁.所ではこの畿念は復活していた)。

治安1判事が関与する刑事事件について俗、治安判事による第→管、控訴審、
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破棄審の三審制になった.しかし民事事件について体、治安判事による第一容

と控訴審で適常の裁判は終了する@刑障理件の方が、より慎重な審理が求めら

れるからであろうか.いずれにしろ、その後監督審が行われるζとはあり得る。

より詳しく見れば、次のようである.

民事事件の楊合、治安判事の判決に不服の当事者およびその他の裁判参加者

は、地区裁判所に控訴することができる(民事訴訟法典第318の1)。地区裁判

所による控訴審は、一人の裁判官により、地阻裁半所による第一審と同じ手続

で行われる.地匝裁判所"、盤慨を棄却して治安半事の原判決を維持するか、

原半日悦支を変更するか、原字決を破棄して自判するか、原[綱決を破棄して事件を

終了するか、審湿なしで控訴を却下する(第318条の的。つまり原判院を破棄

して差し戻すということはない.この控訴審判膿は、破棄容を求めて上訴する

ことはできず、その言い設しと同時に発効する(第318条の10)図

刑司医事件の樋合、治安判事@判決に対して鐙訴権を有するのは、字決を受け

た者、その弁縫人および法律上の代理人、特別告訴人〈被害者およびその法律

上の代理人、被害者が死亡している場合のその近親者が、特別告訴人とはりう

る)、およびその代理人、ならびに敏審者およびその代理人である。検察官は、

治安判事の遣法または籾拠のない字決について、控訴審に異議申立する義務を

負う〈刑事訴訟法典第478条)。控訴審を行うの位、地区裁納所であり、一人の

裁鞍官が、地区裁平所による第一審手続と同じ手続で審理する(第488条、第

491条).事実審理も行われ各〈第487条〉。控訴審判決には次のような種類があ

り、破棄・差し戻しはない。¢治安判事の原判決を維持する、②宿罪判映を破

禦し、無罪事決を行うかまたは事件を終了させる、③有罪判決を破棄し、新し

い執決を下す、③無罪判閣を破棄し、有罪判決を下す、⑤原判決を変更する

噛 494条)。地区都新の控豚審判決は、破棄審を求めて、上級制所に破棄

申立、異議申立することができる(第副 8条).この点で、民事事件の審級制度

とは区別されている@
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治安''1事による裁判の後、謹訴審半決、破棄審判快(刑事事件の場合)と続

いた後で、監督審が行われ忍ことは当然ある。これは従来の手続で可能である.

しかし治安判事の判決が控訴・異議申立なしに確定した場合F監督審の手続ま、

新たに設ける必要がある。それは、 200C年8月の民事刑事訴松法典の改正に

よってなされた。このばあい監督署普を行うのは、州レベルの裁判所の幹奇話会で

ある(民事訴訟法奥第"1条第2項、刑事訴訟法典第374'条〉。監督審を求めて

異議申立しうるの1'，ロ γア漣邦最高裁長官副長官、州レペルの裁判開長、

ロシア連邦検事総長・次長、州レペルの検事長である G三議訴訟法典第:320条、

芳樺訴訟法奥第311条)。

第四節法ヒエラルヒーの保障システム

祉会主義の時代には、法のじエラルbーという観念が明確でなく、それを保

証する命度も存在しなかった。憲法続得噛を有するソ逮邦最高会援幹部会が、

連郊の憲法・法律に違反する加盟共和ヨの憲法・法律をコントロールできるだ

けであった。裁靭所は 法律解釈権を有さず〔これも最高会議斡郁会、 199。年

の改憲五地は最高会識が有する〉、法律令適用するだけとされていた固裁判所

は、下位法が上位法に違反していても、下位法を違法と認定することはでき忽

か勺た。一般には下位の法令ほど具体的な内容をもうているから、その下位法

(特に省庁の訓令〉を適用せざるを得なかった。上位法よりも下位法が事実上
ω 

優先するという逆転現象が隼じていたのである.

現代のロシアでほ、憲法裁判閣が違憲審査権を行使している。しかし憲法と

他の法令の関係ではなく、法律と下位法令の関係についての合法性審互主権はと

うなのか。また普通裁判所は、遺窓審査・合法性審査はできるのであろうか。

この点について憲法や着本的法禅の規定は必ずしも明確ではない.I!語揮120

111社会主義時代のこの点についての是正の試みについて、拙稿「社会主義的法治国家
論の検討〈下)Jσ神戸法学雑誌』第3s巻第4号、 1掲8年)rol 紛9-初1頁多照。
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条第2項は、 f割闘は、事件の審理に際して、国家機関またはその他の機閣

の法令が法律に適合しないことを確認したとき俗、法俸に従って判映を下す」

と規定Lている.これはロシア法の歴史において初めての規定である。下位法

令が法律に透度する場合、裁判所(普通および仲裁殺事冊〉は、違法な下位注

令を適用しなくてもよいという当然のことが、やっと認められたわけであ名。

レペグaフ最高裁長官が言うように、このよう芯「規範修」耐の実現は、(ロシ

アでは]裁判権の原則的に新しい権限」であ勺た"ロシア司出掛1年1号5，"，

この下位法令にほ、当然大統領令や政府決定も含まれるはずであZロζの場合
裁判聞は、違暗な下位法令を発した拠調に適切な処置をとるよう注愈を喚d起す

るが、違法な法令を破棄すること怯できず、したがって違法伝法令は直ちに無

効とな吾わけではないれロシユコワ『ロシア連邦憲法ヨメ Jタ ルJ1切8年、 14.

頁〕。

1996年の裁判システム法は、憲法の須定をさらに詳しく規定し直してい否。

その第5条第3項は、次のように定めている巴「裁判所は、事件の審理に際し

て、国家樹関もしくはその他の機鯛の法令、またi主役職者の法令が、ロシア逮

邦憲法、遠郊の燈法的法律、連邦の法律国際法の一般に承認された梼原員'1も

しくは諸規範、ロシア連邦の締結した条約、ロシア逮多曙成主体の憲法(憲章〉、

またはロジア速劃噛暗主体の法律に適合しないことを確認したときは、最大の

法的効力を有する法的伊定に従って判闘を下すんこの規定は、法規範のヒエ

ラルヒーを前提にして、下位法が上位訟に違反する場合一般について、 k位訟

を適用すべきと定めているのである。この規定からすると、普通裁判所〈仲裁

仰 ところ糾窓訟の注釈奮があげる事例会見ると、いずれも省庁の制令ばかりである

(オタユコフ緬『ロシア連邦竃法ヨメンタール'J19鈍年、 523買多照).つまり憲法第1
m条第2項のいう「国家織摘またはその他の機関の法令」と陰、省庁以下の法令に限
定して解釈されており、法律より下位にある大伊領令、政清決定.含まれでいむいか
のようである. 0シγでは伝濃約に、訓令等の下位法令の合法性はしばしば問題にさ

れてきたが、他方で夫議領令や政府務改定は不可侵でああかのよう6ごみなされてきた。
そのような思考は、現在ゐ続いているのであ..
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裁事訴)も違憲審査権を有するように解せられる。

ζの点についてロシア連邦最高裁総会は、 1995年10月31日「ゑ判権限の行使

に醸しての裁朝所によるロシア連邦憲法の遭阿の若平の開問題について』の決

定を採択している".シア連邦最高裁通報J1鈎6年1号〉。それによれば、裁判

所は、法律が憲法に違反していると確信したときは、その法律を適用せず、憲

法を直径晴周する。法俸が憲法に違反しているか否か不明確な場合は、憲法裁

判所法の定める手続に従い、裁判閣は憲法裁判所に質問す.ことになる。また

大統領令が憲法・法徳に違反していると朝断したとき俗、裁判所はその大統領

令は適用しない.

乙のように、最高裁判所の判断によれば、管週裁判聞も榛のヒエラルヒーに

従って、合憲性・合法性の判断をなし得ることに岱る。そしてその判断ができ
{ 

ない楊合は、憲法毅判所にその半断4を是仰くぐPのであるa允だ普遍教判戸所再は、上位

訟と違反する下位法を適用しむいことができ.だけで、当藤下位法を無効と宣

言し、その効力を失わせるということはできない〈ー般にロシアでは判例は先

例としての拘束カを有しないl.その点では憲法裁判所の犠限とほ区別される

のである。

最高裁判所はとのような解釈を示したわけでおるが、普通裁判所のこのよう

な法令審査指は、法律によって明閉されているわげではない。そこで下院は、

1鈎9年に「ロジア連邦窟法・連邦の法偉およびその他の規範的法令に対する鏡

範的法令の適合性を審査する一般管轄教学所の権限について」の法律案を可決

したが、上院が否決したため不成立となった。したがヲでこの点は、立法的に

• は空白のままということになる。

剛 この閃閣については、小謙図秋突民の御教示によ省とζろが大きい.同氏の研究が
現時点でt毒素発表吉本ので、ここでも欝鎗は避ける。
(制 このb百固について、 Tイズペスチャ」紙の記事は、次のように論じてい易.r訟判官
は、望要件の箸置に際して、具体的レペルの法規範にのみ指導される権利は低い。畿判
官ば実"'"機的?プロ チを遜t夕、当幾分野の法関係を権樹する法令の総体に筆づ〆
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さてここで、現代ロシア訟のヒエヲルヒーを示しておこう。

①憲法第l章(事醐'1)一憲法の他の規定は、第1宣伝に違反してはならない.

②憲法の他の章

@憲法的法律 ー般の法律は憲法油法律に違反しではならない。

④〔民法奥〕 民参法の中で、他の法律に対して優越的効力を有する。

⑤連邦の法樟

⑨大統領令

cr政府決定
⑧省庁の訓令 司法省に届け出て登録を受け(司出省がその合法性をチzッ

クする)‘公表しなければならない。

ラッチaシコ最高裁第一面長官によれば、過去数年間に、最高裁は、釘の政

府決定、'"の連邦省庁〈財政省、国防省、検察庁を含む〉の決定を違法と認

定したという"職金新聞J2001年5月31目"

おわりに

本績では、社会主輯朋犠後の裁判所制度の転候過程と、その現状を明らかに

してきた.現状帥咽点と現在進行中の新改革の動向については、触れること

ができなかった。ともあれこの間の改革を通して、一応「司法極の独立jの原

則は確立し、司法制度の近代化の出発点はできあが勺たと言える。しばしば言

及してきた200隼10月の第巴回全ロシア裁半宮大会において、パグライ憲法裁

判冊長官は、 1990年代、特にその後半の司法システムの刷新・民主化により、

立法・行政・司法の三権の対等な凋係が形成されたと語qている "0νァ司訟』

蜘 1年1号8買)。同じ大会で、レペジェフ歳高裁長官も、裁判所が規範統制権

、き.法令の所定のヒヱラルヒ に依拠Lて判決を篠沢すべきである。裁判所は、適周
すべき法律がより犬きな法的効力を与えわれているロシナ定法また弘法停に 致しな
い暢合位、朝決の言い置しに繍して、法令のヒエラルヒー@観点から優越性をもっ法
令に指導されるべきで怠る」σイズペスチャ』劉∞年10月5B). 
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(下位法令のよ位法令に対する適合性を審査する権末切を獲得したことによっ

て、裁判権は立法・執行権と均衡が保たれるようになづたと述ぺ、「今日、裁

判師で自分の権利を主張する可徳性に、事実上いかなる制限も低い」と諮らし

げに罵っている(同5賀〉。

ただ、制度的に怯司法権の温む立を保証す.体制が整備されてきたとはいえ、

ロシアの法文化措嘩は依然として低い。 1脚年11月には、司法権の独立を脅か

すような二つの領似の事件が発生した。一つは、 11月16目、サシクト・ペテル

プルク市の地区裁判所のある法廷において、銭判官が被疑者の勾留を解〈決定

を言い渡ιた瞬間、銃を持ち覆面した特鎌郷隊が法廷に乱入し、何の文書も示
さないまま被疑者を連行して行ったという事粋である.法廷の混説で負傷者や

財産の損害が生じた.もう?つは、 11月26目、モスクワ市の駐屯地軍事裁判所

の法廷においで、裁判長治招人@元議邦保安局員(旧KGB要員)に無罪判酬

を言い渡したところ、私胞の連邦保安局員が法廷に侵入L、在廷者に平静を保

つように言うとともに、無罪になった2人の逮捕を宣言したという事件である。

ζの事件は、裁判長が、まだ裁判は終わqていないと一喝したため、事件は収

まったという。金ロシア裁判官評議会幹部会は事件に抗自民し、横察庁と内務省

に訴えたが、何も問題は抱いという問答だったという ('0シ7司法』倉醐年2

号2-4買、間以澗1年l号同更、『イズペスチャ，.蝉盟月18日〉。

(輔日明1年賦ロシア蜘蜘ス吋、加問糊討し)
新刑事害時隊法典が骨むさされた。本稿陣、それ以前の段階のものであるa
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資料①

裁判所の組織図

ー語通記 最高観判所

総会

幹部会

破棄都

良司属部刺司匹菌3軍事館

最高仲扱.. 判所

総会

斡都会

1ω 

民議合議鶴行政会議部

州レペルの.. 判所

幹遺骨会

管区軍事裁判所11 管区併議議判所

民事補 刑事編

連邦相脅威主体

憲法(憲章)裁絢所

駐屯地軍事裁戦崩

ロシア速邦管絡

連邦情威主体管犠

持郎会

民事合議郵行政合酸l郷

連邦構成主体仲義裁判所

草寺"会

裁判金書.'"
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資料②

審級制度

〈民事) (刑事)

拍安判事 第一審弾ー審

地区裁判所 〈控訴審)(控訴審) 第ー審

州問 | l l 〈吋
「民事'刑軸諸都 1 "'i審〕時 箪一審

ロシア醐醐 j 1 j ↓ (問
民事・刑事・軍事合職部一 〈監督審)(監督審) (監督審， (破棄審} 捕一審

1 1 1 1槽
幹部会 監督審監督審監督審 監督審監督署

総会

( )内はとぴ蝕される楊合もある。
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資料③

ロンア白司法制度関係法令リスト

ソ連邦

1 9 7 7年 憲法

1 S 7 9年11月最高裁判所法

1 1月仲裁委員会議

1 1月弁鰻士法

1 980年 6月 裁判所構成釜本法 (58年法の全面改主)

9月 '1"法金銭規程
1 9 8 1年 6月 公署員による市民の権刺侵害行為提訴手締法

1 9 8 8隼 12月憲法改正

1 98 g年 8月裁制官地位法

1 1月 公費員による市民の権利侵害行為提訴手続出改正

裁判所不敬責任法

裁判所構成重本法

裁湘官資絡協議会規程

裁判官資格評価規程

1u 

貌卒官規律責任、裁判官・人民怠審員りコール・径0"情
了前解任梶曙

1 989年 12月憲法改正

憲法監智法

1 9 9 0隼 12月京商改正

1 9 9 1年 5月 最高仲裁裁判所法

5月 最高仲裁観判所経済紛争解決手続法
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ロシア

1 976年 5~ ロシア共和国裁判断裁判官修体質任規曜

1 9 1 8年 憲法

1 9 8 1年7月 裁判所構成法

1 9 8 1年7月 地区(市〉人民裁判所選考詳法

1 9 8 1年7月 地区(市〉人民裁判間人民裁判官・人民参審員ワコ ル

手続法

19891:手10月憲法改正

1 2月 寒気靭官資格歯車員会選挙・活動組織化手続温程

裁半官代表者会議招集・実施手続規程

1 990年 2月 裁判官規律責任、裁判官・人民参審員リコール・任期満

了前解任規程

1 2月憲法改E

199 1年 5月憲法改正

1 9 9 Z年

1 9 9 3年

7月 仲裁裁判所法

1 1月

3月

4月

5月

6月

6月

7月

4月

憲法裁判所法

憲法改正

仲裁訴訟法典

憲法改正

裁判所槻成法改正

裁判官地位法

仲裁裁，~所法改E

裁判所構成法改正

市民の権1引j・自由侵害行為等提訴法

裁判官地位法改正
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5月 裁判官資格協議会視程

裁判官資格評価視程

[ 2月憲法

1 9 9 4年 7月憲法裁判所法

[ [月 裁判所構成法改正

[ 2月 軍事裁判所・軍事法務機聞の組織・活動φ諸問題につい

ての訟律

1 9 9 5年 4月仲裁裁判所法

裁判官、法維持機関・統制機関投職者国家保護法

6月仲裁訴訟法典

裁判権力機関勤務員社会的保護追加保証(大統領令)

6月 裁判官地位法改正

1 9 9 6年 1月 裁判官・裁判所事務職員社会的保護追加保証法

B月 裁判所活動保証追加措置(大統領令)

8月 最高裁判所・最高仲裁裁判所の活動保証について〔大統

領令〉

[ 2月裁判システム桔

1 9 9 7年 1月 裁判所裁判官職務給増額について(大統領)

7月裁判I執行官法

執行手続法

1 9 9 8年 1月 最高裁判所付属裁判事務局法

[ 2月治安判事法

1 999年 z月裁判所財政法
[ 2月恰安判事定員法

2 0 0 0年 1月人民参審員法



114 神戸法学年報第17号〈脚。

資料④

1996年ロシア連邦裁判システム法

crロシア連邦法令集J1田7年1号1番)

第，.総則

第"..批判権
1 ロシナ連邦における裁恥権は、議制所にようてのみ、すなわち裁事官な

らびに法律の定める手続によって裁判権ゴ鰻の行使民多加する陪審員、メ民

多審員および仲裁診審員にによ勺てのみ行使される。他のいかなる機関お

よび人も、裁判権限の行使を引き受ける権利を有しない。

2 裁判権は自主的であり、立法纏および執行機から独立に作用する.

3 裁.噛は、憲法訴訟、民事訴2語、行政訴訟および刑事訴怯手続をとおし

て行使される.

第2条訟判システムに闘する法令

ロシア連邦における裁判システムは、ロシア距曙法および連郊のこの康

法的法律によって定められる。

第3条 .. 判システムの続ー性

ロシア逮邦の裁判システムの統一性は、次の方法によって保証され'0
ロシア連邦'.強および逮郊のこの憲法的法律による裁判システムの確定

すべての連邦噛半所および治安判事による連邦の法律の定める訴訟規則の

遵守

すべての裁浄析によるロシア連邦憲法、連邦の権法的法律、連邦の法律、

ー般に承認された宙滞法上の崎原則および賭鼠鹿、ロシア逮郊の締結した国

際条約、はらびにロシア迫邦構成主体の産法〈憲章〉およびその他の法律の

適用
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発効した裁判所の筒決定間決を含む〕をロシア連邦全領土において執行

する議務の承認

裁*'宮の地位の統ー性の立法的纏定

速邦裁*'所および治安判事の経費¢速邦予算からの支出

第4条 ロシア連邦における畿判所

1 ロシア連邦におげる裁朝権限俗、ロシア連邦憲法および逮郊のこの憲法

的法律に従qて段置寄れた裁判所によーでのみ行使される。非常裁判所お

よび遠郊のこの賓法的法律に策定されていない裁判所の倉隠却ま許されない。

2 司シア連邦においては、速歩陽花戦師、なら出こロジア連邦構成主体の憲

法(憲章)裁判師および治安判事が活動し、それらはE シア連邦裁刑シス

テムを構成する.

s 連邦裁判所には、以下のものがある。

ロシア逮邦憲法裁判所

般管轄の連邦裁判所システムを構成するロシア連邦最高税収所、共和

国原高銭判所、道・州銭1問所、連邦構成市裁判所、自治州教学所、自治区

裁判所、地区裁判所、軍事裁判所および特別裁判所

連邦仲裁裁判府システムを構成す6ロシア連邦E最高仲殺裁半月庁、連邦管

区仲裁裁判所、ロシア遂邦布信感」主体の仲裁裁判所

4 ロシア速邦制隆晴主体の裁執所には 』み下のものがある。

ロシア連邦構暗主体の憲法〈窓重量〉裁判所およびロシア連邦構成主体の

一般管轄の裁判官である治安判事

第5条総判所の自主性と裁判官の独立性

1 裁戦訴は、ロシア逮邦憲法および法律にのみ従い、いかなる者の意思か

らも独立に、自主的に裁朝権を行使する。

2 裁判官ならびに裁判間関の行使に参加する陪審員、人民参審員および仲

裁参審員は独立であり、ロシア速報憲法および法律にのみ従むその独立
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性の保証位、ロ γア連邦蜜法および連邦の法律によって定めbれる。

s 裁判所は、事件の審理に際して、国家報提関もしくはその他の機関、また
低役職者の法令が、ロシア連邦憲法、連邦の憲法的法樟、連邦の法律~

般的に認められた国穿法上の諺原測もしくは諸規範、ロシア連邦の続結し

た国際条約、またはロν7連邦構成主体の憲法(憲章〉もし〈はロシア連

邦構成主体の出待に適合しないことを確認した企きは、最大の法律的効力

を有する法的規定に従って判決を下す.

4 ロシア迫郊において、裁判所の自主性および貌判官の独立性を否定し、

またほ制限するような法律およびその他の規範的法令を発することはでき

fよL、。

5 裁戦闘'よらびに裁事権限の行使に参加する階審員、人民参審員および仲

裁診審員に不法な影'を与え、また肱裁期所の活動へのその他の介入を行う

たことに有貨の者は、連邦の法律の定める責任を負う。裁事所の権力的機

能を等った者は、刑法に従って罰せられる。

錦8条貌釈所の判決の強制力

l 連多聞A判所、ならびにロシア逮郵構成主体の治安判事および裁剰所の発

効した帯決・決定、ならびにそれらの合法的命令、要求、依頼、呼びかけ

およびその他の訴えは、例外なしにすべての国家権力諸機関、地方自治諸

機関、社会図体、役職者、ならびにその他の人および法人にとうて強制力

を有し、ロシア連邦全領土で確実に執仔されなげればなbない。

2 裁判所の判決・決定の不履行、および裁判所に対するその他の不敬の現

象は、連邦の法律の定める責任を問われる。

s 外国の裁判所、ならびに国際的な裁判所および仲裁機関の判決・決定の

ロνア逮邦領土上におげる強制力iムロシア連邦の条荊によ勺て定められ

る。
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第7条迭律および裁判所の下における万人の平等

1 すべての者は、法律および裁判明の下において平等である。

2 裁判所俗、国家的・社会的・性的・人種的・民族的・言語的もしくは政

治的帰属を指標として、またはその臨身、財産状態、離務状態、居住地、

出生地、宗教への態度、信条、もL<は社会図体への加入を理由として、
その他連邦 D法律の定めていない板拠に基づいて何らかの筏珂、人、また

怯際限参加の当事者に優先権を認めることはでき忽い。

第"長 '"判組閣待使への市民の書加

しロシア連邦市民は、連邦の法担軽の定める手続において、裁判権限の行使

に参加する権利を有する.

2 陪審員、人民参審員および仲裁参審員の裁事権隈行使への者参加は、市民

の義務であo.

3 裁判権限行使へ参加する市民の必要条件は、連邦の法律によって定めら

れる.

4 陪君臨員、人民話彦事署員および仲裁参審員には、その裁判権限行使への参加

の時聞に応じて、連邦予算から報酬が支払われる.

第8条訟判所の活動の公開性

すべての裁判所において、事件の審理は公開である。非A聞による事件の

審理は、逮郊の法律の定める暢合民許される。

第10条 縫判所における欝訟手儀および事務手続の書簡

1 ロシア逮邦憲法裁判所、ロシア逮邦最高裁朝戸降、ロシγ連邦最高仲裁鍍

判所、その他の仲義裁判所および軍事裁判所におけ.訴訟手続および事務

手績は、ロシア逮邦の国露である悶ジア跨で行われo.その他の連邦の普

通裁判所における訴訟手綾および事務手続は、そ¢裁判明が存在する共和

国の国語を周いるとともできる.

2 治安司岡事および連邦構成主体その他の裁判所における訴訟手続および事
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務手続は、ロシア語またはその裁事冊が存在する共和国の匡瞳で行われる。

3 裁判手続で悶いられる言語を修得していない事件の参加者には、母語ま

たはその自由に選択した任意@交流誌で発言し 説明を行う権利、および

通訳サーピスを利用する権利が保障され'0

第"陸 ロシア連邦における裁判官の地位の基本立原則

第11集裁判官

1 裁1岡官とは、ロシア連邦憲法および連邦のこの憲法的法律によって、裁

判制限を行使す忍権限を与えられ、専門職として自らの喰務を遂行する者

のことをいう。

2. 10年以上の畿判官としての職務経歴を有し、辞職した者は、名誉裁判官

とみなれ名誉裁半帽隊、連邦の法律の定める手続により、裁判官として

裁判樹観の行使に復帰させることができる。

3 裁判官には、国家の負担により、その高い地位にふさわしい物質的保証

および社会生活上の保証が与えられる.戯判官の賃金〈金銭報!IIOは、そ

の喰務にある全鉱J却にわたって減じることはできない。

鱗12条裁判官の地位の統ー性

ロシア逮郊におげる全裁半円蓄は伺 の地位を有し、権限および権能におい

てのみ区別される。個々のカテゴリーの裁判障の法的地位の相違点は、連郊

の法律によ。て、ま?と連邦の法律がそのように規定してい各場合はロ~ア連

邦構成主体の法律にょうても定められる。

第13条裁判官の権限の付与手続

1 ロジア逮邦軍阪法裁判聞の裁判官の権限の付与手続は、ロγ7連邦準ま稔お

よび連邦の憲法的法律によって定められ'0
2 ロジア連邦最高裁判断長官、およびロジ?連邦最高仲畿裁判所長官は、

これら戯執所の裁判官資格協議会の結論に基づいたロシア連邦大統領の鑓
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案により、ロシア連邦嘩会連発車によヲて職暗に任命される。

S ロシア迫邦最史商事k判所および司シア連邦最高仲裁裁半所の副長官および

その他の議訓官は、それぞれロシア連邦最高裁判所長官またはロシア連邦

最高仲裁裁持師長官の提案およびこれら毅判所の裁判官資格協議会の結論

に革づいたロシア連邦大統領の提案により、ロシア連邦議会連開実によっ

て職務に任命寄れる。

4 軍事裁判断裁判官除、当該裁半所の義制官資格協議会の結論に基づいた

ロシナ連邦最高裁判所長官の提案により、ロシア連邦大統領によ唱て職務

に任命される。軍事識判所所長および面所長は、ロシア連邦最高義執用資

格協縮会の結論に2基づいたロシア逮邦最d高裁判所長官の提案により、ロシ
ア連邦大統領によ qて職務に任命され.。

5 連邦管区仲裁裁判所載判官，，-対応する連邦機扇珪休の立法〈代表〉園

家権力機関の提案審考慮に入れ、かっこれら鋭戦所の裁判官資格箆端会の

結論に基づいたロシア連邦最高中裁裁判所長官の提案により、ロシア連邦

大銃領によ勺て職務に任命きれる。連邦管区仲裁訟判所の長官および副長

官は、対応するロシア連邦構成主体の立法(代表〉園家権力機測の提案を

考慮に入れ、かっロシア連邦最高裁判官資格協議会の結論に基づいたロシ

ア連邦最高仲裁裁靭所長官の提案により、ロνア連邦大統領によって職務

に任命される。

6 共和圃最高裁判所、温・州裁判冊、逮捕権成市の訟本所、および自治州・

自治区の裁平所の裁平官、はらびに地区裁判所の裁判官(その所長および

副所長を含む〕は、これら裁判明の裁判官資格協議会の結論に基づき、か

っ対応するロジア遮多防省成主体の立法(代表〉園家権力機関の合意を得た

ロシア連邦場高裁判所長官の提案により、ロシア連邦大統領によって職務

に任命される.共和国最高設相晴、道・州裁判所、逮釘噛成市の裁判所、

抱よぴ自治州・自治区の裁，~所の所長および副所長は、ロシア速県唱高裁
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相官資格箇議会の結輸に基づき、かっ対応するロシア連邦構成主体の立法

(代表〉国家権力機聞の合意を得たロシア連邦最高裁判所長官の提案によ

り、ロシア連邦大統領によーて職務に任命される。

7 ロシア連邦構成主体の仲裁裁朝所の裁判官は、当該裁制所の裁判官資格

協議会の結論に基づき、かっ対応するロ γア連邦機感三主体の立法(代表)

国家権力働喝の合意を得たロシア連邦綾高仲裁裁判所長官の提嘩により、

1:1;/ア連邦大統領によって職務に任命8れる。ロシア逮郊構成主体のゆ裁

裁判所の所長および副師長除、ロシア連邦最高裁判官資格燭議会の結論に

基づき、かっ対応するcvア迎邦構成主体の立法(代表〉国家権力機関の

合意を得たロシア連邦最高仲裁裁判所長官の提案により、ロシア連邦大統

領によって職務に任命される。

8 治安判事ならびにロシア逮邦構成主体の密接(憲章〉裁剤師の裁事官、

同長官および副長官は、ロシア連邦構成主体の法律の定める手鳴により、

職閣に任命曙出)される。

e 裁判官の職務への候傭者の選抜は、磁争原理に基づいて行われるa
第1~陸連邦裁判所裁判官の佳期

連邦裁判所の裁判官の権躍は、ロシγ連邦窓法または連邦の憲法的法律に

よって別聞の定めがはい限り、ーをの期聞によ弓て制限されることtまない。

第16条裁平官の身分保障

1 裁判官は更迭されることはない。裁判官を、その同意なしに他の職務ま

たは他の裁判所の職務に任命(選出〉すること誌できない。

2 裁判官の権限は、対応する裁判官資格協議会の決定によ qてのみ、終了

または停止させるζ とができる。裁判官が 定の期限付きで、または一

定の年齢に速するまでという条件で任命(選出)されている場合は、その

権限は、それぞれこの期間の満了またはこの年齢への到達によって終了し

たとみなされる。
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"1'条裁判官の不可慢性

裁事官依不可侵である.裁判官の不可侵伎の保閣は、連邦の法律によって

定められる。

第3章裁判所

第17条裁判所の創設および廃止手続

1.ロνア逮邦怠訟に従って倉融されたロシア連邦憲法裁判所、ロシア連邦

最高裁事冊、およびロシア連邦最高伸被裁判所は、ロシア違妻置法の改正

の方法によヮてのみ廃止す.ことができる。他の連邦裁判所は、連邦D法

律によヲてのみ創霞され廃止される.

2 ロシア連邦構成主休の治安判事の職務および憲法〈車掌)裁車所は、ロ

シア退多噛成主体の法律によって禽設され、廃止される。

3 いかな畠裁ボ所も、その管絡に服する裁判権限の行使の諮問題が、向"寺

に他の裁李所の管轄に委ねられない隈り、廃止することはできない。

第四集 ロνア連邦憲法銭判所

1 ロシア進歩区'法裁判所は、窓法訴訟手続をとおして、自主的かっ独立に

司法権を行使すn.法統制裁判機関である。
2 ロシア連邦憲法裁半所の権調、形成手続および活動手続は、逮郊の憲法

的法律によって定められる。

第"条 ロシア連邦鰻高裁判所

1 ロシア連邦疲高裁朝所は、民事事件、知事事件、行政事件およびー般管

稽の裁字冊の審理に服するその他の事件についての最高裁判機関である。

2 ロシア連邦最高裁割所は、軍事裁判所および連邦特別裁執所を含め、

般管輔の裁判開の活動に対する裁判監管を、連邦の法律の定める訴訟形態

において実施する.

3 ロシア連邦最高裁朝所は、その権限の範囲内で、第二審裁卒所として、
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監督手続によって、新たに明らかになって事情に基づ〈再審において、さ

らに違郊の法J俸の定める場合同捕ー審の裁判所としても、事件を審理す

る。

4 ロシア連邦最高裁判所路、共和国最高裁判問、道ω。裁判所.連邦構
成市裁期冊、自治州裁判所、自治区銭判所、ならぴ~軍管区、艦隊、軍傭

隊および軍隊集団の軍事裁平所との関係において、直接のよ級審となる。

5 ロシア連邦最高畿剰F閉ま、裁網実務の諸問題ついて、解説を与える。

6 ロシ7連邦最高裁判所の抱司問、形成手続および活動手続は、連邦の憲法

的法律によって定められ容。

"'20象共和国最高裁判風進酬畿判所、連邦構成市裁判所自治州裁判

所、および自治区裁判所

1 共和国最高裁判所、道〈州裁判所、連邦構成市殺事帽、自治州観戦瞬、

および自治区裁判所は、その権限の範圏内で、第一審裁判所として、第三

審裁判断として、監督手続によ勺て、および新たに明らかにな qて$情に

基づ〈再審において、事件骨量審理する。

2 本条第1項民列者声された裁;fI.所は、対応するロシア逮夢晴成己主体の領土

上で機能している地玄殺事情との関係において、直接の上級容となる。

3 本条第1項に列挙された裁判所の権隈、形成手続および活動手続は、連

邦の憲法的法律によって定められる。

第21象地区銭判所

1 地直裁幕府は、その権鳳の範囲内で、第審裁判所および第三審裁判所

として事件を審理し、連郊の銀法的法律の定めるその他の権限を行使する。

2 地活裁判所は、対応する裁判地区¢領土よで機能している治安判事との

関係において、直接の上級審と低る。

8 地直義判所の権限、形成手続および活動手篠弘連邦の恵法的法律によっ

て定められる。
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第22条軍事訟判所

1 軍事裁判所は‘部豚および艦隊の配日属地に、地域原則に基づ、て股置さ

れ、連邦の訟律によって寧噛が定められている商輔、機関および施設にお

いて裁判権を行使する.

2 軍事裁判所は、その権限の範圏内で、第一審裁判閣として、第二審裁判

所として、監管手続によーで、および新たに発見された事情による再審に

おいて、専件を審理する。

3 軍事裁判断の権輔、形成手続および活動手続は、逮郊の憲法的法律によっ

て定められる。

臨時 ロシア連邦鎌高仲裁裁判晴

1 ロシア連邦最高仲裁裁事闘は、仲裁裁事所によ勺て審塑されあ経溺紛争

およびそ¢他の事件の解決のための最上級事食判機閣である。

2 ロシア遁邦最高仲裁裁判所は、迎邦管区仲設裁引所およびロシア連邦構

成主体仲裁裁戦所との関係において上級審である。

8 ロシア連邦最高仲裁松判所は、連郊の法律の定める訴訟形態において、

仲着実験剤断の活動乙対する裁判監管を行う。

4 ロシア連邦最高仲裁裁割訴は、連邦の法律に従い、第一脅裁判所として、

監嘗手続によーて、および新たに発見された事情による再審において、事

件を審理する.

5 ロシア連邦康高仲毅裁判所，，-畿戦実務の諸問題について、解践を与え

る.

6 ロシア連邦最高仲裁裁割所の権限、形成手続および活動手緯は、連邦の

憲法的法律によづて定められる。

第24条連邦管区仲裁議事所

1 適剣晴区仲裁裁判所は、その権限の範囲内で、破棄審裁判所として、お

よび新たに発見された事情に塞づいて、事件を審理する。
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2 連邦管区仲裁裁判所i之、対応する裁判管区の領土上で活動しでいるロシ

ア追邦構成主体伸緩裁判断との関係において、上級審となる。

B 連邦管区仲裁裁判所の権問、形成手続および活動手続は、連邦の憲法的

法律によって定められ'0
篠25条包シア連邦傭威主体伸機織判所

1. ，:，シア連邦構成主体仲裁講義戦所は‘その権限の範圏内で、第一審裁字原

として、控訴審裁判所として、および新たに発見された事情に葦づく再審

において、事件を審理す'0
2 ロi/'T連邦構成主体仲裁裁判聞の権隈、 ffl成手続および活動手続倍、連

邦の憲強的法簿によ勺て定められる。

第26条連邦特別費低利所

1 民事および市政事件の審理のための連邦晴別裁判所は、連邦のこの憲法

的法律の改正・補足の方法で吸置される.

2 連邦晴別裁判所の権限、形成手続および活動宇佐は、連邦の憲法的法律

侃よって定められる。

鮪27条 ロシア連邦嶋威主体槽溶(麿意〉畿字所

1. '，0ジア連邦構成主体は、ロシア連邦構成主体の法県ロシア連制繍成主

体の画家権力諸機関の競箆曲法令、およびロシア連現晴成主体の地方自治

楕機関の規範的法令の、ロ γア連邦梅成主体の憲法〈憲章)への適合性の

問題め審理のために、ならびにロシア速歩曙成主体の憲法〈憲章)の解釈

のために、ロシア連邦構成主体憲法(憲章〉裁判所を設置す.ことができ

る。

2 ロシア連邦構成主体憲法(憲章)殺事E何費用t式、当稜ロシア静曙成

主体の予算からの支出によ。て賄われる.

s ロシア連安防脅威主体憲法(憲章)裁判所怯、ロジア逮捕轍主体の法J俸
の定める手続きに従い、その権限に闘わる諸問幅を審理する。
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4 その抱腐の範囲内で採択されたロシア逮邦構成主体纏法(憲章〉裁判所

の判決を、他の裁1問所が審理し直すζとはできない。

務28条治安判事

1 治安判事は、その権限の範圏内で、民事、行政および刑事事件を、第

審裁判所として審理する。

2、治安判事の権限および活動手続は、海邦の法律およびロシア退邦有毒暗主

体の法律によって定められる。

第4章結びの諸想定

"'"条慮字官団体の縮機関

1 裁判機の担い手としての観判官の利益を表現するために、連邦の法俸の

定める手続により、裁判官司体の響機嗣が形成される。

2 裁判官団体の最高機関は、金ロシア裁判官大会マあり、それはロシア連

多噛判官評議会およびロシア連邦最高裁細管資格協儀会を形成するσ

3 裁判官理体の諸機関の権限および構成手続は、連邦の法律にようて定め

られ否。

鮪8か~裁判所の活動の保笹

1 ロシア連努漕語講判所、ロシア連邦最高裁判所、およびロ γア静曙高

仲裁裁事所の活動の保証は、これら裁判所の事君臨機構によ qでなされるa

2 一般管轄のその他の畿判断の活動の保証は、ロクア連邦量高裁判所付属

載;.'j!IJl事務局によって保証される.

3 その他の中裁鋭戦闘の活動@保'"ま、 oシ7連邦最高仲裁裁判所によっ

てなされる。

第:31象 ロシア連邦最禽貌判所付属裁判事療局

1 ロシア連邦最高義割所付属裁判事務局、およびそのシステムに入qてい

る諸機関は、 般管緒の裁納所および裁判官団体の諸機関の活動を組織的
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に保証し、必要な椿資源をその処盤に委ねる。

2 ロシア遠邦最高裁字所付属裁判事務局長は、ロシア連邦訟判宮評議会の

同意を得て、ロシア連邦最高裁判所長官によってその職務に任命され、そ

の聡惑から解任されあ。

s ロシア逮邦最高裁判所付属裁半事務局の勤務員は、国家公務員である。
それには官位その他の特別称号が与えられる。

4 ロシア連邦最高裁判所付屍裁判事器局は、法人である。

5 ロシア連邦最高裁判所付属裁判事務局およびそのシステムに入っている

諸機関の構造、権限および活動手続は、連郊の法律伝よって定められる。

傭鍵議裁判所の事務機構

1 裁判所の事務機構は、裁薄所の仕事を保証し、当該裁判所の長に従う。

2 裁判所の事務機構の勤務員は園家公費員であり、富位その他の特別称号

が与えられ、軍事裁判所の場合は、軍事祢号も与えることができる。

第四条訟判所の財政

1 裁判所の財政は、逮邦の法律に従L¥裁剃権閣の完全かっ強立の行使の

可能性を保証しなければな勺恕い。

2 司>ア連邦慮法裁.所、一般管舗の裁判所、伸哉書見事柵およぴ治安判事

の財政は、連邦の法律にょうて承認された基準に基づいて実現され、連邦

予算の中で独立した項目として妃載される。

3 ロシア連邦政府は、連邦予算案の裁判所財政の部分の策定に当たっては、

ロシア連邦憲法裁判所長官、ロシア連邦長高裁判所長官、ロシ7連邦最高

仲裁毅判所長官、ロシア連邦最高裁判所付属裁判事務局長、およびロシア

連邦裁判官評議会と相互に調整する。ロシア連邦政府は、不一致が存在す

る場合は、当日亥裁判所、ロシア連邦最高裁判所付属裁判事務局、およびロ

シア連邦裁判官評議会の提案を、自らの意見を付して、連邦予算家に添付

す'0
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4 ロシア連邦憲法裁判所、ロジア速多曙高裁判所、ロシア逮邦破高仲裁裁

判所、およびロシア連邦裁判官評議会の代表、ならびにロシア連邦最高裁

判所付属裁卒事務局長怯、ロジア逮多民恵邦議会の予算案の審議に、参加す

る偉利を有する。

6 識字所の財政のために分与吉れた当該財政年度の予算額、または分与す

べき次期財政年度の予算額は、金ロシア裁判官大会またはロシア連邦裁判

官評議会の同愈を得てのみ、減額することができるa

第34義裁判所にお廿.国家権力@象徴

: 識字所の建物にはロシア連邦国旗が掲揚され、法廷にはロシア連邦国旗

およびロシア連邦亘聖堂のマークが股置される.裁判所の建物には、ロシア

連邦期成主体の旗も縄げることができ、法廷にはロシア連邦構成主体の旗

およびロシア進歩晴成主体の国章のマ タを故置すあ ζとができる。

2 裁判官は、裁判権限の行使に際して、マントを着用するか、またはその

職務を表すその他の表象を示すものとする.

""章連郊のこの憲法的法律の施行手続

臨時連邦のこの憲法酌法律の酎予期日

1 連邦のこの憲法的法律は、 1997，年1月1日より施行される。

z. 19陥1年7月8自の「ロシア共和国議判所構成法jおよびその後白その改
E ・追加(ロシア共和国噸高畿通報1981年"号'"香、ロシ7連邦人民代

議長大会・最高会議遜報199~芋:27号1おO番、初号1794番、 19幻年却号1313

番、ロジア漣邦立法集印刷年訟号3初日番)のうち、追邦のとの憲法的法律

に違反しない部分は、なおも適用される園

3. 1鉛凶手8月25国販のゾ連邦の軍3法会諸規程(ソ遁邦銭高裁通報19'防年21

号5品番)のうち、連郊のこの憲法的法律に違反しない部分は、なおも適

用される。
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4 逮郊のこの憲法的法律の第33条第2項の、暴績に基づく裁納所の財政の

部分は、しかるべき連邦の法律の施斤@日に施行される。

5 軍事裁2容所に関する連邦の憲法的法律が施行されるまで、軍事裁判所の

財政および物質的・銭術的保証は、「軍事裁判所および軍事裁判所の諸機

閣の組織化および活動の若干の諸問題について」の連邦の法律の定める手

続に従って実現される.

第36条 違郊のこの構法的迭律の施行後のー般管線機判所の訴訟手続の特殊性

1 連邦のこの憲法的法律の施行以前に形成された地区(市)義利所は、地

区裁判所とみなされる。

2 控訴手続または破棄手続で事件を審理する裁削所は 第一容裁やl所との

関係において上級審とみなされo.監替手続で事件を審理する裁字所路、

その事件の判決をo.JIiJ採択した裁判所との関漏において、上級審とみなさ

れる園

s 連邦のとの憲法的法律の施行は、既に審理が開始されていた事件の裁判
所。鱗成には、変更をもたらさない。

第37録裁判官、人民多客員および仲裁.. 審員の任期

連邦のとの憲法的法律の施行以後、ロシγ連邦のすべての耕輔の裁判陪、

人民参審員および件毅参審員は、これらの者が選出〈任命〉された際の任期

が満了するまで、その権限を熊持する。

第38条裁判システムの改革措置の財政形成手続

1 裁判 γステムの改革と関連した措置の財政支出は、連邦予算の独立した

項目で定めりれる。

2. 19例年1~ 1日以降、ロシア連邦司惟省の部局の定員払軍事裁期所を

除いて、裁期l所の財政および活動保証と錆びついたその仕事の分量に比例

して、ロシア連邦最高裁判所付属裁割岬務局に引き寵され、同じ蜘司区、

ロシア連邦司法省の対応する奇形局の定員の削械の結果自由にな勺た資金の
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'" 
範囲内で、連邦予算を元に直接にロシア連邦最高裁判所付属裁判事務局同

財政が開設される。

司Eスクワ、クレム 'Jン

1鈎6年12月31日

資科⑥

ロシア連邦アd詑領ぺ・エ 'Jツィ y

1992年ロシア連邦裁判官地位法

(19ゆ出f...1995年に改iE.， rロシア逮邦法令集J19四年'0号1792番、
1帥出手17号606番、 1995年初号23田番)

鮪 1条裁判権の担L唱としでの省食事官

1 ロシア連邦における裁執権は、裁判所、すなわち裁判官および法律の定

める場合に裁判値閣の行使に番参加する人民の代表に帰属する白

2 裁字。権i孟自主的であり、立法権および執行権から独立に作用する.

3 本議律でいう裁判官とは、憲法の定める手続で裁剃j績を行使する権掘を

与えられ~専門裁としてその聡務を遂1Tする者のことである。

4 裁判官怯独立であり、ロシア連邦憲法および法律にのみ従う。裁刑盲は、

裁判権限のけ使に関するその活動について、いかなる者へも報告畿務を負

わない。

6 裁車所および裁判官に対する不敬な態度は、法律の定める責任を問われ

る。
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6 裁判権日思の行使に際しての裁判官の要求および掲示は、例外なくすべて

の園家諸機関、社会団体、役識者、ならびにその他の法人および人にと q

て強制力を有す.。裁判権限の行使に必要な情報、文書、およびそれらの

複写物は、裁判官の要求により無料で提供されなげればならない。裁判官

の要求および指示の不履行は、法徳の定める責任を関われる。

M2条裁判官の地位の統一位

l ロシア連邦におけるすぺての裁4判官位、岡ーの地位を有する。軍事裁桝

所の裁半官を含む一部の種類の裁判官の法的地位の特殊性は、連邦の法律

によーで定められ 遥邦の法律が規定する場合はロシア連邦権成主体の法

律によっても定められる。

ロシア連邦憲法裁事所の裁判官の法畑地位の特様性は、連邦の強法的法

律によって定められるe

2 裁判官には、その従事している磁務、裁靭官としての職務経歴、および

法律の定めるその他の事由に依存して、資格等級が授与吉れる.裁判官へ

の資格等級の授与は、ロシア連邦における他の裁判官との関係において、

その地位の変更を意味しないa

第'" .. 判官に提示される要求

1 裁事官は、ロシア連邦憲法およびその他の法律を不屈に遵守する義務を

負う。

2 裁半リ官隊、その権限の行使に際しもまた職務外の陪咽幌においても、

裁半楢の権威または犠判官の品性を損ない、その客観性、正義、または不

備性を疑われかねないようなこと隠すべて、遂げなければならな、、

3 裁判官は代議員になることができず、政党および還動体に加盟す.こと

ができず、企業活動を行うことができず、学術・教育・文学およびその他

の倉作活動を除き、他の有償労働と裁歌官の職務を兼任することができな

いe離職中の裁判官俗、裁判の分野で働〈権利信号有する。
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第，..裁判官の蔵務の候補者に鍾示される要求

1 裁判官となりうるのは、お歳に濯し、最高法律教育を受け、 5年以上@

法律専門職の経歴があり、その地位を汚すような非行を行ったととがなく、

資格鼠験に合格し、裁判官資格協縮会の推薦を受けたロシア連邦市民であ

る。

この様合、上級裁判所の裁判官になりうるのは30歳、ロ γア遠路最高裁

.所およびロシア連邦最高仲裁訟判所の裁判官となりうるのは3忠義に達し、

いずれも10年以よの法律専ザ司職の経歴を有す.ロシナ連邦市民である。

2 逮郊の法律によって、ロシア連邦の裁執所の裁駒官の候補者への追加的

要求を定めることができる。

箪5集裁判官の職務の候補者の選抜

1 裁1岡宮の職務の候補者の遷鎗は、競争原理に基づいて行われる。

2 最高法律教習を受げ、 25歳に速したすべてのロシア連邦市民は、裁判

富の職務の資格試験を受験する極利を有する.

3 裁判富の職遺書の資格試験は、法務機関に付属して設置される試験委員会

によって行われるが、その構成員は裁執官資格協醸会にようて承認されるa

4 資格試識を受験するのは、現在裁判官では忽い者である。資格試験の精

巣は、その合格の時から3年間、裁，.官の輸務に就いている場合はその会

期聞において有効である。

5 対応する裁1判所の裁判官の職濁の候補者に提示されている要求を満たし

ているロシア連邦の各市民は、議判官資格協議会に、この臓務への推闘状

を申請する権利を有する。

8 裁判官資格協議会は、その権限の範圏内で、対車する義判官の職務に就

くことを求めている者の時請書を審査し、資格鼠臓の結果を考慮に入れて、

その者の推薦またはその拒否の結簡を与える。裁駒官資格協機会への再度

の申請は、先の結舗を得てから 1年以上経って許され各。
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7 裁判官資格協議会i玄、推薦した各候補者についての結論を、対応する裁

判所の畏に提出する.裁割問の長がこの結論に不同意のときは、帯皮の審

理を求めて同ヒ裁判官資絡協指会にそれを差し戻す。裁判官資絡協議会が

再度宵定的結論を下した鳩合は、候補者紘、所定の手続でさらに審理を行

うため、対応す各裁戦闘¢長によって受理される。

第e条裁P判官への町風分与手続
1 ロシア連邦画禽裁判所およびロシア速邦唱高仲義被釈所の裁判官は、そ

れぞれロシア連邦最高裁判断長官およびロジア連邦最高仲銭裁判町長官の

意見を考慮に入れたロシア連邦大統領の鯉案に基づき、ロシア連邦儀会連

邦院によヲて任命される。

2 逮邦菅沼仲裁裁判所の裁半官は、ロジア逮邦屍高仲裁裁判所長官の提案

に基づき、ロシア連邦大統領にようで任命される。

3 その他のー般管絡の逮邦議判所および仲裁裁判所の裁判官は、それぞれ

ロシア連邦最高裁判所長官およびロシア迫邦最寓仲裁裁判所長官の、対応

する連邦構成主体の立法機関〈代表機M倒)の意見を考慮に入れた提案に暴

づき、ロシア連邦大揖領によって任命される。

4 軍事裁判聞の裁相官位、ロシア連刻現d高裁判所長官の提案に基づき、ロ

シア連邦大統領によって任命される。

5. ロl/7連邦大統領は、必要な資料を受理した日から 1ヶ月以内に連邦裁

事所裁1相官を任命し、ロシア連拘置高裁剰所およびロシア逮邦倭高仲裁裁

事訴の貌判官の候補者をロジア連邦援会連邦院に任命するよう提案し、ま

たは提案された候補者を拒否してそのことを対応する裁判所の長に通知す

る。

6 裁判官の職務への候繍者の任命は、対応する訟判官資格協議会の肯定的

結論がめる場合にのみ行うことができる.

7 一般管轄の連邦裁和所および仲裁鼠判所の畿判官の職事容に提案された侯
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補者が拒否され"場合、対応する裁半官資格協議会は、候補者の再度の申

請があるときは、拒否の理由を審査し、再度裁剰官の職務に候補者を任命

す.ょう肯定的結論を与える権利を有する。

館7条削除[仲毅裁判晴貌判官の候補者選後に関する規定 法改正で前条に

統合〕

第7条のS 機判官の職務の遂行

1 銭判官の職務に空席がある場合、裁判断の仕事量治&一時的に著しく増大

した場合、またほ裁判官が欠け、もしくはその権3限が停止された場合、ロ

シア連邦憲法務当同所務単官の聡務の遂行を除き、離職中の裁判宮に、その

同意を得て、 1年以下の期間裁判官として裁判権限の仔使を委ねること

ができる.

2 般職中の裁判官に裁~.富の職務の進行を委ねる ζとは、積判官資格協議

会の肯定的結論がある鳩合に、上級裁半研の長によってなされる。

第8条裁判官の宣誓

1 初めてその職務に選ばれた貌判官は、厳粛な雰囲気のもとで、次のよう

な内容の宣誓を行うものとする.

r EI .;，の職務を誠実かっ良心的に遂行し、法律にの今従って裁判極限を行使
し、裁判官@職務と自らの良心が命じると ζろに従って、公主かっE義を

貫くことを厳粛に宣誓する」。

2 ロシア遂邦最高裁判師およびロシア連邦最高仲裁観戦所の裁判官は、こ

れら裁判所の裁判官集会で宣誓を行う。その他の裁判所の裁判官は、大会

〈協議会〉または裁判官集会において宣留を行う。

3 宣誓は、ロシア連邦国旗の前で、またロシ7連邦を構成する共和国の場

合は、その共和国の園臨も合わせて、その前で行われる。



1M 神戸法学年旬第17号〈初'"'

第.. 軽裁判官の独立の保証

1 裁やj官の独立は、次のことにより保証される。

法律の定める裁判権限の行使手続によ勺て、裁判権限のd使活動へのい

かなる者の介入であれ責任追及の威嚇により禁止することによヲて、

裁判官の権限の停止および終了の所定の手続によ勺て、

裁判官の離職権によ勺て、

績割官の不可侵権によって、

裁判官団体の信機関のシステムによって、

その高い地位にふさわしい物質的・社会的保障が国家の負担によって裁

事官に提供されることによって、

2 裁判官、その家族構成員およびそれらの財産は、国家の特別の保護の下

におかれる。内務機関は、裁判官からしかるべき要請があった場合は、裁

判官およびその家族栂成員の安全、ならびにそれ.;10::属す畠財産の保全の

保証のために必要な措置をとる義務を負ヮ。

裁判官は、験務周の火器を保管および所持す.権利を有する。それはロ

シア連邦の「武器法」の定める手続に従い、当該裁判官の申請により、内

務機関によ勺て交付される。

3 ロシア連邦法務省、ロシア連邦を樵成する共和国の法務省、およびその

他の桧務機闘は、裁判活動のために必要な諸条件の倉崎、信らびにその人

的 組織的および資源的保証のための措置をとる。ロシ?適歩幅高仲裁観

割所は、伸哉裁字所の活動のために必要な諸条件の創造のための指置をと

る。軍事裁平所の活動は、軍事裁判所に関する連邦の法律の定める手続に

よ勺て保証される。

4 裁判官の独立の保証は、本法律の定めあその法的保護、および鈎質的・

社会的保障を含め、ロシア連邦"金裁半官に及ぴ、ロシア連邦およびロ γ

ア速邦情晴主体の他の続範的障去令によって、島止したり、制限したりする
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ζとはできない。

節目踊裁判官の活働への介入の禁止

1 裁判権悔の行使に測する裁判官の活動へのいかなる介入も、法律によっ

てその責任を追及される。

2 裁判官は、審理中または訴訟手続中の事件の内容についていかなる説明

も与える義務はな〈、それらを訴訟法の定めあケースおよび手続以外に、

いかなる者へも通知する義務を負荷つ怨い。

第11義援判官の怪悶

1 ロシア連邦におげる裁執官の権限は、本条第2項および第3項に定める

場合を除いて、 定の期間で制限されない。

2 治安判事は、その管繕が及ぶ裁判区の住民によって、 5年の任期で選挙

される.

3 地区(間人民識字所の裁判官、および部隊(陸軍、信隊、統合軍)の

軍事裁軟所の裁字情俗、最初8与の任期で任命いその期間経過後はその

権限の期聞の制限忽しに任命するととができる。

第12禽裁判官の身分保.. 

裁判官は更迭されない。裁判官は、当人の同意なしに他ゆ職務または他の

裁判所に移動させられない。税率官の梅阪を、この法律の定める理由および

手続によることなしに、終了きせたり、停止させることはでき拡い.

鱒13条裁判官の権限の停止

1 裁執官の権調は、次の事由の中ゅーつが存在する場合に、裁現官資格協

議会の決定によって停止される。

②裁判所の判決によ.失隠宣告の発効

②裁判官に対す各"1事告発または勾留民対する裁判官資格協議会の同窓
③ ロシア連郊の立法〈代表〉権力機関、またはロシア漣邦構成主体の立

法(代表〉権力機関白構成員の候補者としての裁判官の選挙運動への奮
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加

@ ロγ7連邦の立法〈代表)権力機凪またはロシア連参E機感と主体の立

法〈代表)権力拠調の構成員への裁判官の選出

2 本条第1項第2号および第S号により権限を停止された裁判官、または

権限停止を拒否された裁判官怯 その決定のコピ を受け取った白から10

日以内に、最高裁判官資格協議会に、不胞を申し立てることができる。最

高裁判官資格協議会の決定ほ、同じ期間内に、ロシア連邦最高裁判団に提

訴することができる。

3 裁判官の権限の停止は、身柄確保措置として勾留が選択された傷合を除

き、義司判官の給与の停止をもたらさ忽い.失腺宣告を受げた場合はその家

族に、給与全額または滅鎖した給与が支払われる。毅釈憎め権限の停止'"

身柄確保措置として勾留が選択された場合を除き、裁判官のその他の種類

の物質的・社会的保障の水準の低下をもたらさず、また本法律の定める不

可侵性の保障を奪うものでもない.

4 裁判官の権限の回復の決定は、その権限の停止を決定した裁事官資格協

強会がこれを行う.

第14条裁判官の権限の絡了

1 裁判官の権限11，次の事由が存在する場合に終了する。

①裁判官の文筈による務職申請

②健康状態またはその他の写重すべき理由により、裁判官の喰務を遂行

する ζとb頃期にわたうて不可能であること。裁判官資格協議会は、こ

の事由が存在する場合、裁判官の権限を絡了させることができる。ただ

し、議事山富角川自 bの職務の遂行に戻った場合は、この決定を行うことは

できない.

③他¢仕事への移動またtまその他の理由と関連して、その極限を終了き

せるようにという裁判官自身の文書による申惰
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⑥任期が一定の期間に限られている傷合について、裁期官の任期の満了

⑥軍役定年への到達による軍事裁判所裁判官の軍2務からの解職

⑧ ロシナ連邦国籍の畏失

⑦議事宮の職務と宵立しない職務への従事

⑧裁判官に対する有罪判決、または裁判官に強制的医療処分を造問する

という裁判所の決定の発効

⑨裁半官の名誉および尊厳を傷つけるような、または裁判権の権威を慣

なうような非行の実行

⑩裁判官の行為能力の制限、または裁判官の行務無能力の認定について

の醐冊の.1燥の発効
⑪裁判官の死亡、または裁刷所の判肢による死亡宣告の発効

⑫ 裁判訴の廃止または改組と関連した他の裁ヰ判所への配置転換の裁判官

による拒否

2 裁判官の権限は、対応する裁判官資格協議会の決定によって終了する。

当該裁判曹は、この決定について、そのコピーを受け取ヲた固か句10日以

内に、最高裁判官資格協議会に、不械を申し立てることができo.最高裁

辛官資格協蟻会の決定は、同じ期間内に、ロ γア連邦軍高裁判聞に提訴す

否ことができる。

3 裁戦官の権限の終了に関する裁判官資格協議会の決定が破棄された場合、

またはその前提となーた裁朝所の有罪判決、もし〈は本条第l項第8号の

定める裁靭所の決定が破棄された場合は、裁判官は前晴に復帰し、所定の

給与が支払われるものとする.

第"条裁判官の離磯

l 本条において裁学官の緩職とは、裁半官の職務からの名誉ある辞職また

怯名誉あ.退職を怠味する。能職中の者俗、裁1同盲の称号、人身の不可侵

性および裁判官団体への帰属を維持する。
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2 各裁，~官は、年令に関わりはく自らの希望で、機職する権利を有する。

裁判官は、その権限が、本法律第14条第1項第 1、第2、第4、須磨6、第

10-および第12号の定める事由で終了した構合は、能載したものとみなさ

れる.

極北地域およびそれに匹般する地繊における裁朝曾としての重視態籾聞は、

他の地域の裁判官の職務経歴の1，5倍として計算される.

3 健曜ました裁判官には、裁判官としての勤務丸1年につき最後の職務の1

ヶ月分の賃金という肘算で、たずさし静めた職務の賃金月額の6倦以上の離

職金が支払われる。この栂合、以前離識したことの忘る裁判階については、

最後の復峨時からの動務甥聞のみが計算に入れられる。

4 耀職後の裁判官は、公共愉送機関の無科利用権、およびこの種の裁戦帽

のためにロシア連邦の現行法が定め忍その他の祷権開jを維持する.

6 陣取院中の裁判官に除、ー般原則に従qて年金が掛合される。 20年以上の

裁判官としての酸務経歴を有する離織裁判官には、ー般原則こ基づく年金、

または対応する裁判官職濁の賃金"80バーセントの月額の非課説の終身扶

養金のいずれかが、本人の選択に基づいて支給される。銭割惜の職務経歴

が20年未満であるが、 55歳〈女性総50皇鉛に達した能職著書判官には、毎月

の終身扶養金額怯、議判官として働いた満字数に比例して計算され容。

その事惜において2悼を越える労働惟歴を有する離輔中の裁事情につい

ては、毎月の終身扶養金は、次のように槽領される。初年を超える労働経

歴1牢番号に、上犯扶養金の1パーセント増とするが、ただし全部で対応す

る裁判官の載務の賃金の85/{ーセシトを超えないものとする。

厳職中の裁判官で、軍事よの事故のために障害者となヲた者は、毎月の

終身扶援金および障害者年金を受給する権利を有すo.

6 裁判官は、本法律の第3条第S項の定める要件を遵守し、ロシア迫多閣

籍を維持し、その名誉を傷つ"、そのことによって裁判権の権威を損なう
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ような非行を行わない限り、般職中とみえ返される。

7 雛職中の犠判官の前任地または定住地の裁判官資格協議会は、本法律が

裁靭官に提示している要件に、当該般職棋戦官がもはや応えてい低いこと

を確認したときは、裁判官の魁職を終了させる，離職抗態を終了させられ

た裁判官は、本法律第14条第2項の定める手続に従い、その決定に対して

不服を申L立てる権粛を有する。

8 裁判官の雌喰隊、裁判官の聴者施に再度選任された場舎にも終了す'0
9 臨機状噂の終了した裁判官は、ロシア連邦の法令に従い、年金保樽の権

利を有する。

第16象裁判官の不可侵性

1 裁判官の人身は不可侵であ.。裁湘官の不可侵性は、その住ヨ居、その勤

務縮屋、その.聞してい忍柏送機関および通信手段、その通信文、ならび

に裁事官に属する財産および文書に及ぶ。

2 裁判官の行政責任および規律責任を問うことはでき江い。裁朝権限の行

使に際して表明した態見および採択した判決に対して、その職権濫周の犯

罪について有賀性が掛冊畔決によ勺て確認され、それが発効しなh唱

旬、訟判官のいかなる責任も問うことはできない。

3 裁半リ官に対す.刑事事件は、対応する裁判官資格協議会の同意がある場

合に、ロシア速歩階事総長またはその職務を代行する者によヲてのみ開始

す.ことができる。

4 裁判官は、対応する裁判官資格協議会の同意なしに、それを刑滞告発し、

勾留し、拘引す.ことはできはい。裁判官の勾留は、ロシア連邦検事総長

もしくはその職務を代dする者の裁可による昆外に、また同裁判所の決定

による以外には許されない固

5 裁剰富は、いかなる鳩合にも逮捕することはできず、いかなる園家機関

にも行政的法違反事件の手続で強制的に拘引することはできない。犯罪実
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行の鎌疑で逮繍された裁判官、行政的法逮反事件の手続で内務調関または

その他の国家機日開によって逮捕または拘引された裁判官は、その身元が判

明した後は直ちに釈放しなければ岱らない。

6 裁判官の住居もしく怯勤務部屋、または個人の、もしくはその本周して

いる輸送機嗣への侵入、そこでの検査、捜索書たは押収の実施、その電話

による会話の盗聴裁判膚@身体の検査および俊索、その郵便物ならびに

裁判官に属する財産および文書の捜衆、没収および抑収は、ロシア連邦憲

法および逮邦の法律を遵守し、当該裁判官に対する刑事:iIf!公手続の遂ITに

関連してのみ行われるa

7 裁判官に対する剤庫事件i玄、裁判所による審理の開始前に表明された当

骸裁期惜の要求がある場合は、ロシ7連邦最寓銭判所によってのみ審還さ

れな砂ればなら低い。

"'''条裁判官団体の緒機関

1 裁判権の担い手としての毅判官の利益の表明のために、裁判官によって

裁判官団体の諸機関が形成される。

2 裁判官団体の譜概粛とは、以下のものである。

全E シア裁相官大会、大会と大会の聞の綱閣は金ロシア識や庖大会によq

て週出されるロシア連邦銀判官評離会

ロシア連邦最高裁判所およびロシア連邦銭高仲裁裁判所の裁判官集会

ロシア連邦を構成する共和圏、進、州、モスクヮ市およびサシタト・ペ

テルプルク市、自治川州および自治区、軍管区、締隊・ .. 障集団ならびに仲

裁裁判所の裁判官大会〈協議会)、大会〈協調院会)と大会〈協議会〉の聞

の期間は、大会(協議会〉によ勺で選出された裁判官評議会

3 裁判官団体の諸機関は、次のことを行う.

①裁判実務および立法の整備の借問題を検討する。

②裁判所の活動および裁判官の地位に関する法律およびその他の混範的
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法令の草案の社会的審査を行う。

③議A判所の活動 その人的・組織的・資源的保証、および署捜伸胞の法相・

社会的地位について直面する諸問題を審理する。

④ 圏家諸機日開および社会諸国体において、裁判官の剰瞳を代表する。

@対応する裁1相官資絡協議会を選出する(普通裁判所ぜ軍事裁申師、仲

裁裁.所それぞれ別に1.

4 裁判官団体の機関の諸問題を審議して決定を採択し、国家諸機閥、社会

諸団体、および役職者に対して、 1ヶ月以内に審理すべき訴えを採択する。

5 裁判官国体の楕機関岡、裁判官の独立および裁判活動への不介入の原則

を確実に遵守してその活動を行う。

8 裁判官団体の諸機関の案成および肩書叡序続は、金ロγア裁判官大会によっ

て定められる。

館，.後裁判官資格協磯会

1 以下の諸問題の審理のために、最高裁判官資格協緩会、ならびにロシア

速手咽高裁判所裁判官、ならびにロシア連邦を構成する共和国、道、州、

モスクワ市、サンクト・ペテルプルタ市 自治州および自治区の裁判官、

ならびに軍管区、館隊・艦端集団の毅判官、はらびにロシア連邦康高仲磯

裁判所およびその他の仲裁裁割所の裁判官の資格協議会が創役される。

裁事情の職務への候補者の選後

裁駒富の職務の停止または終了

裁判官の..  状態の終了

裁判官の不可侵性の保証

裁判官の資格試験の実施、および裁判官の資格等級の授与

2 最高裁判宮資格協醗会およびその他の裁判帽資格協議会の組織手続、活

動手続および権限は、ロシア遥夢噛劃酒家院の掌認する帯情資格協議会

規程によ勺て定められる固
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第19条 裁判官の物質的保証

1 裁半官の賃金(軍事裁判所裁判官の金銭的扶養)は、職務給、一軍事裁

判官の場合位、軍事称号給も 、ならびに資格等級および勤続年数による

追加給、ならびに特別の労働条件による職務給の50バーセントの出加給か

ら成り、減額す.己とはできない。識判官には、法律およびその他@規範

的法令の定めるその他の支払いを待うことができる.裁判官への資格等級

および勤続年数による追加給の額は、連邦の法律によ勺て定められる。裁

判官の職務給の額は、その職務に応じて、連邦の法律の定めるロシア連邦

最高裁靭所長官およびロシア連到園高仲裁裁判所の職務給に対する 定地

帯にようて定められるが、その50バ セントを下回ることはできない。裁

判官の職務給は、対応する銭判所の長の職務給の80バーセントを下回る己

とはできないa

制裁(女性は"歳〉伝達し、 10年以上の裁判官の犠歴を含む法律載の勤

労経歴が25年以上の裁判官は、離駿し、月払いの絡身扶養料を満額受け取

る権剰を有する。毎月の終身扶養料額の計算に際して考慮すべき勤労組哩

の抵かに、裁判官の喰務の労働紙調だけでなく、その就任に最商法律教育

を必要としている国家組織の法律専門職の労働期間、および裁判官に伝命

される前の弁護士の労働期間も含まれる。

極北地揖およびそれに比鴻する地域で、それぞれ15暦年または2<J暦年働

き、離職した裁判官には、毎月の終身狭養料が定められ、その居住地およ

び上記扶養料の請求時期に関わりなく、賃金に対する地域指散を計算に入

れて、支仏われる。

法学判事土候補の学位また肱助教授の資格を有する裁判官は、職務給の5

パ セントの額の追加給を受け取り、法学博土の学位または敵視の資格そ

有する裁判官は、職務給の10パーセントの舗の追紅崎を受け取る。「ロシ

ア速"同労法律家Jの名誉称号を有する裁判官は、職務給の10r4'セント
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の額の追加給を受け取る。離職中の数判官および官位を有する裁判所の勤

務員も、 ζれら追加給を受給する権利を有する。 ζの場合、上記のi島知蛤

および本法律第15条第5項第2号の定める追加給を計算に入れた毎月の終

身扶養料額は、当該職務に従事している裁制官の賃金の85パ セントを超

えることはできない。

2 裁.官には、 30労働臼継続するの年次有給休暇が与えられる。

極北地域で動峨する忽判官には、 51労働日継続する年次有給休眠が、極

北地域に匹敵する諸地域 および賃金への追加の指数が定められているよ

うな厳しく圏殿な気候条件の賭地繊の場合は、 45労働日継続する年次有給

休暇が与えられる。

法律専門践の蟻墜を考慮に入れて、裁判官に次のような追加年次有給休

眠が与えられる。

5年以上10年未満-5労働日

10年以上15年未鵜 10労働日

15年以よ 15労働目

裁判官が休息地へ向かう時間および帰りの時間Ii_休願期間に算入され

ない。休息地への往復の交通費も、支払われれなければ怒らない。

追加年次有給休暇提供のための労働経歴の確定手続は、ロシア連邦最高

裁判所、ロシア連邦最高中裁裁判所、およびロシア連邦司法省によ勺て定

められo.

3 地方行政府，，-裁判官にその権限が付与されてからeヶ月必内に、およ
び〈また依〉その住宅条件を改善する必要がある場合に、裁執所の所在地

で、 20平方メートル以上の追加盾位置績を受け"義判官の権利を考慮に入

れた独立のアパートもし〈は家、または独立した癒雇のかたちで設備の整っ

た住厨を順番外で提供しなければならない。

上記の住居は、地方財政の資金の負握によって裁判官に提供された後6
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ヶ月の期庭内に逮邦予算Kよって補償され.か、またはこの目的のために

受刑された連邦予算の負担によって裁事所により取得される。この禍合、

E ジア共和国住宅法奥および本法律の定めあ社会的毒筆による居住面積を

保証されていないか、また怯雑居部屋に居住している裁制官は、住宅条件

の改善を要するものとみなされる。住居は無償で裁判官に譲渡され、その

所有となる。

裁判官の同窓を得て、裁字官への住居の提供ω代わりに、住宅の取得ま

たは建唖のための無利子の貸付金が、連邦財政の資金から交付され、それ

は裁相Ij'ga職務に10年間勤務することによ qて償還窓れる。

地方財政の負担による家庭用電話の設置、および学齢前児童能量の籍の

提供の諸問題も、順番外で8ク月以内に解決しなげればならない。

4 裁刑j官としての20年以上の職務経歴を有し、能職中の裁判官、または勤

務中に障害者になり、他の地域の定住地に移転することを希望している裁

中居は、遠邦財政の負担により、独立したアバ トまたは家のかたちで、

設備のよい住居を、眠番外で地方行政府によって保証される。この裁判官

には、住宅建設協同組舎のメンパーに順番外で加入する可能性が与えら九

個人住宅建股への飽力が提供される。

離職中の裁判官は、当人に提供されていあ本条第3項に定められた迫力目

居住面積を維持する。

5 裁判曹およびその家旗構成員は、医薬品の保証を含む医療サ ピスを受

ける権利を有し、それは迫郭財政資金の負担によって支弘われる。畿判官

およびその家篠機成員は、保養休息治療を受ける権利を有し、それは、

裁判官、その配偶者およびその未成年φ子に、連邦対政の資金の負担によっ

て健供される。これらの諸権利は、続税後または年金生活入りの裁サ判官に

も維持される.この場合、荷量験中または年金生活申の裁判官およびその家

族槍成員の医療サ ピスは、当人が登録されてい.治療設備において、速
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邦財政資金の負担Eによって行われ.。

6 本法律第l'条第 l項第11号の定め.事自に基づ〈裁相官の権3慣の終了の

場合、その家族には、最後の喰痛の月額賃金値当額に、裁判官の職務の満

年教を乗じた額が、一時金として支払われる。ただしそれが年潤賃金額よ

り少ない場合は、年半止賃金額が支払われる。

裁判所の馳止または改組の場合、裁判官をその同意を得て他の繊細所に

配置転換することができる。配置転換の手続が完了するまでの問、裁判官

の賃金はゆ留守され忍。裁判官は、配置転換を拒否する暢合、 般原則に塞

づいて離職する権利を有する。この樋合、最後の職閣¢年間賃金額に相当

する補償金が支払われる。

7 裁判官は、咽シナ連邦上の傾土上で、市内、郊外および地方交通のすべ

ての種額o1}共交通機関〈タク γ を除く)を、職暗証明書に3毒づいて無

料で利用する権利を有するe 裁判官は、ホテルの部屋を願書外で予約・利

周する権OJ、およびあらゆ.種額の受通機関の利用許可証を取得す否権利

も有する。

8 裁判官および官位を有す.裁判冊の勤務員は、ロνァ逮邦政捕の定める

基準に基づき、無償で制臓を保証される。

第加条 裁判官およびその家族織成員の社会的保慢惜置

1 裁剰官の生命、健康および財産は、連邦財政資金の負担により、強帝国

家保険をかけなければ抵らない。その場合、裁判官の生命および健康は、

その15年の賃金額が、保険されなければならない。

2 国家保崎健閣は、次D場合に併険金を支払う。

在事最中または酸務から能れた後の裁判官が、身体の負傷またはそ¢他の

健康tI.'害の結果、破局〈死亡)を迎えたときは、その相続人に、裁判官の

賃金の1臼手分の額を支払う。

その後の専門的活動への従事を不可能にする負傷またはその他の健康障
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害が裁判官に隼じた場合、裁判官の賃金のS年分の額を支払う。

労働能力の継続的喪失には至らず、その後の専門的活動への従事の可能

性が緋除されない身体の負傷またはその他の健康障害初場合俗、裁判官の

1年字書の賃金額を支払う。

8 その後の専門的活動への従事を不可能にする負傷またはその他の健康障

害が裁判官に生じた場合、当人には当該職務に従事する裁判官の賃金のか

たちで毎月補償金が文弘われる.

この暢合、負傷との関係で稼判官に定められている障害者年金、および

負傷の前または後で定められるその他の種類の年金は、指害補償の肘算に

入れられない。被害を被った裁判官が負傷後に受け取る賃金、および強制

画家保険によって受け取る保険金払損害補償の計算に入れbれ怠い.

4 裁判富の破滅(死亡〉の梅合、その扶養の下にあ。た労働無能力の家集

栂成員には、当館市民務に従事している裁判官の賃金額の補償金が、裁判官

自身の取り分相当額を位強し、臨和国家保輪金、録養者盛失年金、および

その他白年金、ならびに賃金、奨学金およびその他の収入は控除せず、毎

月支払われる。

上~!2の支払い手続は、離職中の裁判官の破滅(死亡)の筋合にも適用さ

れ、その扶養の下にあった家族構成員には、裁判官に定められていた終身

扶養料額に基づき、毎月補償金が支払われる。

5 裁1判官またはその家族構成員に属する財産の滅失または損緩によって生

じた領容は、裁判官またはその家族構成員に対して、満額賠償されなげれ

ばなら江い。

6 本条第8項、第4項および第6項の定める損害賠償の支払いは、逮邦財

政の負但によって行われるg

7 本条第2項、第8項、第4項および第5項に含まれる規則jは、裁判官お

よびその家俵櫛成員の領容発生が、裁教官の勤務活動と同連していないこ
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とが法律の定める手続によって確認された場合には、適用されない。

第21条訟判権のシンボル

l 貌判明の建物には、ロシア連邦璽悠が蝿輔され、裁判所の法廷には、ロ

シア連邦国章およびロシア連邦国旗が股画される。

2 談半権限を行使する際、裁判官はマントを着用すo.

3 裁判官には、般職中の者を含め、対応する園家機欄またはそれを任命し

た者によって征明書が喧付される。

モスクワ、ロνア会議の家

1鈎2年6月"日

資料⑥

ロシア連邦大統領べ・エリツイン

1998年ロシア連邦治安判事法

fロシア新聞J1冊8年12月22日〉

第1条 ロシア連邦における治安執事

1 ロ門連邦における治安判事〈以下治安判事と略す〉は、ロシア蝉曙

成主体の一般管繕の裁判官であり、ロシア連邦の統一裁判システムに入る。

袷安判事の権限活動手続、および治安半事の職務の.，胞子蜘ま、ロシア

連邦憲誌、「ロシア連邦の署員判γステムについて」の逮郊の憲法的法簿、

その他の逮郊の憲法的法県および本法律によって定められ、治安判事の

任命(選出)および活動手続は、ロシア連邦構成主体の法律によっても定
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められる。

2 治安判事は、ロシア連邦の名において裁事権限を行使する。治安判事に

よる裁判塩隈の仔使手続は、連邦の法律によ勺て定められるが、行政的法

違反容件についての裁剰権限の行使に関わる榔分については、ロシア連邦

布陣成主体の法律によっても定め忍ことができる。

3 治安判事の発効済みの判決・訪改定、ならびにその合法的な命令、要求、

委任、召喚およびその他の指示は、例外征くすべての連邦国家極力諸機且

ロシ?連邦檎暗主体の国家権力欝機関、地方自治の諸機関、社会団体、役

職者ならびにその他の人および法人にとって拘束力を有し、ロシア連邦の

会領土で確実に執行されなければならない。

."条治安判事の地位の保障

1 治捜判事およびその家主民構成員には、「ロシア連邦裁判官地位法Jおよ

ぴその他の連邦の法律によって定められた裁判官の独立性およびその不可

侵性の保凪ならびに物質的・社会的保障が及ぷ。

2 ロシア連邦機成主体の法律は、物質的保障および社会的保理について、

追加的な何種訟を定めることができる.

第3条治安判事の権阪

1 治安判事は、次の事件を第一審として審理する。

① その実行に対して最大で2年以下の敵役刑しか科すことができR互い犯

罪についての刑事事件

②裁判命令書の交付に関する事件

⑧子をめぐる紛争を伴わない場合の離婚事件

@夫婦が共同で築いた財産の分割をめぐる事件

⑤家族法関係から発生す.その他の事件。ただし父性(母性)の否認事

件、訟知事件、親権剥奪事件、および餐子(獲女)事件を除く。

⑥訴額が提訴喝の法律の定める最低労働事長輔の500倍以下の財産紛争事
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件

⑦労働関係から生じた事件。ただし磁場復帰をめぐる議件を除く。

⑧土地区画、建物およびその他の不動産の利用手続の確定に関する事件

⑨ ロシア連邦府政的法途反法奥によって、治安判事の権限&されている

行政的法違反事件

2 治安判事は、治安判事が第一審として採択し発効した判決について、新

たに発見された事情に基づいて事件を審理する回

3 治安剃事俗、連邦の憲法的法律によってその管繕とされていo専件を、

単独で審理すo.

篇'"裁判区

l 治安判事俗、その裁判怪@範囲内で自らの活動を行う。

2 ロシア連邦栂成主体の治安引事の総数、および貌判区の教は、ロシア連

邦最高裁1判所との合意を得たロシア速郊の当骸構成主体の立法発櫨により、

またはロシア連邦@当該摘成主体との合意を得たロシア連邦最高裁半冊の

発建により、進錆の法律によ勺て定められる。

3 裁判Jl&sよぴ治安寧事の職務は、ロシア連邦情成主体の法律によって創
設され、廃止される.

4 住民人口1万5干人から3万人につき、 つの裁判区が創闇される園人

口が1万5平人未満の行政地域単位の場合は、一つの秘東区が創設される。

5 裁卒区または治安判事の職務4ま、当該治安事何事の梱隈に関わる事件が、

同埠に他の裁半官または裁戦所の管絡に移されない限り、廃止することは

できない。

館"展 治安剥司僚に鍾示される要件

1 治安判事になるζとができるのは、 25歳に途し、録商法律教育を受け、

5年以上の法律専門磁の磁歴を有し、自らを暖めるよう'"行を行ーたこ

とがなく、資絡試験に合格し、対応するロシア逮邦構成主体の稜判官資格
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協議会の推薦を受けたロシア連邦市民である。

5年以上の連邦裁網岡裁靭官の駿務経歴を有する者は、資格試験の合格

および対応するロシア連邦構成主体の裁判官資格協議会の推薦状の提出を

免除される。

2 治安司同事は、圏家権力の代表機関または地方自治機関の代議員になるこ

とができず、政党および政U治運動に重参加することができず、企業活動を行

うことができず、また治安判事の職務と、科学、教育、文芸およびその他

の創昨活動除言、他の有償の労働を兼織することができ芯い。

3 ロシア連邦楊成主体の法律により、治安1同事の職務の候補者に対する追

加的要件を定め.ことができる。

第6条治安判事の職繍への佳命(選出〉手続

治安判事は、ロシア連邦栂成主体の国家権力の立法〈代表)割問によって

任命〈選出)され、またはロシア連邦構成主体の法簿の定める手続により、

当該裁判区の住民ιよって選挙される，
第7条治安判事の佳期

l 治安1判事は、ロ γア連邦の当厳格成主体の法律の定める任期で、職務に

任命〈選出)される。ただし5年以下の任期とする。治安判事の職務に就

いている者は、よ記の期聞が経過したときは、当該職務の任命〈選出)に

ついて、改めて立候捕することができ忍。

2 治安判事の職務への二度目、およびそれ以上の任命(選出)の場合、治

安卒事は、ロシア連邦勿当該構成主体の法律の定める任期で、任命Gl!附

される。ただし5年以上とする。

第8条治安判事の権限の終了および停止

l 治安判事の権限は、その任命〈選出〉された佳期が満了したときに、ま

たは「ロタア連邦識別官地位法」の定める場合に、その手続に従って終了

する。
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2 袷安判事の権限は、「ロシア連邦裁字官地位法jの定める場合に、その

手続に従い、ロシア速邦構成主体の裁半官資格闘議会の決定によって停止

させることができo.

第"隆治安判事事務局

1 治安1同時嘩務局は、治安判事の仕事を保証する。治安判事事務局の構造

および定員表は、ロ γア速報網成主体の法律の定める手続に従って定めら

れる。

2 治安戦時Z事務局の勤務員!ま、ロシア連邦の当陵構成主体の国家公務員で

ある。

第10条 治安輔事の財政およびその活動の物質的・健衛間保E

1 治安判事の賃金、および連邦の法律によって裁判官のために定められた

社会的支払いのための費用の支出は、ロγア連邦通受高裁判所付属裁判事務

局の機関を過して、連邦予算によって賄われる。

2 治安判事の職務臨ま、ロシア連邦最高裁半U所長官の職務給の60%の額と

定めo.連邦構成市で活動する治安判事の職務絡は、ロシア連邦忌高義訓

所長官の職務給の“%の額と定める。

3 治安判事の活動の物質的・技術的保証は、ロシア逮邦の当該携感世体の

法律の定め.手続により、ロジア連邦の当該構成主体の法務機関または執

行権力紙明によ勺て実現されo.

館，，，.治安判事の法廷にお町る白家権力の象徴

1 治安判事の法廷にt玄、ロシア連邦国旗およびロシア連邦国志のマ クが

調理げら払またロシア迫邦の当該構成主体の旗および国章のマークを掲げ

ることかgできる。

2 治安判事は、勢判権凋の行使に際して、マントを著周し、および(また

は)ロシア連邦の当該構成主体の法律の定める自らの職務を明示するため

の他の標章を身につ，，.。
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第'"長結びの緒規定

1 この連邦の法律は、その公布の日から施行されo.

2 治安朝事の職務への任命(選出〉が終わるまでは、治安判事の管轄に関

わる事件は、地区裁半所によって審理される。

ロシア逮邦大統領 ぺ・ヱリツイン

モスクワ、クレムリン

1998年12月17日

資料3う

ロンア連邦一般管轄連邦裁判所人民参審員法

(r t:I '"ア新聞』醐昨1月6日)

第'条裁判権限の行使に怠加するロシア連邦市民の権利

1 司ジア連邦市民 CP.J下市民と略す〉は、一般管轄連邦裁卒所人民多署員

〈以下人民参審員と略す〉として、裁執権限の行使に参加する権利を有す

る.

2 人民番審員は、この連邦法および逮郊の訴訟に関する法律の定める手続

により、裁判断の槽成員として民事および:jflJ事事件に関する裁判権の行使

の権リ屡を与えられ、非専1門家として教学官の職務を遂行する。

3 性、人種、民族、出生、財産状態、宗教に対する態度、信条および社会

団体へ¢所属にようて、人民参審員として裁判権限の行使に参加する市民

の権利を制限することは許されない。この権利の制限は、この逮郊の法律
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によーョてのみ定められる。

4 市民が人民参審員として裁刑権澗の行使に参加することは、市民の義務

である。

第2条人民穆審員名簿の作成手続

1 地厄裁朝所人民参審員一般名簿(以下 般名簿と略す)は、当該地区裁

判所の管鱈が及ぶ範圏の地区有梅者名簿に基づいて、対応する地方自治代

表機関によって作成され容。その場合人民参審員の総数は、地区裁判所の

l人の裁半惜あkり1""人の人民参審員という計算で定められる。

2 一般名簿ば、ロシア連邦構成主体の立法(代表〉機閣によ勺て承認さ九

役者によヲて、以前のー般名鱒に記脅貧された人民参審員の任期が前了する

時より 1ク月以上前に、対応する地区裁朝所に復示される.

3. -般名簿に記載された人民参審員の任期低5年であo.

4 必要な対局舎は、本条の定める手続により、地区裁期所人民参審員の追加

名簿を作成することができる.

5 追加名簿に健蔵された地区裁判所人民参審員の権限は、一般名簿に記載

された人民参審員の権ヨ限と岡崎に終了する。

第3条人民事審員に鍾示され.要件

1. 25官誌に達した市民は、人民参審員に江ることができる。

2 次の肴は、人民参審員になることができない。

①法律の定める手続で取り消さ九または消去されていない前科を有す

る者

②裁判所によラて行為無続出者または侍限能力者と認められた者

⑧ 「ロシア連邦国家公務基本法」の定めるA種圏家公務に従事してい

る者、および地方自格機関の被選夢職務に従事している者

④検察官、予審官、捜査富

⑤麻若宮篠養所または精神窮穣餐所に登録されている者
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第4条連邦敏行権力機関、ロシア連邦構成主体執行権力機鳳地方自治執行

機関、およびそれらの復鵬者の、人民多審員名簿作成のための情報担供議議

連邦執行権力相関 ロシア連邦構成主体紺守権力機関、地方自治執行機凪

およびそれらの役聴惜は、人民多審員の名錫の作成のためにE要な情報を、

地方自治代表機関に提供する義務を負う.

第5条地区裁判所および駐屯地軍事裁引所におけ益事件の審理に参加すあた

めの人民移審員の選綾

1 地区裁判所における事件の審理に拳加するための人民参審員の選抜は、

当骸地区裁判所の人民参審員の 般名簿に基づいて行われo.

2 地区裁判所における事件の審理に傘加するための人民参客員の週抜位、

ロシア遂邦妓高裁判所の定め.手貌により、当該議判所所長により、対応

する地区裁判所の人民参審員のー般名簿から、偶然的選抜の方法で行われ

る.この場合、地匡裁判所の各畿判官のために、連邦の対応する訴訟訟の

定める人教の3倍の教の人民参審員が決定される。

3 地区銀平所における具体的事件についての認申富の職務の遂行のための

人民参審員の週抜は、当該事件を審理する裁判官により、本条第2項の定

め.人民参審員の中から、拍還の方法によ。てなされるB

4 駐屯地軍事裁判所における事件の審理に参加するための人民多審員の選

抜は、本条第2項の定める手線により、対応する駐屯地軍事裁刷所の裁判

官の要請により、事件が審理される地区の人民参審員の一般名簿に基づい

てなされる。

5 駐屯地軍事裁事所における具体的事件について@裁戦宵の職務の遂行の

ための人民お審員の選紘は、当飯事件を審理する裁刑官により、本条第2

項の定める人民参審員の中から、抽選の方法によってなされる。
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第8条共京国最高銭判所、選・州臨判所、連符晴成市議判所、自治州醐崎、

自治区裁判所および管区〈湿印象〉軍事総判所における事件の審議に書加する

ための人民畠審員の選抜

l 共和国閣高裁卒所、道・州裁割高野、通邦機成市教引晴、自治州裁判晴、

および自治区裁和l所における事件の審理に参加するための人民参審員の選

法は、本連邦議第5条第2項の定める手続により、ロシア連郊の対応する

構成主体の領土ょに配置されている地区裁判所の人民参審員の 般名簿に

基づいて、当骸耕閣の長によ勺てなされる。

2 本条第1項の定める裁判聞における具体的事件についての裁判官の職務

の遂行のための人民参審員の週抜は、当該事件を審理する犠判官により、

本連邦法第 5条第3項の定める手続によってなされる。

3 管区〈艦隊〉軍事裁半所におげる琴引牛の審理に参加するための人民参審

員の選抜は、本連邦倍第5条第4項の定める手続によってなされる。

4 管区(艦隊〉軍事割問における具体的事件についての裁判官の織務の

遂行のための人民参審員の選敏は、当該管区 O艦隊)軍事裁判所の裁判官

により、本連邦法第5条第5項の定める手続によって低される。

麟7条 ロシア連邦最高裁判所の人民参審員の選抜

l ロνア連邦最高議鞠所の人民多審員名簿は、ロシア連邦初成主体の領土

上位配寵されている地区裁字閣の人民参審員の名簿に基づいて、ロシア連

邦の当該構成主体の立法(代表〉機関によって承隠される。ロシア連邦最

高裁剰所の人民参饗貝の数は、ロシア連邦最高裁半聞によヲて定められるa

2 ロシア連邦最高哉判所における事件の審理に香参加するための人民多審員

の週抜は、本連邦棲第5条第2項の定める手続により、ロ ν?連安蝿高裁

判所の裁判合議部の部長によってなされる。

3 ロシア連絡要量高犠執所における具体的事件についての裁判官の職窃の遂

行のための人民参審員の選抜は、本述調軸第5条第3項の定める手続によ勺
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て、ロシテ連邦最高裁判所教判官によってなされる。

第8条 人民怠審員による民体的事件についての裁判官のE陸軍第四進行の免除

1 裁判官ほ、次の場合に、人民参審員の文書による申請に基づいて、メ民

参審員による具体的事件についての裁割宮の職務の遂行を免除することが

できる。

① 7噛に速したとと

② S歳未織の年齢の子を 1人または2人以上持ち、子の世E舌のために休

職中の者

③聖職者である者、または自らの信条もしくは信仰のため自らの裁判権

限の行使への参加を不可能とみなす者

⑧第1級、第2級または第3級の障害者

⑤本識から簾れ.ζとが社会的または国家的利益に本質的鼠害を及ぼす
可能性があ.ような喰務を遂行している者

⑥ ロシア速歩闘車、その他の軍隊、軍事組織、およびロシア迫邦の法令に

より軍務が綬定されている機関の軍事勤務員である者

⑦ その地域の裁半手続で用いられる言轄を理解しない者

⑧ その他尊重すぺき理由をもっ者

2 本条第1項第1号、第4号および第7号に該当する場合、裁判官は、自

らのイーシアティプで、人民参審員による具体的事件についての裁判官の

職務の遂市を免除するζとができる。

3 人民番彦容員は、本条第l項に該当する編合、人民務審員を含めた裁事所

構成の形成に闘す.裁判官の決定がなされる前であれば、具体的事件につ

いての裁判官の犠務の遂行を免除される。

"'''条人民書審員の聴務進行，.. ， 

1 人民参審員は、地区議平岡におげる自らの職務の遂行に、 14国間従事す

る。ただし具体的事件の審理の期聞が上記の期閣を趨える場合は、当該事
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件の審理の期間中従事する。

2 人民参審員は、駐屯地軍事裁判所、共和国疲高裁布所、道・州裁執所、

連邦構成市議判師、自治州裁判所、自治区裁期所、管区(艦隊〉箪事裁桝

所およびロシア逮邦最高裁判所におげる自らの職務の遂行に、具体花的事件

の審理の期間中唯事する。

3. }民診審員は、自 bの職務の遂行に、 1年聞に1固だけ従事する園

第10条人民拳審員の権限の停止および任期瀦了前の終了

1.人民参審員に対して刑事事件の告発が鍵起された場合、その権照俗、当

該fflP事事件の捜査が終了するまで、対応する裁恥1所の長によ q て停止され

る。

2 ロシγ連邦構成主体の立法〈千世〉機関は、本連邦法第S条第2項に該

当する鳩合、人民多審員の権限を終了させる。

第11条人民種審員の物質的保証

l、裁1阿梅野寝の行使にメ民語審審員が番加した時聞に対して‘対応する裁判所

は、当按裁判所の裁判官の犠務給の4分の1の額の補償的報酬を、連邦予

算の負担で人民参審員へ支弘う。この補償的報酬に射しては、所得税は課

せられない。

2 裁判権限の行使についての自らの職務を遂行中の人民彦容員に対して、

本来の暗務地での平均賃金、ならびに法令の定める保証および特典は維持

ぢれる。

s 対応する裁判所は、}震診審員に対して、観判官のために定め切れてい
る手続により、裁判官のために定められているのと同額の出張費を補償す

る。

4.人民参審員による僻蝿阪の行使についての自らの職務開甜判期聞は、

あらゆる種領の労働経歴の計算に際して、参入されるa

第1'" 人民.. 審員の独立性および不可侵性の保障
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1 人民参審員およびその家族構同党員に対して、その裁平権限の行使期間中、

ロシア連邦憲法、「ロシア連郊の裁判システムについてJの連邦の憲法的

法伸、「ロシア連邦の裁判官の地位について」の法痔第9条第2項、第10

条第2項、第16条第1項、第2項、第5項、第6項、および第7項、なら

びに本迫邦法の定める裁判官およびその家族構成員の独立性および不可侵

性の保障が適用される。

2 裁判権臓の行使期間中、人民多審員に対する刑事事件は、ロシア連参噛

事総長またtまその職務の代行者の今が開始することができる.人民参君臨員

は、その裁半権限の行使期間申、ロシア連邦検事総長もし〈はその職務の

代何者の裁可、または裁判所の決定によーでのみこれを勾留することがで

きる，

3 人民参審員怯、その裁判権限の行使蜘苛中、これをその本職から解雇し

たり、本人の同意江しに配置転換することはできない。

第13条本連邦迭の採択によ.ロνア連邦の若干の議令の失効

〔失効した11の法令またはその 部の条項のリストが婦げられているが、省

略する]

第14'援本連邦法の発効
本連邦法は、そo7.l~布の日に発効する。

モスクワ、クレムリン

200C竿l月2日

ロシア連邦大統領代行 ヴz ・プーチン


